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地表における吠射他殺雄の生威 1:寄与するユ決宇宙線路、分のうち、中住専は地下

1.....ユmで{暑智であるが、モ札以下でlまF中間予が反たの中sじとなフて，¥る.従来
宇宙線〆中間手応よる生京裁針位擁護の研究l本主とし乞地球素晴物質と宇留線f
中胡手の相E主作用主明らかにするEl1:lgで歓S?<報告くr札て来た。ー宕これをj，e:閉す
る立場から I京、且‘A)(..，川工などの長半戒期核種の5則包例がわずb、lこ見ら札るのみで

ある。 地本物噴中の〆中間手当乙夜核穆はキ留線〆中間手内示年安4じ OI~良県に
た閉できるほか、環建的に瓜地管管 j二J訂1、庭用が可能であるにきかかれらずこの方

戎論出見1えにとど去っている主因Iま乏の安喰Lの難民にある。""AQ..や，:1.'1工ず同

検出のために大量の試料主宰し問、特珠放鉱亦l二しか温閉できな刊といコた:と

があiずられる。 二の晶でl京高乙〆， lJ -x..yレ)軍吉川叫ち利用する去)'3苔広、鉄鉱物の害

品世と!i"M刊検出め鹿市の高ざと 1、う点、て前ぇ意より儀礼℃仰ると芳えられるe
ニうして欽品物中 1:靖起される5"~M叫 I水、しかし、ヤ Iまり栓め℃微量ずあり、なお、か

っ銃物中lこ含ま札るマンメT‘シにより放射能的に希紋ざ札て】 Eるe こうした比放射

能のかけ31"11'1校出 i二の碓品臥、裁針化活〈向山いバ〉砕片岡)I功、ける宮~M"，い，.2.'1)

5'f.M刊の坊宅志向てあっ℃、二世し丞吏』服する主主主 i本 m 軍事H r'\主5'~H "， 1'-対し℃向

4主体捷備するc (2.)非俸に耕作さ札

た中也子に£って放射イ仁走行なる e

伊)M刊の念病量が極めて11、ざい鉄鉱

物 t~事"する，かのいずれかが尭え
ら札し ωc7) ，s罪広普品納1.r鉄鉱
物がどのよう1J;MI'I，含有量を右し之

ρ るかでう安定日札る. マゲネタイ

ト)^マタイト，バイヲ 4トにつH

て測定ιr:.結果、各匂数百~又千fpvtl)

1000"" ~OOO ppYf¥) ~O "'"数十ppm~ユ
いう待果が得§札、 J、。イラ 4 ト〈下~$J

が二うした掛究 l二i主Lし℃いる二とが

明らかとなヲ氏。-元方TれL叫凶ユ吟)の可首能E

主幻4探呆るにめ KυR の著軒丹中4位生守柱柱:(廿Tο
てで.graphi十&のj享ざ(仕呈)と品集f賓の

問イ料調ベ1ミ。 脅寝中位ミト束と:車中

十生手車の:i:・4ヒをみるためS'lCo(YI， Y)， 

H下~(.'rI 1 ，，) ，何H柿('rI， ~"，)色毛オー

としてす問ベ作。 結果は函11二示し

c:p-aphi+eの耳さが厚t、寝.
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もちろん線噴l志よくなるが、者眠中位予束の浦、'レ主伴うため、実P鉱工は司、科C乃木表
?によフ寺長畠告ミi干が決色ざ札る二とにねん
同4主体的l之S)I1"，乞農締する会渚l京、桟出には最乙1要れ氏支)";;五と三える。 伊iえば‘

悶位体命、荷主ての由旬ヌキlま，0-....，;)，%，業縮比~斗00 1d.の-c;rRR3 V(f卒して 101'1
n/CIY'l4τ・曳射しても) l<uR-TCてめ9ii射い 10Jli'l'¥ん側主jに住ベ 同じ無作℃

('YI ，2)1)授たよりの与与を♀有1l¥J"くできるニとになる. l. b'し同住体分離と1¥

う計czp15ぐ加わるので美離が袴雑に怠るのが種院である。
以，.tcろ寿樺色ふまえ、予備裳駿として山前走の地表近くて産出したバイライ「哉、

料l二つけて， KUR-TCで!豆島干E行ない噴出E科、みTし 幸夫、特l京港管調査前佐々木

昭氏ょっ提併主餐庁、鉱物生戒ヰバ 3百万年以I二と推定されてあ、り、 NAA"AA$O) 

締果下'e ij..(，%の i玄lま・純粋な feS2.で門叫ば4-2.J=lpmてあヲf-:....( 5'0内シユ以日

フラクシヨジの也 J 'P制0). 政~b~うげ之主じ r~，{，託磁場主~堪民主てとり稼ぎ.
S"'0.f.'1 ~以ζめ粉ヨミ釣~'lO 舎を我針とし℃用 ρ1三 e まず硝践τ州干し、生じ‘
問えきtまろヂjし、<gN Hιぇ落定ょっ下e~ -iツプロピルエーナ Jレ l二抽お除~した o
NClOH本来中 t了 M"，在民と安北ざ也最後 1-:玲-i::tン交換τ-州主精製した。
笠宮村守特体内02.とし℃拓事もA乙箔LI二マウシトレ、本軍手当、升ヤ切o..Y¥k:材、粁と央

1': K u R -iC -C;' '-0温用主続民射し r~，，(判官t"， 1.吉川018円1/C'W11l.)。 救射4じさ字分離
後々e(Li) (s"3S' J<e.¥T' t;*H叫μo.k1二対レぇ.'370の判定主持)で V繰測定左
折沿い来 iの結呆主得f乙o ~じ号処主恩在した bl o.\'1 k と永処認め守合、家 M叫より~
め Tこ (YI ，~ゅ

の与与を差

し事L予38士5ち

J.p"，~'k..j'l-M VI 
〈主主σ)i1事た.

これは

O.OO~子土 .0053

d.pYl'l 'i3M〆件-
){'1ライト 1二

本目当する a

来1. ハeイヲ 4ト村、什の!H>M叫対島村乙例町
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IO.Cj士 1.11 
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._.- ---I ~~11 "，1察手A骨

る}CJ二よる 8骨 0.83 
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4・1・S主1.吋 )clp同んA
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f= l_，.l{)'f，h:f.. 唖標半海沌 0.0%6 ap'" 5'l仲j"'iル ιDす初製，
"'+"同/κ:.d.叫
ヒ苛る.

保'El<ce$SSIIoM" '" 0 ・ O~8主・OS5J.pl"l ''l-rt ... j.匂恥今 0.008ιOIMpJH〆匂F~

Jバマ4ラ4ト中亡静』ムニした〆中間ヰがF民ε月現車予 lじ二B収且肘崎帆又されるz碓量宇品=0‘砂将.;-"ノ 1何s
桟1下Z由怯且削q収又幻さ札る確寺千ιら'"o.r I 抗下五~(いρ，-， 'IJ~加n)μlに二対苛る 1 \1円包~= 0.1仁， g吋e(υω}μl-， Vν阿吋L~♂

0.5ヒ4恨五危苛ると手内mヲ弦主友 3写;'べ(h)= 1同刊守恥士}弘品吋灼十ねo同叫多/κ匂事 A ヒはつ地千に沿げる静」ヒ
f-・1主怠ヒ浮きの相関ょう健孝ロ値t保免すると子均探i(s mwe の.l:.'p;艮 ~1事ん
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1804 イγ局，月'1-也梓・ 1色合げ3:奇々yイ宇宙線級守ど/シノ

(1をう民主‘理) :r;語、 キ ?右

く浄〉 治内事長崎低年がヲイ燭あわを岬移手本μ9ーン陪， U)峰増的崎竜放‘

タ，仰材料抑例的"a.f ~f僻，d:.& ?Iψ同令MZ，'1074，12fc.)‘ωj同'1{事=17.小{1'星電， (iり
"fU， ~句I ，~者作ゆ q a 夜手先夕張不均刊の扶す張，芽暗号宇 I~ J. ，孝祥ι素動 L
t 11 3 ~ r 4< ~'-/l岬争宇 a 向暑 I-;.' ~ t1声偽手司た;苧 f究勾J伐材Z稗""， tポ
ヰ[事“〆，;;X劣M作所%tr存九 1費道11"1話γ勾括主主(イ鳥見)1-併<l' j"I， 1:見主¥
インぷ， ~ 惚勾J 勾淡千'-~4:'身長 z 概観 ι ..， ) 11 b・! ; l~ 同，長暑罪件 Tf 12/fXe， 
μXI2.， 勺を 4局f包停必ず十勾併杵n、Hヰ+水戸 (ii)勾宇宙手年生成電タま議鶏 kずれ
く寝験ヂイ〉 併すh村争且 ι程イ γ語句 Xe僻年ずイゆ"司イシ恥抱
h'.f，i11ト・ L錐?官仰麓;名κι ;J13 ~教主峰 a 同試料 f~ ヲ.. t ~，稚 h'~'ll手叫 L 政 "fif1íZ
Z主玖，-::ょ~ (0句日・附， {，・ e陀'((，'0..'あ(/勾 RDC幻の和夫低.世帯《糾W安燃の 11 1.!伺
寸..， 'fJ弘ん V冷却 (jrlln:合，-14“c~ðlお，主謀， 1/' 7. ，火山常事)走信 ifr.

く角平和~) y ぇポタ (~Xe.)，.. = (':Xq)也十 (<-Xe)ι，1-= 124，μ I tJo， !傾是p.. 
49-L-， 111 r.f訓長信I t， C 修治 irA.f'fed.， ~m"c-ray 向如何~ <:側t"n~，仇 o Z '" {反是師 I Iヲ

司拭耕 4純お・7ヲ 7γ宮..... I íl.私・ 7 ヲ~ va Y I 家 1干1611 4 1・"I令指拭判 1.，. ? 11 l 
(7) {IU治ω'Xe)mv5 (/~%ft'ðXe)m plo+ の Z待相府，~~ '1キ多 T“あわ孟持勾鍋滅多 1"t 
~ cの諸民:'i'1<3P. c 紙 1ìf1.， 1- ゲマト銅板\守寄緯~ I¥! J十'vI~ ι リ謀 3 試手当f
片βを/高l}q1ヲjVa  Y 1."慕JI!芳土 j十3・拭利時各，'1，身。や;JiI得勾均鋭(S)
k卸昨lIh PlI調停，r == -('26Xejl削除)t'S 十(岡地戸'x~)t，他ι5::[(凶ν現)c-
(同派/山ぬ)tJ/[('1.6決戸加〉ι-('~e介。た)tJ ， 骨、b香織;7〆i夫3抑制'111"叫 fL
σ~ ，~， (，ヲOXe./I26決).....= $" (l"~el't(;XI2)同 - S'(同Xef'句災)t十(伊決戸“脱)t --' (，) 
協し， 5': 氏円矧包6~)ιー(怜W“XQ_)tJ/Utz.tKejJuX.Q)パ吋'e!'刈)t] ~.， 
(同た戸“浪ω)λt:::叶1，、l日3，(♂'")0浄矧片“h刈)t=4-引1，マ (晴脚由低t向刈'の) 1γd有‘1) ， 客艮{~別w“吻浪刈)c乏幻f 仲刷俳l作民
倒可〉

寸客 '1，材料ιに1t$れ J-;(，1年ぼ(1)J'"守jes'川宇宙緋色ポ比{'時~~叫が'ギ均}れる.
〈紹釆> I司/，リイン后， (00 2川， (00 4-，1 従呼J 司 rt3%!"，'k)岡 V~ (問附加)"，r10t 
E犬[.)J 1"有 3.政~'f ÞI1~.8. 'f" -FI1， /? " ~\料叫天却す勾 T邑a・ 7 手 7 〆3 ，...:Ot偲
為f畠)11 I?丹空 I1 州工勾草持~ ì~ ~ J 。重，~~κ 象~ ff-..長 rf_.t"勾拭fSt"{" defj阿et

'" 3 í!~早 f~ Æ. 13 ょう t' あ 3 ・勺手" ，イ v后ヂ時の果 I ~ 1 1・ T“特徴4千げ~ +-J 
乙首長・写 d"， I 7 勾吠利得内事~ ~it(5 ，~時伝(.. l い J ~ ~ 11"ぎ" j • 
希崎 I{ 係，-1く(2.)申、~ 1"折 fi ('叫にe!'uXe)ι 舟イ孟s免λ'-1:あ 3I1'?， 乏+--1事月刊附ci匂

[抑制問Ke!~余 <{(I!. 4l司 r 1L f手勾 t死守主殺イ氏 aず 1 f. 1Î~'1， rの持率Wイ:.-i12，れや句作者通f匂re，l'llye，匂'e，':J<>Xe.， 
内'xe，円、，134泌，13%にヴ矛 0.02τα02.叱o.~or ， == ( ， 4:.'16， 6.oS-， 2，何， (.・14-m足時恥祈凸1-2).こ判
例nt帥U'Tí. ~J低:側司Z同， AVCC ， )<<ω民町』俗悪~ (喝l叫の合)~"， )4b吋附川邑l陀初旬" ~I "， t I-z. 1"fr 
定値 t 傍 ι~Cf!. 健~'域判陪1\tl'"低 k紺トγï+-， ~<IIイγふ時d戒守l:;1f fr(を'ð ~'I~味4~~(1 1:理由T吋'til'JjJ.

O
D
 

O
D
 



-H. uc~仙台，3r4.nl食C白m勺μk.eti，) 時二_0_f(1¥ '7定事官ヨン Y苧 1/- fj lJet，J1.勾土土正信
/':. d1氏 3・時勾ヂil1e，千 rdG勺， ~jJ:lシレ予イト 73r，“derh~i・問 4パ合志，エ" :l ~'-tラ什~f，例onte
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1805 陽ミ7照射し「て?ルミ三りb..中ωマプネらウム奇定同j立体日
生t¥断面積
(索丈物性研) 0イ二藤 i考・本田雅賃

最i丘.1，長*質コ〉ドライトヒ呼Id:'・iI¥.ふ長乙拍J表的V戚1t，i各む蹟泊め中旬、ら， )司
位i本心ol)動票や 既知(/>核壊安ゃ核反応・て時Id"説副ρっか古いい杓ゆ2>)司泣体比異岸

σv 率見 tJ~'鞍告 3 れ主主うに fi っ Tて。二 ttJ て'酸素，ネオン. ?プネ予ワム，キιノ
ンVピ仇元棄に見ill.1れているが、京喝采。阿国ε毒車手品材料じしてf主目立れて
いる.マプネ汁ムに弓いては+10%にR、3:2匂α跡 1tJ~'較的れて百ケ AQI吻
比ヒ σ相関から.26AQ (.王子ー及期7.2刈Oらヰ)Ol~色物内て白帯受じしで説嗣 3 れて l 、
;)  0 2私立仇氏、因 1d'26M(I(p，れ)26Aιゃ2rha(p，pd私立等α商う照射が者えられ -α

Jう百照射p;'あ札|正直時マプネううふ正生成す占核反応ーも足/Jf写品。-fjJt同位体ε
生ii\す;)~員長1:;(}I断面積 ε 末、めるに Id. 質曹ペデ祈季 Iて J ウ核夜長生Ii\物 ε 直花予測定
し Vけ札 lëf~よらず、測定主 σ困難から手~ t:f'ス£除いてほとんど行百れr¥.てい'd-'¥ 10 

マプネ乙ウム正生成、守主核f)t:，' α 断面積正末、め，そQi同位体比に受動 ε ~/iす核
反氏:~、件に/ヲいて基礎的検討左加える「てめ，ノ今回 lま了 lしさ二ウム正常的じして I~き

照，射し‘標的かわマプネぅヴム&1ιき必越して.賢官砂祈計ど l司i主体此£景IJ;tする
二ヒはって詩句 2同'2九~tl ポ付加足問教g_* dh i-::

。

[実験] 直立墨盟 MARZ8rG1deα高純産7，しさ二ヴム根(0.0I51C1¥'1息，M8<O‘6即帥〉
ま標的じして，二十tt 3枚スタ w フヒして提研サi7口トロンて"3.7時間 .1号Me¥l

鵡れてJ?> ~司射(r;~ヲ)A ，totcd pro切れ;与3xldワ)， 23枚ε核研FUサヴ 7口ト
ロ〉で 21時間ι 1)2MeV鳴きにJ') M'，射(1;0、41μA， toto.l -protoれ;2.0')(10'ワ〉しT亡。
マブネ乙ウムσ)t1J'離 照射し「て常的tbeα凧 α当ゥ「て部分ξ切断し，塩酸!て岩稽，
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表-I 乾画 σ}α らゑ官ボヒア〉王ご 71~ ど

Ep(MeV) d
25
Mg(係) d

26
Mg(メ)

Mg in pH"/ワとして 7-t?子 lしr-t?卜-/-') 
e工.uen七

口日午 lしム;番号をず71しさ二ウムu由< 6 -0.5:1:0.5 -0.9士0.8 186ng 

6-11 -2.5土0.5 -2.3士0.8 184ng 也、木祖ε1N歯蝦宕;責として高T
11-15 - 1.8士0.4 + 3.0士0.8 242ng オ〉交換に J今マプネ予ウムεゆ離
18-21 -.1.5士:1.2 + 5.1士0.8 373ng 

し「て.悉離長中αマプネシウ 61d恵、
21-24 ー0.2士1.0 + 9.8士1.3 272ng 

24国 26 + 0.7士1.1 +11.5士0.8 215ng ラDR光去によろえ著し「て.

26-28 + 5.4士0.4 +16.2士0.6 168ng 質量IO'析 jどきベテ離しTてマプネシ
28由 30 + 5.4:1:0.8 + 9.4:1:0.7 288ng ヴム(2~6 メ 10 も〉 ε 乙り刀，，['1しと
32四 34 + 7.6士0.6 + 6.8士0.7 35lng 

ヒιにし=ヴふ?ィラメエト上|て載
37-39 + 8.4士0.7 + 4.7士0.7 342ng 

42-4.4 + 9.6士0.5 + 5.2:1:0.7 325ng )(J:， 表面電離型官軍司う折計く tvlS-S，

48-49 +10.0士0.4 + 5.6土0.7 24lng 1< =30cw¥' ， 90
0
) ず二:士電3増庖昔ε

同いて実1)定しTて。

[結果] 函ー1に当今「て，Ijj3工ネ lしギー α平均j直ヒヒι|で測定:荷宗左手苛。二士電
ヨ楢措首 αmOS$d iscv-i附iパαtioパ補、正としてく)l.J百万百〉左rT'i、k腫て“，誤差
|ま S切れdαrddeviotioV¥.ピ払:?>.測定時期:動1ft*' f守仇産いに J ウ，来>m，~'可制料。}
腫に若干系統的 '(j差ε主じてい2;tJど.こ札わ 01 平均 j直之晶~ Wl.o.ss千ro.ctio附αtioパ
li附e;t，(うわぜて手、しfて・表-1 1て自任jきから l司j主体比α受動σ長乙ナ古い24U，aε基季
に引.A8 ・ 26M3 α 手照射試料旬、らぴ受動α 畠 l ，éト￡不し Tて・ Jtで最後 α 欄に~き離夜中仇
回l佼マプ、ネ-/ウムα会雷左手し「て。ご十lcフαi直， f) Jひ"平f干してlT"d'、「てJ司位j宇移
釈法 lてJ.)iビg収辛α責'1fEC"，97%)図、2
旬、ら被安jむα司、ε用いて接反応・断
面積tJ，'末、め内れる. G届旬、内鳴き 300 

工ネ lしギーが‘へ21UQV PA主 τ1<1.

25U(i'ι主原ずるヒきえられるfて礼
士てていはこいらα工宇 lしギ一範囲

て、1<121匂α同断面積ε1)0mbヒ
j反主しとれor附αlì~e し 2ラM}:f. 200 

26U8'α主ぼ断面積ε末、的.図ー21て 2
ぞれぞ札。反たび肋足解i数ι，主主主
射従測定 u、わ末、め「て 2~Q ~威。助主コ
定反i歓ヒヒιに示し「て.

100 

。。

-91'-

10 

lm 

o Al(p，x)24Mg 
ロ Al(p.x)25Mg

r'" Al(p.x)26Mg 
[tマAl(p.x内

、、、、、、、、、、、、
、
宅、

。。。

20 30 40 
Ep(MeV) 
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1806 
q'Nbの半滅期瑠'Jえ

得議〉
q'Nbの半減期(d:. 103'11 104-ヰヒ財れられTいるが.-t fゴ実敗色lljJ~.められ T
¥1¥ rd--凶 o '11 Nb 11 E乙にょうqtb-vou抑dl:崩壊寸るので.lャメ、復配測定立胤七
の)t，'Ú)ゐ.先に、伯則的~~長期を J民的る f: めlごす同製 l T-:試料主同川.l:r'X(積L
E制定可ゐニ k主主¥it(:.幸VI. i.rX線E出l1崩壊寸るNbA安着のうち q2Nb(1
初半減期制 10'年的方サ~なめ γ揮視てま‘ q~Nb1l\. ('Zt: 10‘16d.)llr;a;制
定によっ先Æi二崩~l1 いるこヒが確かめられ T いる.ま f-: q， Nblll.(;J. 1"綴;ilj支の絶
果里視t・~ r:<7')~ヘ .. 号令析的結果ヒ令わせ1q'Nb の半減期を忍め r~o
くX線5制定〉
言噂ヰtJ:.東北λ学金属病料街究併のす門TRγ中性 3照射(む私~-fルタ: 6.'I11f' 
叫 /rM1}') l T-;: Mo ~~中 1: '1~ l T二Nb放射能在、放射f時的に令糊裂し、千行フ
口，/1持?のL(に亡乾U仇)l T-: τtめγあゐ.(にこめ言制=司1斜中の q22N仙b.&uがぐq科4Nb的古放文射古色臼lはZ、r
4糊鯛徒恥lにτよ川つ 初制‘ 6.4主i.0.6川dのP桝川j川1凶ω6ωo吋。刊fDω臥ω仰αyS仙ch伽1将~me (jい'Nb一
主4ωodp仲恥ヒ叫点め今れ昨作。)X/総偽=噂噺官刷l皮定lはま‘ γ 昆

の P刷 .e.(U(キヤンベう.ワ4-1ω0) ~用い fド之.
効卒~;f<めるfこめ、241A恥， Sヤ白及1A""'CSω附
sh.o.wレ製)5十'ol'ldardのX，1'"線E測定 lT-:.. 24IA 
m場令にす専られf亡、 X障がF緩めスパフトルを
に在、 tT-: 0 '3'1 Cs ， H coめ結果ヒ会サ}せて.計
牟(3:Fi'~.3 内ようにす、芝れ[亡。 q'ND林内乱勺 i 半
後に再τ~~i:r X緑色沼'1定l-.q'Nb糾からのlrX
の寄与11.J!視できるこ t&，9臨 lT-:. 0 得られ正
E3欠員にd'.、可.なみ、、 NbX線(Fi・.4)1"1. q3N悦
げま:13.6y・〉によるヒ考えられるD ZrX線/Nbウ
Xi線の5堂島じtd:-定(<1 iOγあフ作。 :7 

崎氏物性加)。牧野友号、本田碓1t

(couヰ七s)

10~~ 

LαLs 

-;:zbY26 
10.... ~. :. ~: ! 

干パf ‘ 
‘3を>，.-1，'・i:l" • : 

1021 、伊 vtJ. ~\ .( し同~~:.::;:i:
‘ /，~~γz-t-1 . 叫 がい-~、、 2 

';' t.'，-:;;.~_<!，とき';~}呼~:'~'''''.':.:' 、・.~~r:!.J.':._:;:.r:‘ 三崎
γ~; . :..<，.~ゴ::~{:;:.-;r-;:lfi;~戸::t'~ 有為

WI 

241A且 ~ Fi・1・ユ .5 
59 

Qec 1.IMeV 
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20 40 
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60 (keV) 10 20 ・'0 40 50 6O(kaV) 
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stQr¥dllrds ener~y Irelative. ωuntin~ data e廿ic.iεvu:y
.24'A (1'1Ily，q，'??) -~'Arn 13. 't (k~V) 35.1主2.5 80'10士 5'0(cpm.) 0.26主0.03(%) 

17.75 53.2主3.8 145'00tワ0 0.30t. 0.03 

20.oR 13.3主1.0 4140t 40 0.35:l: 0.03 

26.345 6..2主 0.5 2120主 30 0.3官主 0.03

!)Q.537 100 3ワROO:t1 10 0.4;ユ主 0.03
''3マCs 32.1 Ui.マ%) 525"Ot 30 0.3&:t 0.03 

36.S-(1.3χ) 1330主 20 0.42士0.03
初 C。14.4/ ('1.7%) /Q30-t 20 0..26士0.02

鍾卑l阜
• Mo.rch.15，'77 'l;rぬ

(Nb Kot 
• May ，q， '77 Z¥" Koc 
， (Nb ぬ

く曾号令祈〉
智号例可11.東久物性別表面電隣型国体守

新糾問~号令的計 (AEI MS-5)を用 3
いf-=・ぬのう〉γlレアィラメ〉ト(:新料主
主載せ、 q'Nb(て対寸る Q

2NT艮1).愉q4Nb103~ 
内向位体弘主測定tr-::. 0 
q'Nb/QlNb : 0.23g土0.0/3

Q'Nb/Q4Nb : 1. 53 土0.15

<Q'Nb件繍〉

X線5i'J}t~結果 k管巷桝守的結果ょう、
q'lNb鼠1Aq4Nbのキ添期を用IA'7 . ql Nb 
め半減期を手グ)~ ~.そ出ぞ恥約qoo与と 10 
j長められ作。(下表参捜)

e十tiCiency Kx 
qq.'t 't 3.4 ccp悦)0.20 (%) 58500'I 6.200{dplIt) 

154 i 4 o.之l 宮63001.6500 ) 

12ワ t2 0.2g 52'100:t 5'400 

/ Q 1 -t 2 0.2Q ワワ500主5500)

制..&Kx5'5300士4-100

H~.4 

NbK(1 

ZrK__ ~ 
H ・

-.zrEF 

. 
4・. . 

102 -1.1・NbKs
~.. :'"・
~.・

.，~ " 
.匂戸 l'" ~':;.・ 1 ・r ‘旬、.・."・『・・J
..・2、..-.・ ・・ -・

-・・ .... . . 一宇 一一

・・・・・・・・ ・.・・・・・ ..・ ... .... . 

-Hal十ーしけれい'Nb一一
工

10 20 (keV) 

A十'omicRa.ti 0 Activity Rot，.o Do.ta. Used ト-ltllt-Li fe 0十QINb

(~.b6 主 0.&5))(f03 
7圭(Q2.NT)

主

q'Nb/Q2Nb 0..238土0.013 (3.3ヱ0.5)1< fら
骨

Cq.l'土1.7))( IO}. 

q'Nb/科Nb 1. 53 主0.15 347士2.0
'q-(骨4Nb) ~ I (q.o主，..2))(IO}. 
(2.03:t0'16)JI的

制 (q.Ot./..4.)x吟

"* T Makino，川.H onda， GeOc.hi附.CDsrno(..him. Ac.ta企L， (lq?7 ) 

η
J
 

n
日



1807 2f1 At t-6 Jが1樹京LDl13'仇半1奇襲開足

(者B主太理) 。長野会実，中相 'LI差:
(新;身大据) 宮野手口氏

|目的ピ才 ;~1 20)1'肱 I守uiU空手繰京ピして-J;.<市ち lIられて，崩寝帯式毛 ι〈席収
ゴボて¥，る!こ毛昔、がわ内す"ぞのギ3時期弘前 1 ;F 2L~-ι 到昆ビ布告主胤 τ ，ゆす"目
指駒 1.- ir; {いきた2Dl/3"': 01エフ m製或戸"Atr 2D1 'PD) 1二 J ってを統的r!差;が抗~ dうl之
庖わ寸句。 Lt:こ日?てネ府寝τ"1ざす(，)で報告してあ 92!f1 除(p，皆、)207品%2!lJB.( の親 ~I知
僚にj:?7半裁期の弐史 lこっ 7"1) z: 2lflめ(Vl)hll~t王子年弓玄フ2句 I~ よる通~( ~ 
ここる砕た。

x三五 1，qZI/Att7l r/.. 緩め衆tl::J ，) fo持場常者~J費、海 ιょゲコ/1 At~ Eデdすぜかtを弐定
し，表イ卒とニチレー三ヨ〉すウユター 1-:' jって0(得の絶対却定 Eおこっ 11fO7A'a

原与数£弐建する。;2111ft t¥' t:寸法表して占、の F25 弘 ~5夜，，10 手寺，五‘ J ぴ国イ辛 I[ ~ 
(.，貫主J宇角::1;("" 0':':棄を遁)JJEレ，以上 1-::より2旬勤め芋裁期王3夫史 L及。
づ干;!2. 11刈 POr 2Dl13.-¥から2.OYpb0) )詞l"bJJle.4t能ハ OJ.L!務。いあさλtlJt_"，弔け、ら aγ

線 ~f'声虫吉ピ必ヒ F判lリ戸)
ヤ l巧m布郁P隣1転量鴻堤坊イ奈鱒暫(岬場訴抑ザ耀直釦) 孟d尽用恥ゼずわ'1之す刊むビ tバ、Jj坤捌争判jれ有す円弓@
l安験 l事f毛革 C‘ズ之ズ~ 1JI.-ミ l (fく上 lご約 l 附~c_vi-j襲撃、華道レ‘ 7以め軒、市ー
が lほか 3ねたい，ト'fぴ!司 l" C'スマス正 *ß::j~'1こ加工した料品 J，_1j，y7 ヒしτ
q-1~~1トじし t-=，場化l学研究祈の1J-{'7口十1:1:/ z."/ (j.柿4付いれ時廟暁射Lち， )，M 
工才11.-ゃを劇及jと;の ;2{J!/βィ(0')n) 21t?AtのQ1昆-2F H-iγEこ)_71いようにyJ~~ 01γアIJ_ハ'!.-
でt調静1.-t-=-. 
z、 アルミキそソ拘-iKイルム1=ii Ji非した， 211 配とその嬢被のtJ，~長正む- AI).;様訟器で
1lJ)更した。ぞのスrf'7トlレき〕思 1に主す。 二α函Jry到 POl: 21/ Atからめcit.，車外活友叱
Fりユ11At a F-C / ()I cl itj j事叱f:J'i手、まリメ%がうt:il:)ネUJ 01 殺の J!P.渡ιとから2勾昂 ~kι
ぺ lレハの少'JJJt.どを史的多ごモ灯式:%-λ。
耳拘味、のどヌぞ文正少量m 王 1ぐにげレ， 1 ら 1::. 場面~J寄寂れたのち J 古川 YJ'o加
工ー引しず財を有者宅層1:::神佑し，Cス之ヌビイト再生す否。さらにと向 Atr塩蔽tド同三11.-ÿ'~ >-
接表乙イく脅lτ 自車zeL 1-=-0そq 一都1'.1臥QJi'ifザ 1剛..Q_t;合取してイニヌγ1)L-(オζ悲哀討
粋閉め布頗シユ斗レ'1-)を加えて 20l1'lQヒした。吃れを所Jtのハ"イ 7ル/-=-ヒリ流三シ ι
?叶 Aて沼J)'ftl亨きこと にょっとはねか今町/か政時η21/射の l姥対崩壊幸'utJt:L 1"，--
皿 のこ，)cli子JI附0¥;;j(悲報ユD~ ~7彦イ事司j: 1f介史(f)r":'イすIL.-1 =-入以，工ぺ cAOI

ト f究棟手権謀M が 5友三 Lζ校正し T~t;庁定容藍 η 60(0，B7(，s r;按正し主的(L:)-7_krHA
1.'、ての主丈止は待問』史しスIIAtd)現蒼 E之01払tαJ1<長E親剥し1-:::0 
開 二 α7仁3奇抜討件ゆω;;.tlA十A‘寸ノ合!こ議泰 Lてからl()lß~のよ貌 R )'¥行lしのJ-d-調j足
しι9ゴ行lτ10川1-:..令ITゑぞ‘円メのギゲ11十 !;Mc2A加えtのち 1)ニ厳ニわるユウム岩家
主抱えに 1)ニ厳t"J.マえとして;fe{E!生点δ語、:1知J/ Jil新し Z)司梓4tの之Oltイ品 V
4専用付与3夜、ムレ‘上告tのふり--:2裁措z..11]史してd闘の崩壊れれた。
I ~~要 1 ~ _;t; 11-::目。械工M 繰戸川開JILIl¥d fto¥君IJJ)I-g I 昆手長崎

94 -



寂1q~R上五、こ勺\) t OI}五事長北 Lリ.21¥針。、手最期&.1，23 jαω ゎOUげと長)1、ι 産品
z吠定 LT-=."， 吾た之¥1At ol絶対布、壇奇才 来三シ i こ ð~ スペ 7 ト 1[.. 栴すすど宋 M た，
さらに安験IのS...:-Av.検出器iリ吾α緯m追IJ史1-:"J! I戸|肘めぴ/Et1吋此E
Nf.l7 / tI， ~g$ と::1<'あë: I 2filpÀ の/京子物~:r足した。 手た要政Wて‘ 207&のE保E
週l史レ‘諸井の場合じ 1宣イ私場合1:::7 ¥，て合巴(~，{ )検土:器の城主カキ乙l お 5ベf
t諌め/料、hι，l1J告tfi-J脅イ永較u空論1宜)¥二5フて翠11)定値ε楠止レて 2-D}献の絶対
崩壊芽正支えした，主ニ認め2呼白仇原十彰乙あわゼZ半萩明主党、q士.3.2_ij_ヒした。
文芸 2，す 安MIllの Y持j急事め時l白話ィιlこおいて .n:olね1}世Y'ニ甘え分からうフて

いる。こ..y\. 1苦Iilユ I=/~ 寸 J う lご 2ilpo E ZbFbdから ).OJPbの閉じしだ iしヘo，'!l勃ργ;:fsきこ
ヒC'pj世間r:、ざる。安験Wで，:21I t+tt¥"十分域蒼してがう r線E君IJ定レ，201 B.-t t2J1九かち
め r~泉の発事 ιどが来品? 1-:':0 ここで:::.点分ú'!)自め阿~I事 J:'t1l J.う lこ不せる。

C~いの) =f"A七喝ぐIIAtの EYllh州れバA明t70~明白rW7
y維持主 l "， V vliJ \~l，t虻ノ\ c< 011'4α/人入 l硬Z加者物薪t~ß.

(201BA'以内件IIAt-ρ劃(211A納付 i(z01
1ん())90 kJlI( 207 i1: r7) y!7 0 k.J.T'{ C') V s7 0何色竹

¥oti倒;=¥• ，__ J¥のIj_ a__ Jl d /¥{}f州 ιι Jl 入 λ殺Zカヰ己l械宮坂潤
ここで'両局の tピをとれl手・族差 h3、〈入会a得、哲すめう 5恥守与tの3フ/;'羽有されるこ
凶'山がる e しt=-;/J'¥'7 (.上記0¥0忽f的ピL山A-tの半裁2月，品、 J-(?噴駿Iにおけ3
係維の翠Ijit!L -=-Ý リ ~J定し t ユ1I前α0</S( ぬぐれ3叱Y2l ん~ !'，83Hσα線αφイι与
はわiLZ. ZC9's.iの芋矧月乏 努.410.1)叫吋 Ej天安した。
このイ亙l幸 司て"I~報もした却"Po 主主テ之伊訟 i二 3 きな認め位う2. 3 土 1、三年 五，J -r_/: 

ギ府収めフF三五 1 の ~!;.q 土 3 ユ年の安按議委m麗圏内 l乙広'}， またネ前筑之" 'r!r.的
l乙証R押してい勾 ¥lをにしz;1 d lD7-B ... ，局 ~lo ktV 0維の7"ラオユj"1-::."，十であ 5こヒ S
J考えると、も?じt信頼しうる佐たヒ思わij{j1.
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1808 γ維スぺ7 トν絹祈乏の rt:較どき干@

〈事又岸、tXy ) 1:井忠、;台・松下訴~. ~名問!実;j~・杯 英樹
。小ム長老夫

同製 1ぺヲト U 向指干li，特ロゐ穐言fif吋1射tヒ砂石id> 1"" ~タヌ~王宮内宇 z犠 t事
帝ひとp分1:.-l JIJ ~ 0 i:t数 i五の犬三、qj、主 L¥'=ピーフ、宮ど、 ATJAI'玄ち℃勺 t:f_.き↑Sf三
十'ti=守、〆タ閉め殺jitg1もを二L三〆 t功事 。問題']J 料、乏 1i:: t';'" "で4抗告t~rJs昔
、)ち〈ら 11'("~7 ， 多室て· ~ 7 I フンデトシ広島 II ，;) J'I'・77ス究l't -;，ムの.l:...1= 
栄っ手ザー 7 等で‘、~ I 1¥、ヴ 7]"ヲみシド正和何 1=差引く沙IJ み 3竹 tれる靖印可
):::烏1')揖るが 1=JつC::J 特ら小;}tO_ 7i7手量l旬拘柑壁、2桑島 1二綬寸ペ F 乞シt1=乏
芳香. L 'G州、司Z.Iれめ色、、 -cP_ 7 J?' 'T t:計算 A河愛としJ 今昔↑撃を 1ifJ. 11 Jンt'
多〆?戸吃 1有¥¥~ず_ 9 処理，持，=蘭数 I~ }す巧~ 1ぺ・フ 1:;. n~、ヅムラリ許偽 l fJ 
U ￥ 11 う秀三万吐 j，'l~~" ニ小、'J.) -・勺，，，，'?校長弟訴まがさ↑追いス 7ムのー勺{
ヴ 1:::{喧t!.6\"あっしげ~ 7 内匂...~・，j''77，関数十)'J庁小 l11 r; 'J I 特に亡!'-7品楊
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1809 O<~史スペクト Jレ角轄庁用ア Þ}'、ラム ALPS

( ~ o'9 J 
平和校時lミJフてふれは線スペパ阿波川品物1:::I議竹臓が‘
i半う。ぜ刊め、 M 矧 J性ネ怒れえ差IJ‘ αスペヌト ρメトy以汁9方法/， Jフて
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1810 ー点刺え法乏南 ，1 a PAC的庁内生体tk材料えヘ司応用

(東北大理) す有時敏治束迎 。吉w賢ι
塩"1孝信

，序 ごれ i"t向いくウヤ司持表τわれわれ 1;t1識動向相時 (PAC.)1: つい Z 今 ~t学
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とピド'-("fl 3 1J:"ど・司令'1，事、戸、・・広~ . と出 739まがi車用可能伊技経l:L ~ It'/'2.Eμ，

Jg
をκ，
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P賊ゐ弁務‘(東Z製υsι-/ Tfode.L / () )γ別是レ九.ゼ司材料 ，t 折局放射.{t"~ 付請会
τ経イ長し九J!') '7高 3ペ ザ
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えレ17.，
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，普付S 員長 4昔~JfJt電 MCS''''l止、好 リト渇吋革本自

が貨基
県L霊堂カ 主1:;，安門 会 I~ I号 It3 主 1: 有!tIT 3 

本 rACS オ'm$r.~じ唱~，均 iえ';!.

在I"'，f..tょうた PA乙 lゑ 11.下P~z..t 3 いふtJMR..~f.と対似‘在I^".;!;'J， 之札(.嘉ぃz.PAc.. 

内生体拭社へ司応ffl/".考え 4れ九.

4.結果IA-f司ネス..~司血清1:. '11" ン jユがかウ f:;ネズミ弓~)青を 3o f' l とワノ こ小 1=

対し τ !O〆内 fu~:容P徒主がえた . i，濃度 I't).of"c.〆ρ〆，0，1 tJ!lC.f.'9.支性!:L 'z.お 3，jM  
1;1:十少均一 I:!.0-3 土;1:: ~主君 L -z.式‘よラゥ九.刈之ナ 1;1:，帝可 ~t'とひっ九台t B fF 
レロ :J均幕直 I~ J: .，，_ 11."，別定内問J.'p・C1:.保てる司 Z"府政党真勾式、吃ft-1I Q= lA. 
吃内).t来をイえ;<1=示す. ゲ同局洲え 1=止?(AJ 正常司#ス'~ l: (sJかン1'"曲、がヲ
7三ネズミ司血清 7・rt:

j
l:: < 1 =榊~P{ I:;t' 11 7 は方ぎりレた老 Þ~'ë'・ 3 とどがみがる e

II'P.S伺 1:: 宮 ~Iよ広 3 ベぞれ 11 ヒ“l..'ぢじ・ 3ι 〈な u， 土作1I以前 1=メ'1Aレた化学乗
乙イ的作イ頃信]τ";t~. 
な持 |γ(cJIt J‘フ M ネズ・4什械内組織の

tX-，，*， (DJ 1内部向 t蹴 :mすえ判的判定ff来7";J; }. 
/舛似 7・1;1:'肝成町才川忠ょう苦減まが・いち L・‘五レし1.

しがし/!;2.S'YI'J. ず lt両者 I=:t~ぺ Z 挙が炉、ごヒ例わ

か~.と尚之" ItRf吹1'"宏、い ZJJ伴Gω必然均1>{可
? T' "l羽互作唱を拭く 1安'1"之 U るとヒを示 P支オ~ . 
よれば PAC.Iユ君事自伝克二京-"1内，情報7"広ワ I i也4斤法
ヤNtv1RyまγrF{寄られfr"". な#松 I~ じヒ l 肝 1舟才阿
~~革告、-太S いこと ， t N川Rのt官呆ιも一致し削頃向 γ

表2. 生体書式、材 1:::'付す主
~惇ペヲメ『ターぱ

1 
2 
3 
4 
5 

Sample No 

Mean and S.E 

1 
2 
3 
4 
5 
Mean and S.E 

H4Gd mSm 

(A) Normal serum 
1. 797 (41) 1.卯8(32) 
1.779 (46) 1.9防 (36)
1. 787 (42) 1. 907 (ぉ〕
1. 755 (41) 1筋9(32) 
1. 779 (48) 1. 888 (38) 
1. 779 (20) 1. 896 (15) 

(B) Cancer serum 
1. 868 (37) 
1白7(46) 
1. 843 (39) 
1. 862 (43) 
1. 821 (44) 
1. 848 (17) 

1.927 (29) 
1. 907 (34) 
1，9話 (31)
1. 929 (31) 
1. 934 (84) 
1，931 (13) 

S Z31 〔C〕LI完;t::51問。5)
2 1. 785 (40) 1. 965 (35) 

こ《符《突欣1併利tp，，，.t， ~軍司ヒ思.þ.J-t.'i川 Mean副 SE-J;土ご 1，970尚

也何1:つい T主，1'fJ、')ぴ司 τ〉ヂ1iなf多く向様昆今 ; iizjjg i:2 83 
Mean and S，E， 1. 855 (28) 1. 975 (25) 

2句官w必キT串ち九
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止五品i三

Koc/}ぺ(35J主皮比例じ学状・1与K よ3影智
Cγ わ、よび・ M叫イじゃ物)~つ旬、で

犬

(事利数奇人、永北久・建) 0正本井一.AI-主義、極パj手fr

17J~え吃離の後}τ 荻ょ民される特性X線はその対象康、手今化1~/Rjる lτ よって Xl象.1..;十
ルfーのシ7~. JトJi)表旅の品提など椎骨の'麦ィヒが現われるととが知られ之いる.
4主主f._C-境変)::イ半フ τ荻品される特性八珠)-::つい"(~)司 1[<lJ" lJ~ I;r.期待て・さる。
とれJ.z・jl.逢11穆ャの ;'ιγ按詩句fじゃ物lてづいす‘ 今の勃~反語表をお(し.: )検必君主

主前、、 τ 剥えし売の i<"，ll<fJ~広丸を永めると U う比較的角号hガゑ)~主，て ι字
紙:鮭と今関主主主投釘L，ネf=!)をの癖来ク w ム句蔽.fbし地点宮川子、、~/町議長比
ポ滋すする之と Þ'i底、、弘芝れ'2"'~.今1 É1、 i司事長 9失政方誌にふヲて、 さらに 91~.べ
1家裁ft，や物、糸線A脆}亡より時ムお主1.Å'マングパt冷物)~フいマ検討を行つれ
てをの葬呆}亡つ、、 t報告する。

主豆長
タ~M礼按消化冷物の ~A)亡 )fl ぃ J-:: 5tH" I"jJtユ七点字メ堂、手教理手凋究地訟の吃手銀ク

~1 ヴ〉毛叩 ψ 、同 O.l )-::議久手先 }νr-60H4ヲ剖動放射線を担烈す 3とといJj
SStv1n (仁川川):ょっ z叫 ¥J-:_。腕?桝11劫/5刷 'lあ7・その比繍背tl3fJ
30.)Ac.;!9陥 0， てあフJ-:.-1家械化本物JJ州 O2 かう井手法}亡よフ tやえ精製 L九
卦陥;L 現Jjえ仇村~j_~U与1舟}二入れ. I WU..Qのれ俸を合ア4."，_手 θ5L'・(J-() 
検出1若手矧へ 800付〉ネル浪紗列者与1てよってパ紘スイクト Jレ休め犬。護支
維のオ者世λ線である')1'7ムの入毒事今エ忌 J川崎戸)-;tをAtf i1. E-k'，1 =μ 1/ keT/"、
Ek戸z主、??b4e--V-ぜあ少、 .ュペの t:~ l)古安企}τIJAケ鱗てきずstηtl'l'''eJHe品、。4
によヲてぬ ，Iくp弓積創1!を永めん

稼会内4ヒや吻)てよる#来と 1t執するため、 え議励包)-::よるう量定jX縁今追うえをクロム
あ'よか守シグシのイじゃ物)~フ Jτ 行フた。 X線安城lま鋼働金を用い fと.探姉する
wKX線 lまニフケル万)1--1-)ごよリ K~t長き l匂縁今 1~ 以下川、1<(3維の寄与さ制~
できるよう)ミリ=。特l'生^謀長の刻えlま減織化~.物と)司株の字 J弘で-1t ヮ Yて・

愈柔&.1/."主意も

ミのエ介ルギヴ領域{のえ縁組IJえJ<方、、'z/1. X記長のエふルヤ戸。¥1s，凶ため、溺'1え
気付の辱ミ)~よる k1 û 挽)/え.化や物を構必ず?j(，義の説、、.仇怒):よる例文ノJ どに
よづて|匂.kp縁の担均的'rJ5.左岸が変化する， ミれらのうラ気料の/草寺.構品、忌毒.

の芝日)でよる安rthf丈~ <、ごの/そめが冷::K挺Fよる向/ドr1核比の変化を2えめ3
/三め J-:1 ;jごbらめ補止を正しく行う t戸掌がある'"J pムメ争点を嗣いで訊併の/事さに
よる担乙料納効糸iてついて、え建売最低ミド t表款を狩フ氏。補正殺のl<OI!ドP
1昆え比Iti撃さ y-.~寺、関/~:Jて Jえであ?、補正 I~ 雨明T...税制金、教今住町通担ずあること
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主
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7.。 7.0 

2 4 
械化教

l現乙 k"'/I防弾庭比のI略化教依尉主(.J17L.R冷却

6 。
dι 歌

曲1. /<d/]円35盆及よ切局長化教依創生('4]例代)

6 。

jJ'(Jtめられた 4たX綜励えさ1~おいて は X線脅威の脅吃丘、~吃坑の変化)，よって
も陥/昨 3虫成比〆変化 l .kいこヒ沙~産められた。補正被のクロム企Jもの拘/叩 ，k，)長
比の温 1 ;1: え献値とほぼ_.~t た. ~l三夜政務1. 1証工兵，% 1.')肉てある.
l司1)て持t"'h，1t.告訴1じわ物代ついて、 )j1之 J;:Iまえ紙助怠}τ よる J I7b.化~物);::つ凶
て¥対泉点字手の緩jじ荻と陥/Kf5i，J...比との同i系を宕:す.掴七 Z~ち ]τ 局長ι教 O)J脅か
)亡伴ヲ{KC</I<p 6t.j;支比が減少し'-v' 3. また X線J窃え7-:よるマング〉イ仁和物}-;:つ ω

て砂町採のまま釆色得τあ・7、 これまでに行ァたf1Cr}f.動北合物jご小‘ Zの結果とむ
-致l -ZV'~.歩兵比の j壷 .-(J"\ 的閣と七 i手 IfJ司じ道を得て ψ るごとから構高足』孝の差
ν、代よる影響、 EC壊麦、沃採励起という肉裁亀厳色怠こすチ殺の遣い)-::よる易摩

114FA色ずさると~われる e ミのとり、ち伝 C宅妻美}てあ‘ぃ '-11肉殻電雌色怠とした後
てシγシb、わ"}l>ムヘ今軌道也手の鼻配列が行われ、 K援j亡をJしのあ壱-iK.免てId:". 
イ良桝をずある持乙同級ftA.え免1;1"様変節のマンかシのをれ乙，.J_;Kきく l古豪jじl-z.ぃJr
いとj考えられる.

d農作教の増かによみぬ/1<(35U.}長此の訴訟少111ヤ手去の是初産宇治吹さく"フた兵めて“
あ3とj雪えられる.1現3):: 1<戸川今エヰル千戸シフトゆと今曲の実成姐との凋係を
J rtムiじ令物jτ フい Z:.u':す・ごめl司b、ら 1 

kO(/k'(3 ).宮反比とエネ Jレギーシフ~ );: 11"羽関
同イねずみられ、 手たトト旅Jd:H設の voi_例ιで
b~rtol 昔、あめ蓬#どあっ . t告やによるhi手
新進の移民}τ ょっ z教え.t:.A-)レキペ遼jvr
F宣キj}'-愛・1じす手とj考えられ?;ó\~さち)-::務 t
u、解析:bi舛宇である.

--， o '0  
__- 0 
， 
， 
， 

o ， ， 
J も， ， 

8.0 

cd
晶、
-oX
」

υ

ー1.0 0 +1.0 

KJ3!"工争唱し.-r-予7~(.. V) 

国3，Kf3"'~ エキIvそろ7トとぬ/りjJ.長Jt1町主
(Î fJ ム ft~物】
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1 B 12 d.d...跳犀3-トラ内 7x:粒手トラザ 7検阜、杭屯どからの故射位

キがスの散i1
(新潟六理) 0橋;f..哲人， 7Kr-男，外林武

1. c)..瓦跳月、うの兵跳エネルギ一時，親核棺の扶払す五ぷ娘エネ jレギーか 4簡4
k ポめるこ と似てき，天荒放射性場支希刊ず 1苫 70-;00 keTT領科目局るこ ζ 瓜均小

る， これ 1<1枝子当')o. 3 ~ /? r ke，V K相当 Lて舌リ， このエネ lレギー頓域ずのエネ lレ干
』損久ぱ7台んピボjfr，テ閣術支(史Ali) 1ミよるるのt:1... Z芦りられていゐ.エヅ十ン7

~'f量産 z:. ~ijj~号吃粒子トラ・] 7 の絶堆吟~菌、 n 笠民 l才， 当初イ青ンイ包 lてよるヱ

ネlレギー損失事F分叫今ずあると解択されていた瓜， r:).及陣鳳予 R 占 kd.瓦跳トラザ
7爪託児されて以来トラヮ 7笠j札機構 1;:聞 L"佑ー的且静はまだ広て H 危い.
この課題ヘ的l'70 0ーすの Rめi'I }賀%ぱ白雪ii}.t:の Fムゆ払1いJ.mエヮ今 /i"ぞ
怒川震に， ilfi跡尤歩布告P1ζ4Aする可能，I'In'¥ -香久きいふHM..i.U叫ん111Kl4ttボエ.].;-"ン
f束ナ lて;ゑ1A1...-<来 T 長リ 守札前トヲ η7税広 l. - 荻L-"( 11 ~ ;:己 εZ量h¥め『こ

のこ己から Fムぷ叫んA!#(.iM1s 111 諸経正エヮ十シ 7";! l/L.たトラヮ?1)長さは〆放しゃ‘

るlゴずイ再')I A ~ y 41ι頓城己馬子問宿支持内に品工 η 今去7"'τ 闇 L1何らのギ干
・]7・れ白いはず夜 L 結論イけた! この間見へ内延長l:::L てここず同，端跡免靖却の

毛ヂルz:1...てる取扱え y 等兵す ~y 1てb興味のある ， d. ~跳晶子。作る d. ~跳ト?フ

71て注目 L， エ・ヲ今シ i処A涯に Jるd及眺晶子の}忌tcトヲ句 7姐:s.内関係 ε調べ.
5う'1:.L氏. ま(， 7 A ヴシタントヲ η7~"実 d) ~~空席相当する局らぽ，ヱザ今ン 7

処理訴のトラヮ 7}菅伎に必 Hτ t， Xe 1a i司 4"スの i九i車内1¥1Jる同ず己の考えか 5， 
困4本校良材 E舎をみ稚園峠κ枝分事局芝照射し I Xe 1) 9長官剖会(是 1て云 ιば敬逸良〉

E者向べ I J氏跳凪子 1，白糸する弘 η?を官剖令乙 η 叱事長正f'j'ぬヲ氏.

2. r:J..級君、包 L Z 電看 4免 4 与問保再 L 叫託手~ d) .惨核椎 t'(五分成事した')'びス千よ/

レス竜看板(I・2λ10:切V'!C"'.)t Á.究明した.繰綿~窃か 5 ~が血 h r.J.瓦開~M\予五段肘
円(ま衣ほ材集)する民め/?.7.よ川厚さの t明朝4霊nえE有する白雲母スマーす-g A子

し氏、~~.ミイ銀 )m. と照射明白雲母私乏吋童 5 也，実主キ(世/0・2 T...'t') 位置い K. ~!.肘時
間X: Lて， r:)..瓦眺トラヮ 7是息妻、と d繰HI'I)ミボ同略 1，可骨tl:::均五.j:) 20G寺間作次崎氏。
照射後白霊母札E.I什 tfji)怠j投ゼエヮサ / i央捜し，ふ処理呼問毎 1，白聖母移l~ 耐 iて

?を唱する d放射青島 ε》リコシキ導停検弘基S用 11 たdスノマ 7トロメトリ-{'桐'IT，. 
3氏Zトエヴ今シゲl且程ずの弘瓦跳トラマ 7の説家同，仕草自差頗敏挽乙え査型電子顕
微鏡， E明い，枚岩の場会トラヴ 7瓜ご< 7託、、埠良 E 有するため，~函 E 章子ピ- L..¥ 
k 対 L て 41'. 噸掛立也氏妖態イ行なヲ氏。 '}.e~ ì!支 J秩同濃縮す篭看板己主ト縫物質乏
スイーサー邑今 L代状粍て闘え L 古¥1¥ :c久犀手かの中央実綾子して l時間(企数十
枯子末・ 1‘叫XIO引ぷ)ナ桂子照射 L ~五人 l苦ぽ!日久気中1< 1Kt L I 苛の 4え(!re(L.<-) 
喰忠-'-ィ r久々 7トロメトリー L IlS Xe (241・'Tk~V) l::. 1枯ら(213・3K-e'V) のゲピー?面

積sリ，向者の H乙Eポめ I ~e歌 i主侭長札&来る后英菅オ入の照、射す玖村主，)持た
)i'Xe/'時.3Ce比"1，t:t各必 Lた. I?n.欽i主支殺は危 η穿20回放イι骨↑靖kず堂義し長るの巴同

り H伺ι-凧.to N~&. 1"，;事r.M.1J.J， E1 /9-1 (/ 17.t) 
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稀であ~.
A 

3. エ勺今/7処理時間 ]0Iiト(A， lt)，to/;骨(B)，JO 

分(c). /20 -n' ( 1>..l ) 1- 芯寸る白雪 l!ì- 板~函て.~且象

され及品及跳トラ')7η 位相室長ょ〆え査電顕写

実E10 r-示す. ま氏~j(!>予呈呼伺 1， 1r 11 ての叫ん z

0. 

212 九 a 匂雲母及、司被官扶射範 η 判 4ト (~O f.五 1 B線機織機織機織議機織線機織繍機 C

K 示して古."氏. d.瓦跳トラヴ 7口減反ボ j長"k 
めi亘章円尤字顕微鏡組車、 1.不可紘 1あリ ，AiL利差

先日 j マ lレ λ :r-~紘紘瓜持i 辰馬組奪、守段イある.
しかし写1-かろ bわか :h，fう l三}ol;すエヮ守主 i;，炉
建ず f~A左利差顕微鏡1Z V隼民トヲヮ 7が 11、さすき口機織機鱗機織鱗繍購纏輯轍櫨輔櫨醸 d
て観J，f.、て'芝市(1bτ， え査を頻て・ー l吉トうけ 7正説家

弘美氏。志 1r:. トラ η7写主かラ I c( ~ ~t 語、 7

制高丸 >12F込町:z.'1 今>J・米ヘ丹、)J.-1!¥ボトラ '1 7 r1.ム
ム乙 ζ b 1<' J:!;ヲている ζ 'C h'í';'重きた広ま，~執 η

仏均体hc.cJ() ，;争A}r:.向脅危峨円前!ら札氏.

ワぎ K X，己耳、 zがふの困4事宇への耗官A{;見向王者向て氏 写真 白安aトょニ剖 d及跳ト守・7
待果~ ~ 2 1<示す. ccずロ， I?仙の飲 i息』真向 ηえ 7 : A. B. c. D : At相乏. lt..，t:え宣色1更
さ H もの(}を官牢の，j、 ηるるの lて柑 一一自主i --

当)の噸 K f;J C， べτあるが. Xeの散↑写 実 I A (0.) B C D(J.) 

ì~Þ~ 向ド明 Lτ 品川、よ寄 l吉弘け 「乙五万五瓦lMTヨーコァ一万一つJJ
れと一致している/J¥，はがが柑 19¥'Ij放射紘 Jm-l-ff-2-ji--f-j-ー
ロずれて人~ l、物噴(ポ，)1-今し》し 同) 叫ん I 7J .}2 1) 一三三
ヤ口約 )fii 注目主れる. d.反跳馬壬 K 自家するおn伏奇の佑〈短い席程かう均貿易面

のごく寿 ι，~r 分 (2Inl- 仰 Å ) Iて関イかして芯リ J 枝Aト製品巴してのた l司， l苛 lず10~2.t)A-

jまの月号程 E有すふ;: z:から物噴義母内幸f の情説 E 扶A~ して Z‘リ角着 r 差似ある R め

てあろ 7.i K 白雲母検&杭 τt.1晋斥 40メ司 Xe歌.i!n¥訊められる之と 1苫， トラヮ Y
J管イ良ずも 1ι 内 j九i直前.t易自 ζ 己ボ示唆さ机る.
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1 B 13 ぴトラ γ7法~ sる空支t~十放射能の測定主主 1" 関する基礎的荷究

(;fr i丈 控室) 0 工事長人錦、私莱丈h 、中原弘通、村I二1~t，G雄

く緒台〉 従来，工最中のラドシ量の測定 1:::t;r ~ 1くつかの方法がj有いられ τ未たが;
本研究ず 13;、静l{吏虫、"7~度 ;O~向1-1 令ど‘円余'j ~弘司みる rx 線自体d事前校ゑ嬉 u司吋オ
法主投対 tた。 との方法 r‘工場中司ラ~\ 2..-号EE直捧， 1-::'測定言明き μIfI 地球1b学的
に意義、為る φみひらず J ウヲシ探鉱ゃ齢層深長 y地震予知など、巾ゑぃ応、用lJ'¥'可能に

なるい品打川。 今自 s丸山方法勺実駿空蕊での基礎d御免 '::7判官報告
ずる。

〈実駿〉 以線画体d奇跡校出器ιl(I宮Kocl.a.k.な製の梢厳包jレ口ースLJ(-/lS-廿'PE1I. 
U吏j弔 II三@ この I!U本待問、殺虫客は約 21J7)μ厚のポリエステjレ上に荷自主セルロー
ス(以下CN止H う)をか明 -̂13f<1H..尽にコーティレア lr= tのず， ωの面から α縫IJY"
入射 tたと主に司みノ必線量殺虫言、、きるようになヲマ M る・ α線g封、のヰ金負 IJ:ノ
肱OH~、、工 v 千二〆J" Lた1色ノマイ 7ロネtJ'フィルム用 4拡大器(却九25侍)ノえ16.J
頭j故鑓字裏 i乞之ノ 4てはpa-〆十t.，:::ぽ長¥<:岩舟よく jし tう1:::なヲた弘(以下 J
羊ね必人 pよ芯という)の歌φ み主瓜守‘える之と，~ j 7言仔ョた。
く結来ι考察〉

1 . Et-J、以の数の 4E'亀住民フ伊之
心‘ ω白身ム工、yチシy、され才主温l員四OcI bOOC.， M-"Cノゐよ 1)."Na倒壊A.S-免ノ
10九，20万事組なの也 Z、殺討 ¥1主総泉ノぬん p誌の域、長ぐ‘おいとの周連Z"，131""，j車
のω稜虫港でも守ノ温度60ヒノ 10io tJ3.. 01将司条件で‘ /to~/μφ周工ッチンY、す ψ\.1川 H

~ ~がわか、ヲた。 との場浴ノ CN自身 ω約ヌ)1'-"百'Jクl::.~札 τ 叫るがノ NCl. Ot-l波及 1)た
。変動 í~ 対l(~3仰ノ温度 1 乞 4 交動 1::: 対 l rJ.'tt r韓1ナずられるをか変わる@
ui) .九九刊の敬ι工ッナシア時間との関係もα線 11¥"α}tID ("-対 L<:直角，-=内み入射
す告場ゐ(之句の点課減"&1，史j布)し空気中 1':.ラド、;〆がー事長1:::命舟 t，¥1ゐ場会 ι
1::'っし¥"2比較検討 iた・ 結来 ~f込 1 に示す

守 fi3-，.L
前右町場各 15'"0分以Lq工ッナシ7‘時閣でI I占

I 10" NClOH J 60・。
i事It'7'ラトー訴に時る 11'"J 俊右の場企に l;tノ 1 

工、yナシプ‘時間於 I!;-o1トル、.;/60づかに /0，].ト ケ
内長くケるしよ仏 μ 時毒lp"/8' ft晶婿 g 
加すると ιtl'的虫、3 た・ この噌加 σα4阜 M 

の入射ヱネルヂー ι 入射向l主r-~、因があ b t 
ι考乙られλ. l冊。

<1ii) ‘ ~;J ("j号られた結果よリ，測定立札イ号ゐ

《縫京 t付金:h*前面の h今一定時宥初俸手賞
作叶良られると ι，J1'予f!J仏るのず， ~丹

4f効体荷主 時ユのように l7京め p 次式 E

{号た。 トラッ 7患及げとするとノ
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p=苧(l-Ro~誌司+走( a2y2+2叶ートY 同2
恒んもとら::.Eoのを気中骨骨程

1(c ~ fu::. E-~司 1主主中丹藤程

Co~入射 α抑止哨
Eι 之 CI'Iね.os. C式抑tI1'守
a_:品仏'fi支局、フ宅いるCt.J丹厚 2
T :ιwγ3臥ろct.J町j事さ
γ;主主t!:αJφ 阻止能の比
'P:空気中申京射ijt浪友

メ今ノ空気中γ%弱乍吉宗辺%五T347ゑ
;21'ヤ。品五OPb")平{町，、何iLL '( '"るとすゐめ
乱=)，s-;.酬ノ b=-官r".....ノ民ユ3.8MiV!o l z 
志すtlすゐ t)ω栓良港勾属A10 b いうべ‘き
i J.p制作対守る 101>12当yのトラ吋Yφ 註{持)ゆノ α1'l.z !:.むゐ e
.2， 2''''R..，.. &. (A'、、 220~ 唖史聖住民フ凶守

持l?o..)容東勺入フ言いゐメスシ?シダ'_~)密閉しその空気相中に crJ μ札 E 一定時
間入札 Z 取り~ Lノヱッ千レアモす奇@ あゐ問時五 かν1'(また~~ f. CJJドいを入れ
るp 包.いうふう氏 lZノ 22言明 tJえか、‘その銭技法)のん:J.J_叩左京めたととみ，h1・i
の止うにゐヲた・ 央線rJ:払l1t)..叩の予測{直z寸為・ 実駿I直ι予測喧がよ<-iえ

L 2 vl るとと〆わがみ@ またとの払J.dlA{J JtJ線刀、<?].且ゐtd)検量線'E.iド製するとノ

F~、4 の J う I~ (1 9 )ー鬼の直之泉佐 11¥'‘得られた。 例ふ 1，，"/約/d7J時間ωμ帆 1e11lぬ
するととにわ <J (0-1> U/C1ttの国有叫唱えをp、可能ヒゐる・ 日トo，'ll?!oゐパ
が y危に末、めたま十時{革の♂1972.~ Itω4 、h~ L- 1主フ才凶る e 乙札に 7 ..守ゆノ出石¥0
定:1:4-主ノ KoJ..o.k紅撃ωμ料の〆線 1::7:."する Lき川工主 lレギー値 Jマイ JP:4-1l、九
lレム私文嘉 E使用する場会のえを住ノ ょ、 I(J.."ノ叫ん1:0].''fpb JJ..町・ JJJJJ，..ヒ込"pj，の主主中

I~於げる子街問題Jをとや也考察 E加える予定 z眺める・

、
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1 B 14 ゼルロースナイトレートに入射した核分裂角乙アル7..線のトラ

v クが観刻主れる深~の測定

く金茨丈理) 0中南奉，横井清美

2ヨ8Uの自乾域分裂壊主主教は， 7 -1 'yγョントラッ7;去による年1"'C.，剥主Iこお、りて
童字削直てどあり，今教諏告され之tまいるが，それらの越の周，-::.1衣場在て、毛まだ大き

な差裏がある.

3費老らほ~の問題l之討し，セルロースアイトレートく以下 CN 乙 a各〉フィ 1叫を

用凡で7ランからの伏線乙自誕枝分裂片の局者主トラッ73吉ピ検出す3こ乙乏輸み
て凶る。この葉、軟に関連して CNの表面に入射した保線じ成分裂"のトラγ7の遁
正なヱッ今 γグ条件じ観測初幸などを生ロフて奇くめ芋tt.あリ，CNフィ Jレuの表盈に
入射したcえ線乙核分裂均の卜ラ 'Y7がCNの表面下のピのよフな兼さず器開。主サo換
をCNフィ lレムの断面からの TINT(七Y'o..ek.比七Y'.:t乙k)三去「ぜ検討した。
主主主 CNIま，CÅ.線乙核分裂釘の両君の卜ラッ 7 "t検出するこ ~;f;{可絡な物質で
あリ，本珂九ぜゆ I Kod~k CA ，&0-15フ'1Iレムも周 ~l た.トラッ 7 の工!Y4- γグに

ほ.2.:;"" 3 N N t:t. OH フK~志議主舟い，ヱ v 十ンダ時閣の再規A生を良くするために
， 2.D 0(，是度の5量友τ~1'fなヲた.さ博量よツ過剰の Nt:t. OH 粧の表面左あ介水物愛刊に
券東乙し I ~く職1IJJ':; ?ム水培来定通じて外気ヒつなが、たポリエチレソぶ、んにつ

め，ビューレ・yト主通してぬ零量定分取した。忌確制札OH法度''iII 麓時蒲定t乙よ
りヰさめた。本実験1:::周いたNa..OH水若手えの護度I;i"2.88 N -z了，約Zヶ局間l't調主の
誤差凡τど一定ぜあフた。エッ十ング用水槽iこ 1;1:71<-垂水乙井j7*-)主戒し絶'7，1~. 守
主 0・3 Dc泊三保たれた. TINT 王者ゼトラッ 7 晴元主耕ね枇る諜乏を剥主する 4-.f}~ゅ次

のじおリて、あふ RIからのは線ヤ自誕域分裂内定表面 L三照射〈必零に応じて 1O-3111.'IIt

H:t程度の真主中ぞ燕舵)したCNを，説閣な11ミソリーど幅約f制使に胡リ，断面城、表l之
露出するよう t二工itでキラ様相旨l之埋め込ん正後，断r君主-ty)ν ミナ (0.05)酬)礎、早来て"

珂嘉すふさらに，この荷磨針面tz，金直にl1r.叫角Jl.ぜ立5'-ctの島幸E枝分裂荷主真空
中て照射する。断面 tヱ照射した核分裂角のトラ ')1?主通じて， CNフ'(Jレム表局下の
トラッ 7之エ ')1-4ーし z 元の平砲に直角な必rilIlモトラッ 7げ INT)主観義した.
結果と問題点 Kod.:tk CA ~D-15 フィ Jレム

の辱 ~I本，製造元=か~ 10Q)酬と会表されてゆる

が ，Æ;，産誌のため霊験故鏡下で断面の辱:t~剥足し

たと乙ろ仁剥主主主主主 0・5)ι仇)， 100〆m の4査は平
均の厚:!~して一丸信用でをた.、杓 100JA-3-/ctde 
の精製予ミ然ウラゾ亀看板(榊古/摘すてえ斌射能

比 0・刊04-士0・0017)区荏毛して伏線主累積し

たCN1:. 2S2.Cfの島幸三核分裂汽左照射したω主工‘Y
チコノゲしたじニラ，、約 8時間で核分裂内のトラ

'，/7が，約1与時子品で勺ラプのlX.繰のトラックが
それぞれ.B~喋t-=観察でききようにな人局宕が

-108-

mg/_Crr1-

14 

14 

13， 

Kodak CA 80・15tilm 
2，88 N NaOH. 19，9・c

12 
Etching Time 

じ
24 h， 

国 1. Kodo..k CA 80-15' フィlレ

ムの克7則定。 ランリ才ゲJレ・ヂシケ

ータ中に、約/5時間放置後秤量.



3昆4をしてち，そ札そ:、*'-~識~j詐紋寸きことも可能である。なお、， blA.Lkのエ v今ンブ、

連度(VB)~重量剃主 l三よリポめたと二う，，，面ぜ 0.0松〆勺b であったく凪イ〉。
CNアィ lレム表費に照射した供繰ζ核分裂均のトラ'y7 t断面からのTIN械ぜ梯守
した例t，ZE2C?の伏線(6.0d'̂'6.12MeVJヒ自発核分裂庁， mNpの伏線く4-.7r門e.V)
について函2'三示す。本気分裂汽のトラッ 71<17.，CNの表面が会 I(j;t: a':リ，長L~モのず
は，表面がうの来さ約イ'4/un. i，'終フ之，，~ ~。討'l.ct のGt線のトラ少 7 1衣，表面が β、的22

仰の三果さがう ，<1:.C' ~ 9 J 約31仰のと乙うど¥終って b功。図之のZii'lNpf/l伏線のトラ 'Y
クtま，工 vイトンゲが不色分之、、iYJるが、， Z回ctのは J錬よリ t立主主いとこラピトラ y クが、現
出して凶るのが観奈さ水ふ函之の2S~Cf照射CN 1= a)' ~l Z J α線のトラ vクlこ比ぺ，
核分現Jiのトラ'JI71;イ救99く息え過ぎる。之のととぽ，エポキシ樹婚とCNの径着粧
が、不実E舎で、あリ，狭vl(弘幸頭微鏡的にほ是』乙悲凶〉守き聞から堤#込んだ:エ少+-

ング5お~ぶ，照射面にさ作用しているためと寿えら札る。この場合，トラ少クl}f息

える三果さにviiの補正を加えFるぬ芋がある。 さ卯之，工オヴキシ樹脂の]i，吏イむ剖l之ぽc.N左
落解すさ佐官があ.9，主三和jヒ破イ色制定三昆合してがら硬

4むするまで、のエポキシ樹尚代Nのvs特性ヘピの荘度第
零するか玄検さすする必零が‘あれその後にCNに入射し
た核分裂均 ζ妖繰のトラックボ怠是刺されるう果さ<Y'.京ま

れ線乗ζCNがを子着した系ずのトラック針教の組剰対
辛(CN趣表面のトラ v クの靖タミ，未工ツイトング‘のトラ
バ 2 見Aがけと1f.宣りトラ vクの品落しなピ)の評価ボ

可能じなる。

立見Cf

(納山内の真空中で 1
£勺10c帆の距雑草、s照射/

(ii) ぉ2Ct 枝分裂内y!~，"身1
(;;j) 工りふ γ ク，
(iV】頭依命事L危急華畏

50 p'WI (r> : 断面に金基に照射したお2c.t自屯〕
. -. ¥ 報分裂汽のトラ v ク j 

国.2.koda.k CA '80-15 アィ lレム表面下のトラ ν7主断面かう T'NT~.去で観寄与した

写真。 ィ?'f 0(. の 2.~ N Na.OH水落5長引2時間工 vチング。

l()qー



1 B 15 セlレロースナイトレートTr-ockDe柁け.orに与る核反応放出組子
の検出 1. 

(京大原子炉) 0林被樹 y浩司志部

(1)自的
七IUロースナイトレートの 50lidS十oteTrack Detec.tor (S ST D )左用
けて、原子核反応(-:'d::.，哨支出される峨子。枚品をおこなった。
f¥¥ンヂ場域でエネルギー♂迄7¥..)叫組守左偽るた却に!な Q-valueσ〉事¥，) ( 1'，ω-
(ヨHe/X)反危害h"考九Sれる。今回①安藤li.lq fi ( P I 0(.) 160反応、重用~)た。
Eえ粗守仁ょっ吋作3れるTruckの個数千.直径Bの測定によってエネ11.-ギーづM¥i
・角度分布左;:jz'め、償世てD-t曲線によって、
0( Tyc:¥dくのRe9istYat;onThre5ho Id Energy 
の決定を試社走。

〔ユ)実験
門戸(P 10(.) "0を用l)tとのl主 残留放が "0で

あるためQ(.，以上 li. エネjレギーかイ色<~.flすか、
柏主t1とるl)工朱J/，tギーを靖司之工'l..そのd..の
Range h¥¥' 1 放の SSTÐ の~令 100メlm 以下で
おるミモに由.，-t ¥，)る。
安験li.京大工学部のVande ttret日付型初日走者も
によづ'て加迭された陽+(EI':=2..b5 tv1eV)在、
Fiig， 1 (之ホされる Sca竹e.Yi~9 Cham ber 
内1 照射するてt.1:.よゥ〈なセれ先。 ロ l υ 

ターゲットピ l "1.1t.打一木、シをバッキン 33L1F 
ク"'L\.叱 CaF止を蒸議 l 先毛のを周~)丸 ま門
円弧にそっ吋設置Jされたセjレロースナイト 8 
レートS$TD (Kodak社 CA80-1~;
100川m)t.共l亡、エネルギー測定前)J:tt
13.5 0ビームモニター用に、それぞれ.
~OOμm 

J 30D，MmのSS-Dを用l)た.
身色断面墳の角度介布左.簡着のSSDで
おSh¥t'め測定lた後.SSTD(亡置きか
え.後者のSSD句、モニタ-1司、司、陽子
照射をお亡なづた。 Fig.ユli.9Iab.:: I~ 5

Q 

にあ、Itるエネルギースペクトフム dである。

Bearn Current lt ~糾協同船はっ
可 10 ヘノ l~OnAイ立をえ‘ S$TD照射の
場信に11..B剖rn1n柁grQtor左用¥1 C可。の
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.1 Faraday Cup 

Fig.工

AlF (p，O() "0 
Ep=2.65 MeV 
B.工.=30"uC 
81ab.=工55deg. 
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7トαCK教がゆ 104"" 105イ画/cぽになるエうlこl‘ そのイ直It10 '̂ 50メィCでをうる。
at射セ点先sTTDlt. 10ガNaOH港殺を 60・Cにあ、日司ftchi_tl9--:きれた。
殺込式の越をA話帳-r!桓浩曜の中に入オ(吋 常i之Etc.hin9~夜宮丘〈舛 1 、通攻
勢br立土げC以下l胡えた。

(3) 給条
S S1ヲヒ SSTf) I~ 与るはeの角度付浄土 戸ì~.3 

(こホす。泊者の値比 IJ..I~-荻 1 ぺ\)る敗。labzh­
官け11:.$$Dの約'/え1局、T子t¥tkh¥"でき寸なし)。
岩ぇJ点3J車1&11.:徹iL識を|て与も仇mロge..rお3う。
ノヲ自の実駿Tの称乱セれtィ全域奇数l主.25.で 11-. ~g 
会3メ108 P /crnt， '0・では会4){I0'7p/cm芭でおった γ 
ヌ その域十の工ネIUギ~ 2.52 1V 2.~8 MeV I之.
相当するR日開巳!i.~80 )1 m 1-~リ. c:{. (ぇ ~.4 ド\ 0 

e V)のR吋正にifrl.)値である料、叱れSを党是す 2 

る'L.陽子に主~ C)( Trat kのa.nnea lil1gの可能性か
強l).
s$TDI三与るTrac.kの-D分布!之主っ寸ポ品先
エネルギースペクトラムにつりてliLuck Cllの
測定経書1¥1タ角界舵lt僧グれな点、った.
毒最~1後受に.-0グ之-.A (叫λ: r同附川E叩聞mov州01th由hiυiclωkいknο伺n附1
R向an噌ge心)を衣‘劫める亡ビlに亡よリ叫丁Y同ackの7羽1古1rド同eS油holdEne吋yを5或長め5弘e 曹

G SoI7109yi 逢ωいよるTro.ck-Diameter J< i l1etic.sに従っぺ.R.を*掛るヒ
菜M11かSE十ehinq¥.先的.Rεgis十t"lItionThreshold Rang企 rl1..

y=附 R-(;S$T-DのJ宇古)
℃なる。 之之で.R 11.入射叫租十のRange1-事リ.Kodak CA 80-15に司、}べ
言十tLた値可抗そのを十取換を TaT.1 I~載目。 E-th 工Ii..r a) RClnqe_ 
に相当す~ Re3iS什"tion刊resh 0 Id Ener9γ 千ある e そのイ重 2.q~3.1M 
eVI主一般に言~~J、11.i.\)る匁 4 t-'1モV
よリ宅/J，き¥.)。亡ミで来めたち;長11.明確
な寸1，ドe5hol r1 か存丘す~'t.\) う仮定 l之 内

差.-?¥}寸仏のでそれ自穿に桝t加え ;:;;;;:: ;::; :;:; ;::7 
うゆ宰かあるItJ¥t'í~i. 1νつ。 (Thre5hold 8・64 64・5 49・o 13・5 3・1
山〉故後につり司の〉国すにわ℃ぎ 7・59 51・0 日・1 14・1 3・2

えJ予tt~. 

Ein. R 

0
0
円

(川市叶ロロ・
A
何
回

内F(p，叫」“o
Ep=2.65 MeV 

i SSD 
!. SSTD 

o 30 60 90工20150 
91ab. 

Fig.3 

Tab.1 

R. Eth. r 

MeV，，lIm unit 

ref) 
(1 J H.B.Luck I Nucl. Ins十r.M叶h. 12;斗 (!Q7s)35Q
(2) G-. Somogyi ~ S. A. S~Q. 1Qì' ~ Nucl. Ins十1'.Me十h.旦1(1173)211

守

E
A

噌

E
A



1816 qqKrの偽ゆ鱗

(移材) 0詑添$_溺多?必:ι

試射捗クリグトン|づ闘す争祈安易la、づれまよきZψ して、第J予知剖附lづι屯約笈
ましく信州事所持却の~~望 f~づいイ♂悼演~-t'M 9 、よリ語良好事吸7白骨iのfIfI~を杉、唯れ
I~ よ b放射íI生クリグトン♂ヂAく久的~史露目的ι す'þ {;，o>♂dちつ件。まf念、古文射J昨
クリグトンl勾、、てのゑ絶句祈がIJ:、準約締1ク万円焔砂激変燥のヲミ
蜘:'q;p' J:' {I.'録制織内刈初tt-f乙。
ノ級1-:::-依声援蒙lま、称、緒仰嗣(~X るるのぞ州、給制I~-:t蓉伽1::::{鋒
イ局舎のぞ.じ<:IづJo1l、父の敬意iま、 Jリ，1、ざハ婦かョユ朱IVぞ/ぶ闘争ず右ラW ら
よくし安"v，ji$耳線時夕、 ρJdバ v改掛かわνぞ/ちるフ矧奇|峨愛知争d?祈ゑI:;;f.
質的1::::温令し《、、1:10 ./"賞、氷解J修争夕、l::zOJ吸ゑ(し1::::くν、ク乙)ぽ、 Jp1t'文章1-
告す侃工およれの機紛防物語紙裳抑制連改乙してレぽ、しば消防されて

仏会。乙Cぞば、長話m ず/ぐ《の WJit-~方jちし作絢1'4事ゲリデトンの孝弘総笈装酬が
裂渉同的妥し乞佑督っすみ率低ぷタヵ，キμ今悌必I~嗣ず吉井手のう寝耳食μ 叫t者九
右する。

米審判主7 リヂトン乙して ~q'1 KI'"r;ょ州 Kr針変附し移。判Kγ降、 ~tlal'" ( P ) 3仇)
明 K.-.の綾ゑ給l予よリ、考1メ~Iレギ、-1易手色WJν、ィっくリ、判ピrば、 ~q13...( p)仇)
判 1(.，..の綾及点ラi予刀、務外 lレギ、....1~ちまち呼}バ製注し件。働柳れしイ峨Aι
グトリ勺ム~lfIv、、冷秘れの側主主力、ら粉称宮杉l雌ポイ淵ずしす乞 o
。称幻.久グンレ叉(J)5'0 P''''ι議d襲名惨殺し作同協減少ンザ少勺多惑い~At-r ト
リ勺ム粉~~入れ、落森下勾玉おやし仰ぐら1れ鱗仰が包 J 、、働激策~し位
級、少夜。/トイ‘オ〈託:話l下、訴件色落母子し、吐の護手元芝l長八リ.::>;ム援L諸己主存Lし、多草花
自長グトリ匂ムじ~磁Aιデトリヤム￥のì，$:~ト今ザデ主遁し f乙娘、物語よ多奪4、〉峨?し
件グヲス対~(乞緋札't)トヲザフ10(::::;}樹、嘉子宮1í式、引率同し 1多。
θ動μ.J二死伺胸線認色lま、空き射完全券ι今語症怠蕗ち-ðf，嗣しィ、、る ~I材接対抗
争タぐ、す1I~、核物し作級長筑粋毒殺λ し、長記じliIìfωタ磁場停ち必、ラ哲ううザ乳、も鋭、

身みよ，~3 スデシレ Âm Sl仰浮根抵l争率1:::ν) 仰しお ~~~~1 ンレスゑ
各l予知ヒデトリヤム粉末芭入札、 ~~I~ めら夕、t:l1J乙 ?Afザ《あ吉、矧:t~~島しそヘ
リ勺ム緊L\t名家乙し移φぐら?易符均-r~ j?'ジ修 J 、32射ず絡事し《く寄与千今名、ゆ争tv弘
fピLW憾のト今、ゾフマ、丞ffJ"、て寺前峯し、ま降、史君射:tk筑還し伝級、森内l予米包110弘、
多夜色ξ/ シデ /lffFヲ父 ~fð)~危管~~ン l三移動ざぜ三、八リミフムのl紙l、原泡ぞグリデト
γ f-~堅ω弘し、 Jニまμ倒宇奈 l少樹峯す1:1jJ乳、証才者同し件。
の務L左4-，刻 l三労射し↑乞緩求訴件革、ジシヲノ r 河V ス 4すの L記長tr: Y(~ðl ま\)

1:::1)支入し、かるくよi為ポン10-ì'引 '^-t クヅ?託倒じ、右 o~稀通貨デト'}勺ム.1~傍Aι
デ}リ句AvthAトト今ザフ。lま、あら夕、c必要注調ド妥Lし仁ヲイアイス混乱乞〉身丞?し4が

n
，b
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き、グヲス粉末 (0‘ザノ偽札主〉トヲヲデ i委主緋弘、約五撃を3効~I:::均勾し-t. ðテバ
移るの、手第!.-~~ず音。毛/Y タ/ドダラスAすo，~拡安t2'~$者会主?1iJ'のグ入場分、 b 、
多剰接丞師寺凶そ I~穿象小絞めずiく乏グ γ例 I~導入ず右。替え材φI;~紛争し杉4及、北換~~
--r' ヲイアイス冷符ト今ザ仰のコザヴ ~t約、決 1::::' 、内イアイうえ〉例ト今ヅ
ヂ -ìit~霊堂〉側ト今ザデ闘の会、、'J7 f.耐え o>>(j:: 4.' 1ft悌必3利。フoJ.>fl4v
広、 4ト悌必 1 1V 3ぶ嗣欲季-t"Jちつ停の lオずし〈、前I~弱毛イ、ある ~I長特徴〆品 80
9戦法 Î' 4-.-ì'前山~~支援の線路i凶 I /v  3 1:::手し花。

~1. ~射γ怒僻J i今主f
ヲ最前ダぎるヌト活ト

。議鰍の古文知多グ IJ-10トシの争訴か八の4トザ寄与ι;$象者み包象I1ゆし[-:::'0
ゑ1.タ鰍の縦断リヂトンのゆキ

u
l
u
H
 

!由Z.久ヂシレ叉扮
Eシリ\~4'-レイぎる
~~MJ~W~ト務

~3. 凶多額免f乳、
長側 委均ト免4会伺後
稲例づt~lf~y10人

八)、勺bお~$- 1f~ 冷機猿桜台脅え 活iAトトれ)'10 グ今久~ 争歯車i長
(才市集キ)

斗 J悦/((レ 樹海文 1f2‘6%  よ究与う4 1，2 

g- I)tも併し 甘a張 64-‘3% 久7% Z守、d' ・ん 3 

ヲô "W}ん柳b 情l紙 t-.? 0;" /O，1t % )J'S， 7 % 3 

事ON官。 Iんル 1存l深夜 /s-，ooh。 ノ仏クヅ。 ク'0， 3% 3 

一一 閉鎖 μ 話

*刊K...I-隔、 1̂乏o.t巴¥aq1 K.r i' &l 'a。
即断えは?Jl勝争Ié(、遣い別様の受しuto>μI~j(.~ゆ穆され、微d

t古H' きま D 象メ::.~j.タぐ息ら11-、吃オ1，)与〈綾 lま減:'Y' ず 1;) o~射す名才ftîfor能修*ばクm >f
手たの事j長イ品 'à oø晩タ乳、材需筆*1ま、 \t ι ん広、 100 弘子t!ず~ 0 予のうf~Ó)減右
隊、〉命名:P:f; p'ぐた倣新銀!íl~~ しィ、、るク ιι 、多そあれの移 '^~I~針。
バエ~;;(')、稲~J~わじてi蕗場誓う?~、証1準附すれば、手:托移j象WI予よリ、ま件、
刈ρしょ伯母的動物倒ャリデトン拘/キょ〈猟まさ制作タ切された o

-113-

;;}‘/悦 76，/1% 
;l< 

4 



1817 ュ酸化マンがンまた Itシサ力ゲ1レ主もちいる

Np-23マゲ G司 ρa..-23.3 17)漁場迅速J庁融
( f_J.t丈工) 呼ム 奈・初心イ骨・ 07場島幸手

舟論 キヂ‘ソユりムの̂ 't-噂的は管，6:i.車棒， -1. 7 ロ電，~於いZ: 1;:): 2.a7Np ( C;{: 
ゑ 14)( 106!f)ち告ぢ¥，'1.珂祝され』ミ 7ロ章1:'沿いt.rt23'1Np (r:2.35"o(.)をtち
い Z鮒摂されτすた。 ヒL ち fl'23'7 t-Ip !苦ぢいた場合 t乙 11 刺史;i; 〆 ~j夏認め J うな

品替の lß北地声、完 Iま d 緯効i混 l ニ Ht らすt-~患，所吸しうる?草薙範闘が‘ F昆lJêされ，芳

2.39Npをt'5 >'た場1ð- 1~ 1 <1"，摂弱体(7);.tî~， τ" し 2、境政〆行えす\ いず札1:t. -z.tfiニ
抗凶の:叢昆変化 1ニ彬ラ抑.J: t 調パ 5 易相 Y袈~lé):不可舵ずある。 ~ï 勺 Z 弘、、;華麗挺圃
z" Np を所 1認す~ A，:"孟 23ワNp1: mNpを卜L.-ナーとして珂 Zゐ 11れ，i'なら Uぃ。
乙m場主主 23'1Np点、 4点長す吾 233pa..(13-: 2ワd)が， をの孝頭剃〆方支若干平衡を Æ~ ず

るに，;r長く 2 晶、l1:課税するにはま互いの Z・.;~Il 定!主防署する。 じトe(Li) ，~ J' ~ 'j緯1

ペフトロメト，)-を用い dιd.233 Pa..とNpの Y拡肝骨止ま¥l.~IJτ、， ~ ~ Jt" I 楠単なt̂事
時九下 I 二よソ Np から?孔を妙高;ít~~ 主ず恥 1;( 蒋〈ー般的危梓戸型 Na. I シ〉手(... -;.. 

ヨシガヴシ 9-ガ 4 言十規11 ずき否。h-踊呪，~~生$(7)背 3主，;:車夙ず~ (:与Iご Np車、':)pa. 
~?:1事援す 3 芳法と L Z:ユ首位弘之シがふ茨 ~f5主ヒ乙')舟ゲ lレガラム唯着惑を草生前 L た
るのず♂~. -%々 Z 副将~苦 l!n憶し7.，前芳 13:嬰厚生終 7 佐<7I.5~J定直前の分~信先ヒ L
Z 減、‘~ )ち tユ，芳後粛 I~ 喫政事前 l二分離主行い， 233 pa.. o Mi:;Jf' #ιだ 21'7+23'1砂 E用

¥1'(.摂旋す苔芳三主ヒ L '(. .¥史う、追 Iユ，埠 q の投討を行守た。

持果 (1)エ蹴A¥!..マシ fu z志:史給付~;把穆 1:' ，蹴;蜂*，雌能マン1l:，.5接i疋者よ
1J.‘2S?P，ι ま九 IJ':J.o'fNp 5穿兎 Eλ れ，長1i1=.1.島マンガ‘じ威力リヴム3事兎をjJf1z， z: t '/JIt 
tレ 30 Jff静置後 f分援とう(..， 1.，七分取4主主，'1-み:定E針殺してま雪 q の長砕を持討
した. !iJ MnO)菅;2." MHN03 z'、の .233pa..0)非;![1<1: Mn2+遇制 Z"Iま O.!l加tj/制t以
ム， MACJ過剣山，J0，25句/みt以上 τ‘・史菅的Z‘あ')， 2. ~9 N P 13:会くと') ~ ;!i仰
い。(I1l静軍同制: 2、マMHN03，4，3匂ルeMnO.z t‘殺討ιτ ，f1n2+， MnO}j.-IIずれ司遇
制m場企r-z.、'b 10ゆ以上の静置 Iご J:，) 233 Pa.. It定菅的 Iこ#戒し ，.:l3'1 Np rJ 1 '20分経
l革推書記k.，:~依託す 1:' 問、るよヒが戚められた。 (ìiil酸性是: ji~ 醗'$' Jぴ‘品湯素曜日つ
い之 IJ'1 N以上ず 2ヲヲPa..It史菅的lこヒリょ手 it否。 (iv)持_s.tl.:0・0214のF-，0‘2M 

のPOI/.3-，50/-Jl‘Pa..の:JLlt!苦坊菅ずる. 0.2 M /7) Ca計 ，Af3+， Fe3+， 0，0:<.1'"の
J_ ()}-r 1 t妨習しない。 F-め枝管Id:語':JLJ.イ者毛 If.，のイtヨナピ‘'1e占t"1:マヌヴするととが，z:¥1 
ぎる。 (2)シリガゲ 11-，;主:力ラムロ及益分離出為め景品.g.:¥守色見出す J8.1Zjfりお主

1 ~ t.雄討を行ヲ 7三. シリ方ゲル(ケイ蹴 100メりるェ助手 J Ma.tli.nck/l.()dt" C !t.e?!ti co.t 
Wo.w.s犠)6'0勾お， J 7f.fr訊‘蓑5g免 (2ailpa..を骨を) !全体 z"6-制.tとな 3ように
乏;o_t曹にと，)， ;， x:イガー I~ Z f砂叛とう Lた後 30ld'苦手J， この婚男〆!0 分間
援ヒヨ(..，草u身離のイ主上;笹み兎 f骨d.を計数した。 (i);. 'Jガデル量:i延長的n蹴

持Jtl乙つい τ捨討し冗絹果， Pa..の日昼造，a:ギ重体電ヒ決 1:τ官官目するが， 200物!/571le
をこえz:t史号的ヒ IJな 4右ぃ。 また吸着意ヒ:tsi本撃の欄係 11，k唄競争Aキゼlo吸
番手術 lこ!iし Z1.'珍いよヒを志¥.， 'tいる。 よ ζ ぜ Id ，耳 A新進~ .tf'場馬ずない乙と ζ

必

4
A
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ガラか 5友八の応..~執.}.~守を j雪起し τJ 上.il!...的事草体

重j 1長ヒう館前色 liんが。 Cii)破。生産:l:R! 1に恥
揮官屯示す.蛸載じ I量泡~磁 n 系ピ‘ I~ ， S N以」ニ

I~ 能械産をあげれば'p孔がデ 570 以よ峰着する

ニとがめ宜、否。(め:jt，ij.泡: 8 NμN03 tJ‘S司吸着

tこ椋暑を示すす m と L て I~ J HF (IO-3M)， tla.~P04 
(0、0)./1)， 的白(0.211)〆8九 cdfAtTiaそFd:
CQ-) $O4.2~ CIl3(00- It 0，2 M 法ど妨害 L/dぃ。

君事詩 (1)ユ酸化マン fン;t()I温風蛇凶:系
五1:'ej;' 11 ~ N P ol団脱奪 (cx)と Pt:A.の汚華寺<((3) 
きJ j-'l239ゆ (""/04仰 /?ffO)2iJ3pa..らメグ'x/0

5
(flJt

/例R.)を車線ピ所いて求‘めた. ~れ T ホ 11 Ji‘ 
よ7i'I 0厨C!jl要政(Nn02: 1;.，3 1XJ/od) [Mtl'Jxs = 
α0/11 J[HNO~]= 2. 7M) の結果) 0( Q)平均値ヒ L

て仇 998J l季、普4嘉義o‘0/3 1;， dぴ‘月胡平均壇
。‘00/2)~素手帰差。、 0006f 4専売. こ仇よリ草分
匙惑により多え 4俳 5長椛謀差 (;1:::rHpa.. r::>);き砦

tε よラ ZぃZょとが‘め 11' ~ . ーうÌ7~島容f 視差 lま放

射~針駐lニ劇る t (/) !; ~.えりト ~t 同 1:肇イ‘〈る

めが‘あ Q.回 Zに 4れら m謀長m 上F区内緯度の
比較色訴す， ~g し~ v ぢ lar富草町 J与.233P 0...ぽ
23'7Nplこ討し τ拡lr平線fl':..Jj ~ -;:;'け試、料ザパ昔ま

乱tお・リ j 封殺IJ1 mf.， 1 /.;}¥崩 J 22Va伺針教

をF幸ぽ ft Lた. (2)シリ Sゲ‘』レ虫ラム三去の1Hl
可能困:々 C宮t)( / C例¢のシリガゲ 11.-方ラムを用

い， ゅの収奪と Pa.0)二局窓舌クNHNのについ
Z末、め 1三. 23'7 Np (O.02M x 10伽01苫長宇'J!の 20?Jt( 
3え出来中!ユ史号的に回叫すれ j - 11 .H3 Pa.草械
の喫耳慣れれ初めに対 0.3メQ PCl. }J'“;届省干 3
SF¥ 以後こ*-以1:-CII ;昂出 l<tみ <;i/r..J;tJ/、コた。本

法 I~ お IT ~奈流言書差11 このこ晶æ，. .2~-; P氏あ‘ょが砂
請を佐!こ試掛!j1，ユ威~す '3 23 'fJ p，氏 I~ ，j:S. -7Jイ島

根宮署長，;t'前ヒ同様J::言十草τ‘ずるの z")由ち l二琶

の比較ち示す。 ι仇tすカラムイす腕後 J 喫 ~Iご併

/0 El幸則をついやレたと 4昆庖 L た場合の比較Z“

ある.

F
h
u
 

6 0 ~ A..-..-.-----
均比 I !-/'C Hz.s04-
ち ω~/.... 
ZldJWLノ
き 20If"b:~，HCLO斗

01 苛ミミ pーーァ0

o 2 4 6 8 10 
離』棋(N)

回1233Po..の会リ料、人のロ政
(~ s.，成樹生産自動稽

19 fO' 
対

竹 ¥¥ '¥ぃ-
fÕ'3~ ¥ 

，1 CNpJ =1σ6 lO'・5lO-4 16・3
10-'-1 ー.
102. 10~ 10斗 10~ 10・
237NpT剖ゅの吉崎正〈ζp同

国2Mn02;1iの淵1ttif躍さ

相 lO
1

官t

~~ 1O2 

主-
10
J 

1O4-
IOZ 10'S 104 10ち 106
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1 B 18 と 7 立高速陽イオン交換クロマトグ'ラフィー I:::~~
発tj:_類元-t.の迅速争犠

(_tえ，エ) る非木通 広瀬昭夫 0患崎之継

/ ，盆之当研習をマ閉管され允ミクロ書11亙イ Iン交換クロヨげラフィーは，肉佳

0.3例制，長ざ数c明のテア包ン管ヒ，高速液体クロマトグ'ヲフィー嗣イオ y針重体

左記てん L充 1I、型カラムを l脊りて吟 1)， この方』法が短寿命核種め迅迅令書在唱~ t"放街
化学令書重た応用で‘喜 3こと IJ:， す?と報告 Lち@'

本研安-("叫放射イ巳!宗合経への)~111惟を吏ぃ柁討する C とを回EI9と Lて. ~;I:.類
元素の見透分種を試み，~首長芯結果ず'得豆、仇を<1\ ，"報告す a.. 
Z，護軍ぉ主 φ‘吉丈葉 Fi~ ， l k装置図を示おののマイクロアィーダーに@のマイク
ロ5リシジ(市販のマイク LJ)，リンジの金属訴分をヒリ除君 p テフロシ l菅左j宥りて

細エ L~" )を耳え 1)イずけ之 溶融浪令 Z〆試料内味人，疋迭を4'1'な，ち。@の試制
:主〉ロ kl主，閃各 0.$拘明の j)"5 ス噌を用 υ T::~
@のみ需をガフム τサト離さ州首料は， 直結
L花⑦のフロー包 Jし (tル容積α?μι) /こ jえ

ム(_z②の E，111官kよpτP繰測定寸れれ

舟門官 l古⑦のアテネイターを通 tτ@の日立
7:Flow cell. 

I?A H ~]型lρ'tJC~ fHAた建お守仇ておリ， 2:I¥-山 rosy工i珂ム 8:GMcountー，
マJレチ各〉ネ jレづえケーヲ-"f..ート"にJ リ10砂 :.; :Teflon tube， 9:Attenuator， 

ヌは50和1間席τ昔十数ゴ己完9 ぞlて溶融終了 4:Ir:jccticn part，10:400 chan田 1PHA， 

後は@の LJーグ'ーに@の 701) シタ一方 f， ;::::;: 

クロマ品グラム忍が計数値ず得古仇3。なす円・ 唱 "，"'1 _ _，_ ...3~ 
14-J..g. .l回.lOCK a~agram. 

μρc/" PHAず使用で‘ぎない場会
に/;):， G-門管"1i:"J.. .)了ーヲー lご連続

L主従来の方選号計数 Lち

とクロ高速液体クロコトゲラフィ

ーlご去‘ Ij'J f Hゲラルン卜溶虫の

技術品②内内包 0.5，明司，長さ/机 ぷ

程在のテフロ〉菅阿 lご?万九〉ト

をずけ?で海離泣包Zる台、方、じ必同氏y、
(て巧き，溶主主たMfLてこれを疋

送す 3ち式によ 3 之 L)'a。組菅間

での拡夜にま 3混合 tめずずで，

/ 8程J主内依存 t可能であ， 1ミ。

議離;主に lま， c'(一仁ド'同苛予イ

y酪畿をlfIll，ア;..E ニア.>1<-て柿 p

汁調箭7 L 7ミ。主 tん剤 lこは，東洋

哲連合--sL LS-:Z12 楊イオ

11:Recorder， 
12:Printer， 
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》完投樹脂柄、》芦。

制は，キι菱重)3え圭(ふんを除く h 使用 LT::Q TI，以外の元去は I刃包3rMIM.
長苫ふ&m結J涯のポ 1)エチ l-/管1::0.1717，)'"'-/20 N/ノμ(約/月づふり濃度の溶液zo
MλぜII品鵡左i魯封 L，己-n"5:.J iíi:尉才RR.-~気送噌けLιχ: ぷox/o13m/Om-"/~C) 1:: d.J 
て2，0令照射した。 Tb民 TbCんの居体の Jj "JR!?-2担送電 (tL此x:3XI0 13勺/C~ム0)
{::: J:パ /9時閣照射 Lz ， イ;j"ふ交千葉Jkz"溶解 l1ミ。 そ時t岩川机の j却を分号之 (zβ 

元素の混令官式耕をi全域 ι?三。
.3盆*-J，'3 zρj鶴重波の fll付付Jキェ頬尤案内保痔の関係をff;lお。 fHllえま
〈な~ t fl持J主小さく⑤ 'J， もすず刷力‘のfHの変'i氾Cτ
来のイ y対tン交4樋昏樹目陪旨ヒj珂司捷てで‘'渇渇 3 た。
次 1-:'，/3え素の分経{::先玄ぢ，隣惑す ~52 え需 (Lμ ， Yる)， (/-10， py)， (Ei<，S'r.ペ).(ムム〉
の令離を予備街J二検討Lた。{，';2の結果刀ソ Y枇やlhのfHふ2，3.$~ .3・ク，ジ・ d
め倒産戒をj羽いし内径 O.SQ骨机，長さ 1c仇の方ア 4， ;:走場付-yr町内で・fflj;-，ち
結果. LJず司'l'e 4分以仰 7"嫡〈ク3ごとずめず 3 会 p .{否認予繍棟。ー却は，
古放火歩のTRI手;411 /I/ek -/1 v' d: )司 l/i 1f芯> 1三@
長後 i亡、グ‘ラ}〉ント:怠虫 1去/~ J: ;J持17;:1::.類13JE素の令訴を背信、コた。ア‘3"~半シト j怠
維のPHa， t記の子偽E9安殿内街東よ 1)，(Lμ， ，(b )の分離可能。fヴ3.2方、5't白J> 
之.Laの保存され寄り fHi，/) の周で変化才色~ :2ヒlご LたQ ま左~砂離1-:1体司~Id.'}夜
警ば， -.試砂1=約:;，!ff(浪 ι PH 6.0 

重1::L之約/$μ)あれは"…ー
十-7r'C.芳名て./5式令 1'!.2 ‘一

'A-Oμ1/妙雪ヒ尼積?定。亡
の条件t2;1)' Iナ3和主義責/3元

表の溶虫例をJ;J・31:::示寸。 2000'0.02"円

カラ 41設問脅 o.5rm.0>'l.，長~'? 1-一日
抑制日，流速r弘
主主〉、警0・!f.lγ 、湾高色白誓
しち時間 /<};3D 1:r ておコ~。

抗亡の溶毒症iておけ 3仰向

変イ副会，図の主ち!こ示 LK:o 

り五ヰ干，工芭向事13国重工守

同庁3周仕尤素研噴唯表会雪 i 
言集 (/守クdjF3J 43 

2)五帯，広瀬，完LJ骨第却自

主f府化学討論ィ会講演者話集
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1 B 19 Cf-252線震の調製

(東大物性研) 0永井尚生 音田邦夫 本田雅雄
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間 03 ' HCI04' 

(6Nm0・5ml 
0.1M EDTA 5 drops 

Condense 

年%(COOH)2 3.5 ml 

i I 10-12 V ， 300同旬。 叫 1，
I I 2.5 hr I 

L一一一一一一一一一一一一ーJ-一一一一一一一一一一一一i

sat NH4Cl aq 0.5 ml 

Methyl Red 1 drops 

conc NH40H 

(一一ーpH斗)

Covered ¥Vi th Ni foュ工

Fig.1 
252 Cf 80 
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foot monitor， & M~t数普， 'l'¥eutroYl S昨 vey主用 2223 
¥ ¥. Cf-252の7ラ''5ョシをチ工、YI L t-:;，. 芳4
-7tに I~ 99活以上の申性手紙~$:~11~認‘められ r~.

これらのフラ 75-ヨ:::-1'J梨、色宣明む.苑津ld:微量
きあヲ k.
"担体La11 1;):. 才'6......12 fr. I~ F. P.の1408αずらと
尽われる陶Lo.i1~都められ k 1'~' .放射化身析を行ヲ
kヒころ Lo.lJ検t.で・き Mがっ f-:;，. まk 芳2， 

3 fr.ld賞色 E呈しておっ.歓を令んで 11K.放射
化州1-;:J 峨の合有量を長め t~ 1:::ごろ 計10門 Fig・2Elution Curve of La 

程療で・あフ r~. SOcγ(，YL，b)EICr，EE NiM ， p)EECοI~ よる引 CF ， EECo i接伝され

さいることザら‘容器ずら Cf を落企させ k際 I~ ・ステシレスが‘落けt.し規入 l ;-:;，も
のヒ馬われゐ.

直量日

10与r- conc HCl 
6r~ 

-;-.HC工

つ
10"' 

5 10 
Co工umn。 Volumes 

買着1d: .厚ざ 0.5附 1，径17WlWlのNi板，白金主峰， 7.ラスチ"/7セIしを用 IIK.
今回 Ij. 図1のぷうv"17'日')祷雑tJ電僻飛を用¥¥て.回収率ァ80拡を得ている.
|二、'1J 1(..薄膜 I~ よる汚宋防止板膿|
米国 C.C.A社製N i foi 1 (~ru.d邑 D ， 1000 A ， 89月 /002.，細膿裏打ち)を Ni枠K貼
什 lr'(後. 7ロム酸て・綱膿を除き d 反跳KJ ゐ完乗防止の k め I~ 使用し t， • ごの
薄膜1'(占る核今泉片の工キ ILf-損失 IJ4門εV程度と才Lhて 1¥ゐ.
直司
得らψ¥K線君、IJ. 九ー233.Pl，.l-23?の標準線震を問りて 表面樟壁型半導体技生器

I~ dるd計獣によ 1)強療をう夫定し伝.得ら小伝値 l'j ( 1 .73士O‘04)x I06dp削(句:
-2x lo-qq)であフ K.
|枝分裂片線強ヒしての高知性| 斗MNaOH 20%EtOH 

1) 表面障壁型半導体検止器 S S Dを用 11z. t長命 Tracks 27
U

C， 7hrs 

畢同の工ネ lレ午、ー・ス1¥07卜Iしを彊'1定L. ~ト解能を決定 q 50 
るkのK‘現在予備実験を進めZ1¥る.
2) 団体帯跡検盆器 ，1マIj力ーポネート(門αkyoJol附 30

60州)を用 1¥て.ゐ解能を按討L..V" 線調、ぜら検~器申 i~.: 20 
まきを40酬とし‘ 45。の角高で・車主下 5-72時由照射しt， 0 10 
4門No.OH.20% EtOH::客識を問、¥'Z. 270(. き 7時向工、'14-シ o 
p、Lk予備的は結果を図3K示しである.短1>'1 ¥童核のト

ラ')1'7 1 d.工、y 今>7"過剰気味で.駐接との~髄〆馬いよう
eth Distribution 

であゐ〆.更にトラ':17獣を対〈ヒ〆).横討し Z¥¥る. ~~~~- ~~~D 

|今後の巾頴| 購入後長崎由経過しkCf -252 I'J .怯安生市物Cw248を相当量会

をこと K はる.この山-243t. &髄する二ど 1;):.ごく薄、1線震を銅製する上む.ーフ
の向蹟である.OIt-248 [ T込=3.61川 05d Jの様止法を按討するととも K 褐イオン
交換と桧イ才〉安換を併用することはピ 考えて計る i児字以・あるピ尽われる.
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1820 20'h瓦1パ

かは仰l
0三抑制、 山あ ι 鈴木造

アクサニヲム糸折JIこえ発する核殺にIJ、7周期のU迄め企元字、が、合まれており t そ

れぞれか、放射-1じiれれ二市前例縫て‘ある。 erち 2'>'ち，匂a__， '"，-7Thはそれ寄れの問イ主
体のす(‘、放射性トレーサと l-(最も後初1こ体質1持7ており‘勺cpuJAは可秤
聖てJki民、いうる唯Fーの岡山本である。 Lかし、これらの核穫の放射化等的な利用(立

私が維の2.3弘 72ス:~c の入行Y 困難fょにめ k 、拡射採の基成ずーヌの不足の穴め l 二
充少な拡がりを是ぜてドない。重7t案の放射イじ等的所先の現状、t芽えても、 4番{か葬長
良でのん)7h.のJι等的麻見、 Ac.，Frの化零的府守tll、未納めfjt野である。このよう
な現存:げえる ι 、 77 づ ι クム~~狗‘特 i 亡珂fa.え t;l 2九を斑!i--r~ し、媛定手刷機
とのφ縦法ヒ、その淵え法主本立する二 ιは布告55見て‘ある。
何々は 以前 1二人秒キのウラン鉱精錬内澄より訓伐を同}悼することを訊、み、ある

程皮の瓜羽左おさめ iミ。まjぇ昨司ーの討論企では、 1孔， Ilc， Rct (J) ;f131之タ難笈川て
H DE H P抽出|二上る方法 t択桔L件。庁回 11、胡政からの 227Acの身離法と、 231fCt 
，叫ん♀%に23rrのr線スヘ。クトルにフいて報伝1・る。
1. 2.'11 Pct t;、らの:22'1Acの弁荷量

判九からえ与?A巳f:~ト離するドは、高権友の Po. ('ゆ塔来を取扱う Jお零がある Q Po.. dl回収
絹糧法と lてIJ:、主にミクロ量のぬについて、 f会{オン丈減法、 iBP抽出法、
D 18 C拍公誌等か広く嗣いられる 1)'"、マクロ量の2J'po...をえ重約l亡国恥精製するに
'1 、 Po..(引呼えな鈴イオゾと l て落-n- -f る成政~:来で、も i色嗣できる D 1 B乙才献法
ドi優れている。刻、合 11精製J望こク斗f司放置 l1こ /O~の 2.itlPa. ~嗣い、同一l の才法 i二より
227 Ilc. ~ ，}.ト離しt:.，即ち、
/. 231ん一之之71!c.のデ;v仇$0，<-:-biVHCι;怠来左5'"OfoDIBC八、ンセツ本来で相公す
る。(叫んのみ抽設えされる。)

2 列島する水相主軌副後 初Htι本来と lf会イオシ交換方ヲム(ρbwex /〆8
/OO~之JO 例μん) 't返しし‘乏l二2./1f誌を 除く。
3 オz;;j誌の pHt2--2t二調整し、 /fV1HDEHP・ベンじン本来で‘ 2匂c.，叫Thを

柚公する。

ヂ O.2!V Hαで，27Ac.t ~を拘虫する。
ノの吠f育て‘の f仇の拘~キは 99.7メを超えている。従フて♀の段階以降でIJ.ミ y

u量の訓九左京十人フ二いるのとl司手くある e 又九(りの HDE H P拍虫の拍蹴キも犬

さく、ミクロをc，"(})刈Po..のコロイド』又|立千戸j託的な重&偉が史析したヒ 1ても、

それらは 3 与の吠荷てゆえ企i二除去て“きる，精製Lf::.. 22~c.のぷ線スバクト Jレ E剃え

l I二七三ろ、ぷIP::d工企く認められながフ f三。

2 叫pa.J 2.'-77九， MhY21Frめ「稼スヘ。クト Jレ
近l九yU77}LPMRぇy 却 Frはそれ寸仰い 5縁側ねをで川、 j京理的r...[討議ミス
マフトロメトリじよるえ量的な切jえか、可能で、ある。まれ、 -'!2'l1}ιも 2"-7T!九y 剖 1<0.，日弥

ハU
qメ“1i
 



ゐι剖 po...

主ぷ7T，，- R叫!t-l7Ac

回-1
;U'P，，-，呉市乙 ll7r九At1'"~.3R~ の i分髄精製

の o~泉の成長色測定することによフて
7~11えが可能である。しかし、これらの

殺穫のr採スペクトルは非脅i二複雑で
あリ、 5ま友の正r確な1"~タる脅、いのが
予見ぶである。柄、 2は それぞれ矯製し

た多も:TtO>o緩スペク卜 Jしの埼闘交iじを
込町、し、 .J，i}}九l二フ¥，、ては、政l長の訳、め
られないもの、 Z2777LP222ん，22~Frl二つ
いては、ぞれをれの手柄拘で崩壊Jる
右のをそれ寸れの拶殺iこ崎属する r線
ιし、 その訟fJ_比を卒、めた。二のま7-L
いず--9 1二ついては、当日.発表するが
、以下 l二概芽を述べ、る α

2.1 :U1Pa_ 

線のデータは A. ~ck ptルヂ
の報省と主主めてちLく「致する結究とが待

られに l ~、 L 恥立の F線デ-;集l二
集係きわたずータヒの...-弘rJ.'余つ友く
-tj. がつ Tこ。主 fこる o~系i1 ， 27.{i.， 70.2， 
oJ1.0， 2g._づ't.， 300， 303， 330晶ινに
あリ、イ愛しの戸ネの作家は いブれも絶

対刺えを行う 1::7t /tJ'な常j更を持 7ている。(ずし波正のよう i之 .2>7TIL， 223 R.a.， :Z2Jpr 
の『線ヒ多重ピークとなるので、、是枝殺11含也す列挙hこフいては、その楠〉五炉供.f-て、、
2ある e
2 2. ぷりn.， 22iJF r ， s.. 1}' 2>3 Raとその娘核殺
ρ71λ でlまjO，CO，作， 236， 2$"6， 之グ'3， 2ft， :300 J ]0ん 330， ]~タ-Æ，i:V I二

o~\- 、 r線ドあり、内 t‘娘tH童 (2ERoJ [1寄っ22.持て I:1S0，8'0， 23{")?，e V Iこ罰金ぃ『線
がある. 2.111λlこも、 236-h..Vtoークの払エネ Jレ千戸刷iこ2.3S~e Vピークか認められ
る.;fえ7て多量?の珂Act.含じ227-而訴対の測定で !1 Fトの奇ナの補iE.:JJ¥';泊客である 0
213Ra.1こフいては、その様絃殺をも，念めて、 /23， /.伴， /ょん /.JlJ 2tt， 2'7/， 
32f， .323) 3S/.Je.eV寺l亡殺しイ線が存たする。
2..3， 2>3Fトω表変凶手む
却再のF線左手芽体*青虫買手〆〈幼民lf:_唯一の府先叙辛口、 H.Ma.ria.手のものb、あ
るが、そ (})t04e.νI様の3緩めず、ータ昔、弱々の結呆と、勺ん珂'Ac.の柄、科寸〈めえ
入!こ Iって鋭化ぃ付込向l二犬き〈嬰っくいるe 付 f二めlこ縦断、のイ停止も15Z、
である也予えられるので、それにフいてや議制‘九;~ (J)降、『付手採泉の祇化i民三キT子;は4ρ-11河
の氏線の荻tt¥キにi対オl-<現特刺イ化ιl(-:亡。
o A.4-. .kルん， fμsJ4，e;.同川ム向札件、島町乞2)， .rク之どlJ'lo)

引いIC. YtI..み1¥. P. P.IJ.，州内stl'"O-， f~叫 ， 3f， 1''11 (('/'11) 
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1821 HDEHpg_用 111:. 21'8 Ac 0) ミ iレキング・5まι 吃の放射イ七撃的純度

の絞討

(東北え盆荷〉 鈍水進. :::.n~宮g1111 • 0ぬAら あ

1.) 絹ち 周期 f字表~ワ周期の初めのク免鼻、す危れラ下ト‘ R... 、 Ac 、 Th 患が P... 

の放射化学的研究"!1'fう/:;，~[ z利用さ札 3 ト Lーサ Iま、 Acを)'t1) "z 、g:;zぇff.i'

7チニウ《締 1象系列か jr事$. t}¥" 7.凶き a (>>3杯、>13R...、2珂Th.、副P...) 0 -;t ， Ac.I=閣
ιτl革、ア?.，.ニウ A糸抑の "7AcIi、円その旅射能終tt-母困肱ざ ι1)ク』宮、に脅 1) 之、ト

レーす !:l 1..fi車当 Z"窃3、トリウ t， ~列明."Ac主ト ιーすと l 1.FIl"~ のが‘ll.主

イ重利 Z“あ 3。且・Ac 1式、宇;~tfl tJ' 6. /3 h~ ι111 "ι 1)うト1.. - "'/ιtτ")欠』患を有-;a 

-75、 r殺の 4宣;1¥J::'よ 3闘史、虫i量 11"容易 t・11')、雑草走稗て..1> :3 >2曹J?"よ 9 のミルキ

ン7・lζ よ ，L随崎‘銅製 F 写能 τ・目 2品a ~事、 えこの.，~Ro.. ~ 2" Ac. d) ミ IL守ング系章、え

(!: t! :t-d) 、あ J') 1孟長湖周君。~，1 lた 232Thft名物よ 3若易に f専Jf.グ C さ 3 とリウ亭
fl t，..の利点差符フ .k研究τI説、 HD'E HP補弘によ aA.. -Tk.-臥 ")75島(;1，，]) @:利
用[ l. d) 、z32Tk一時/(0..;良信仰よ 3 の "~Ro. 0) 1J雄、且RR...よリ d)"'Ac. d) ミ 11..守ング;f.Iこ

7 Il Z 綾#:t1 tt・又、 と叩ミ IL守ン 7"主主 1=イ寸闘す:3"'2 Pb在中'1:'ιす ad支局すfι拶M不

傾物哩 1寧ゑ守閣想、車毒患 t定且まん の斜度 1=fI(J 1 'tの閥霊長 1::.7 11てを械討(1E. 0 

三L主主 ZJ2.Th [;1.磁化物 ιl Z.約 20年前 ρ、手 保管さ化、2U~弘以下の f良4議後 t t 

7i量"t"-Z" 11だキ d) ~ J再りた。且'IlAι-o.11-" ".. Pb叩童三重 1;:1:.G-t (Lj)昼食広場を周， 1-Z_、 z，:z.tl， 1::' 

7 1) "z ，.;1. 238 k~V の、且8A<，. 1ニフリ"1.I<t. 12.晋 keV、 208' keV、 ヲ" keY 、 守ワolt.eV型F

q 主怒 r綴 tO - 7の t'-7面括責芭 itlfl1.1守> 1:. .十 1iだ 3ま皮 d) l' tJ.. ~伴わ広1)、

'1JRo.哩定量 l草、 n'Ra.ー叫Ac.勺放射平衝が'3I~、立札 1d止に、Z2<1'Ac. t1J r放射従を刻史7
J .によ .z n ，定。 精製 ι 左足ItAc の純度の ~Uす I品、をの r放射責色の待問変化芭、

fre (L，Ht :1.¥ .g ι 弁ア翌~ Na.工予シサL- -シヨシカウシタ乏並行 1 L }再()、 rl，泉Z 岬 7ト
/[，.呼面 ι 、 ~r 放射首さの拘置量。、.5 i皇跡 lZ 1守ヲた e 叉，~株重量 0) ~~.!i. -0.-編成f")
tt 博，~ B仇十邑糊阿 の，d*1 .:a' 'e凋 υ、ミニコン toュータ lニ占 ? '[ 11 .定。地~ 1:: JR tI 1::. 

HDEHPI孟.霊前鐙乙す 3 事 lごよ，て材製 t定 .2・〉

.3.) "'Ac叩主 lし守ングf玄 且2九-22tRo. -il良秋経・混合物よ 9ヲ Z"Ra.")分組ι、

2措R...ミ IL守シグソ- ^の tm笠.a1J.，. 占 Ilキングソ-^よ， t1J Z2d Ac.守ミ IL干ン 7";:急、 r
lニ.不純物 ιIτ 停をす J2ほ凡 11)T!主z..d) 九ロセヌ乏 F号2・1 にす、"J. J昆醍l乙髄:.!'I主9

11、O2 よ3且'R"色イ雪地1J のlこ‘ 6N HCl によ J;.受:1;;京事用 tlJ 0 6N Hα /J.. ぴ Th02
芭衣 1こ 68草創以」二豪、;~す Z 乙 228仏 l;j 約 i5必のJ1~f Z'・ 4優駿液法 Iニ 5受~す 3 。少量:者解

ιた Th ，. /J京弘、~ p._ 22'れの.ft袋、 2珂Ro.よ3哩 22l'Aι 帯主 IL干ンク I革、寸'Qble.1.1こ毒げ・

色、 1 門 .HDEHP ーパ'ンゼーン 1: 符守~ .g-元ゑヲ分画l.") '-主重包 #1 周 Iz1f~~ ，少

量落解 t 定 232Th、 2~Tk の隊玄 1<(..;星ZEJ食芭Jf.双 ιLJ.'Y 0，2 N 乙 l1::後 lこ‘ In'HDEHP国

べ・シ也シ港ゑ ι保とうす 3手lニよヲ Lfすみ 3(TC¥hle ト0.). 2措i?"，ょっ守 ZUAc.の主 lし守

ングrJ; To.ble トb ヲ余イキによ， 7. 1守うの c、 pH e 2・2 1ヱ調笹 L.た ".R...唱法虫色を1繍

n/
“
 

n
L
 



すa;込 ~tr あ 3 か、これ l;ï岬仏芭ー度， T"，bk I ， c・~ *-1'キr."荷車舞祖 Iご捕広し、 とU¥..e

pl-f :2・2 勾緩衝J1t.Iこ盆抽~す J 1事によ Y望号易 iニヲi'.1.-a 0 

り 珂んのミ IL 守ング l二 f干タ問~，oa

;j t車合 I~ 、ミ Iしキングリ F ス中 lご

特lこ、副'Pbは HTE-HP抽!

2>&1<0.守に電量級佐 τ・<1J~ .... f(o. 1J'混入 l <: ，) 

212Pb‘“Bi、 20&'TtI害弔絞殺縫1!'ttIif l Z <冨。
a c 

~Iこ F家 l Z、2司Ac~似た理委

重IH，ゑ L 、 f矛正銅壱 lりか ι

長 1) ~ ðりとれ"é事~ i 1乙隊ゑ

す 3ズ!， trぁJ 0 4五:2.1立、
:u.~Ac 芭 IN Hα;$;夜 ι(1: 1:己主e1. 

f童4庁/' ~t実#fß島刀クムに

HCI ;書;..J:リ司， Aι ‘R... ・n.司 1 H'HO"EHP-I¥";'也ツ

に'"す軍費tIZ.tt 

場入 l1: ~'Pb 定勿植す J ~ 

H う方 5急電~J1lI11E.. 且今1<6.11 

親4産経'(，-~ ~ ~Tk t. ~家，，'1::

t勢令、吐れ包舞") ~J.亀 ι 、

aura42司'Ac.-> 22&九→-f('"， t::.

孟 Z 戚長 t の由自侭 lニよ~ "z. 

、約30B !i lユ最タ t1i31J'

、そ恥以後は鼻ぴ樋仰す 3

. 't哩 7ミめ、掛弘主人r::句依

紘維 J!'~往 t 怠/)純持1J.

2231<"ミ Il..守シグ Yース芭 f宇

3に 1;1泊 TLQ'事牧 t在日ょ

うiこ、これ t史楓釣t乙rt.t.
t 'fj It IIL 1"'-fJ. .i n. 1)・R ‘
伺科危昌弘菅平離 l Z '1ヲ

踊t急を謹跡 L完結尿、約 Z
a 1t Iニtまn8Ac.→胡Th.-? 2時弘

勾織 1象 I~ よ J :<'2f>b ") n~宣伝

H主主IJ'~ι 仇 J 1三め、 全占ー

歓射能によ :1n8'Ac.ト L- - 7 

のi1誌を行え 3 勾 l季、 叫ん

導融後約 J‘5 回以内に T弘主

0 ・・・定量的 μ穐緒舗にづuzす3
)c ・4・定量畠守1:::Jkヰaに勿 IRす3

Leachine : 6N HC1 (100・c，6hr) 

EX七raction : Hl HDEHP-benzene 

Org. I IAQ. 

Th pH Adjustmen七: to 4.0 

Ex七raction : 111 HDEllP-benzene 

Back ex七rac七10n : pH 2.2 solu七ion

228 
Ra : pH 2.2 sp1ut1on (m11k1ng source) 

「一一~ Extract1on; 111 HDEHP-benzene モ一一『

IAq. 

L 

Back extraction : 1N ~C1 I 

レrg.J
Aq.rー一一一一一ー一一一

Dowex 1x8 (100-200 mesh) C'olurnnー→(212Pb)

lE山川
|剖Ac 

Jtl J ~ 11ク夢t.fの方・，15.0 F羊主1. 墨田んの電 I~ 守シグ;t..

1.) T.Mitsugashira， H.Yamana旦ndS.Suzuki 
B11. Chem. Soc. Jpn. ; Vo1.50-No.11 (1977)， to be pub1ished 

2.) ';1.J.M巴Dowe11，P.T.Perdue and G.N.Case 

J. 工norr;. Nuc1. Chem. ;旦， 2127-2129，(1976) 
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2801 1鱗縦併の糊仇矛ウL\， ヌ何万ウ~冷杭王者

(白糸々 祈E/アー)0:努中声呼不今哲夫之官予 梅島7者人
本羽荻正樋口要輝 来口博、

1.諮吉 撮渇誌判中の祇町性ストロンテウLl，セぅウムの長宅整京の殺討，朗経
が持令符わ札ているが鶏在前υうnて会均'*京国，祇耐をスヤロ?テ勺似のか11'lJ
誌精寿強から予ュワ磁蕗t.("て7J~ カ 7 主親元会を々都議，発推五百E寵き崎 υ て'1/
Cムヒ 5h13a..を局強し，おを 7D Ll識込として取 ')A脅し、 Tご'致Sr~~索敵蕗k して今鞄す
る守京，きた叡制法ゼラサb.めか1町1:1筑掛議議jJうう〉毛7ブプン蔽7予モニウL¥
(払下Il/'1p )をJ司し1"( 711"つQ')五を き岨着u，EょrJ?i/.fl患うす/'3c接碩前カヲ
ム~ ffJv、て}{.，泌を草食't~致合をi誌記白企画d誌を L で定望書七れ、る。
哉、々132すで iこ"EDTA瀦恥城洲市ιM才シ:3c来夢jtJ)Y.湘 1潟、I ~}-0 
榊;i~9'A J1fーガラス識齢令官ラムを'*Jいr:l:lfyo糊ポ刊誌L粉むてき
た。冷泊二れらのす;吉村西な也，)111-説対.J'}官;，J/ Ll， I ヌ J- o ;， テウA の~~主的
事々Tを諜1言説、対(原弘，事号案，... jfj I 主議， う通語z号))こ湯舟ur~" 

2.興軽量

1)， i.時泳教フォー}レ了ウト寄に由来む，支持の毛=アク〉プにおυて甥灘封
守r:.:t c/) 1J ;Jt. ;tJ"認‘拘うれる:をのわ、主主靭世穂郡封書~t u，た，今イ九九J cOCc， ~ 
九，db，も，乞o-!fn;司j時を 費量一/険家赤荻
>>1"、て平均弔r;主におIJ会除家赤
教を、詩)ベ T~。スト D ;，予ウムJJ
4す〉主要持取締jミお守合 ，tzシ
ウAの弗命JJAt1P-可ラス銭Z主
義争力ラ品iこる'1る?熔捧家主
義一千 /I二宮z寸。持ち払予〈誌尋問
ヲ軍港語、析を詞署長診すき冷号時三主h
[，l.渇$-c'づい草b号、われ会。

占x/pa 

2 x /()).己 tt.9耳ノ'lJa

JUT )/()単

62之 > /()，t J、d式/()畠

662 > /()~ 
/j';y$' > /d6 ~メノメノ'{)S

、>IIs ~メ t:)メ 1l)Jt-

〉ノ~S メ，f'xノ，()S

2). 8，ら，%，乍の虎毒 8き識の諜1善試特壱Fぬい 7々 殺を肯コ亡。守克を尚一 }J.こ，
志す。

3.結寒k芳奪、 環境就学すJ~ 浄ノか布三らを遜点む得うれがら， 95Jもの}車を意 -2
/~料。も)(1I 経常頑強ぬ J8b13蕗何〉変動翻慨はつ特ら Jtr:::fi/)'" Jく一
転/，;7:こ。ちの3紛jJ薯嚇織の走除、恥b 主J込荷主ゑ/T)-J(JI .予見守寸冷寄積自E
3きめ均離島Jぬに持むて I fj J1 P-1fラス鵡在差令勺ラム走j苫~J暫時)BJ:を 2 吋き発音縮

S
4
 

nノ“



で ~~c

表ー之 IJ:/曾'L吉宗 /._.(7"..._. ..""， 

ぬヘ
バフC宮 9

LlSr 
5タSト

if }J; Liゐγル渇 ZF7主#麟?五
4う薬 5.2tO‘J.i， ほ'()~/ 3.6%.2.1' 

妙、ワ士e、仏 ~/IJ t /{J 
仏ι士b、き b位 r~ ー'.1土事/

j昆 1、7主b、;と
;?Jt:t t?、!
tt士'JJ，Ii.
Lff't主

I.O:t 1.0 
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2802 つョゥyエー子JI..を問 l)苔牛乳中 11'15..，'105トの敢射化学令祈
(日本令析セ)0木村敏正・ {公煮衛生院)定島渚・

(主教大原研)Jõ森畳二豊~. (f雪崩)浜田章二

1.持論 環境討析中の明5ト， q。与の令祈去につl)てi志、究姫崩酸去広1川オ

ツ美枝樹脂)~写かこれまでに予定表されて l) 言。演者 SIま、ワラウジ工- 'f)し主用¥)

~j足一泡抽出3去により、却置のす1 JL'lウムイオツ'i..共存主る少量のスドロy今ちA
4 才 Y~ 令随-; ~ち 3まをきでにヲ主義し七?之の方法l志、両者のイオン半径の差~\ ~ 
生し、吾、ワラウン工-T)1..化合喝の守史1Ì.の差主朱]問主~ t~まである。ごこで l志、

との令論法定、ミ JLIJ中町納品t.QO 51" (i)分祈去に革開吉るこ Xを討み‘満足章結果
カ，'"得らせt1ミので報告きる a

2.安強t..結果 ワラ勺ツ工-f)レ'tlてはその望号i直径'l.~'曹楳への海開鼠色

老嵐して D叩凶矧 Ig-伽Al"n-6 
(以下 C-18t. ttぢ)主、来一斑抽
也1:閉口百有梼鬼謀Zしてはり口口

;f'dレム主阻n1三。

カ勺ツヲーーイオジ 'LLてピワり Y
Eを4才y主岡山、ストロ )4ちムイ
オツかJ白禅、相ヘ袖也 tEれる随の化宇

都主司:..J I....tt~去にふリ調べ?と結果 Sト・

(t-lg)(C6Hl NaOI1)，_ 'L推免された

。

ストロン今ウムイオ Y10帆 f't.カ
}しγウムイオ YO・s"""l'a~主令も漕
濃主前新三 Lて、ミの査一液拍也i去
にふリ令述 L~伺につ\)之、聞い t

ち去を1ID1に.モの結果主衰 11三;r，
言。ストロ)'''1ウムの回収率lま0、g-

制約漕来

I to勺1)')践すトリウム泡浪
|ワラちジ工-T 11-のつロロ

I ~Il..~~魯浪
水相(1)ー」有端組

|酢敵ー酢理由7トリりム溶走
水相(2)ー」有梼相

|塩化1'ytニウムー塩酸

|溜来

水粗(3)ー」有椅相

11]ロロネ11.4 
水細川)......1.一一有掛相

国1.潅ー逸柚虫3えによる Sl"ltピ仏?の
令離5五

表1.~在ー潅抽出演じよ~ Sl"l:t三(Al.tの分離

詞新潟波中のs"l.t(rm%) 10.斗 2.0. () 2.1. 2 11. '1 lC. 0 
ω守(守) o. (> 1・1 .2.3 3・5 13・6

水相(斗)中の Sl"lt(仰が 1 'i. 0 18・g 18.1 円.可 16.5'* 

Co..).t(刊号) 0・01 0・0ヨ 0・06 0・1 0.03枠

S ... lt@恨苧 0.93 O.ql O.S5 O.gl ~83骨

桧試料溜浪!J'8唱鳩組への抽出、酢酸ー酢首長ナトリウム港支1:.よる

高橋相(J)洗浄立、を*-ぞ、;!t2目当?っ行ゥ 1ミ.

内
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。、『で~小カ}L.ツ勺ム 4 オ y の混入量l本最大 O.I <m告で、あった。

納与の半滞期tr約5'0日之比較的矩りため、検1量守在、美職直後警の1昆合以弘lまその測
史l本国強で古')1)、侠って、割精守的<tOSt-m 51昆l重責 S介柏に閉t)a笥.剰の室主決める
鼠令tt勿1)。現在、 ミ)1..1]中の"105ト濃庄は0・ト cjpti.1吋・も 1)、p線計測闘の統計
誤差曹を海底Lてl固め合約犠作に討料i、刊を鳳¥)否'e.， その中lミ含志札ヨ 11)Lシ

ウ A 童 l志約 i 、6号で‘ある。との程度の力 JL~ ウム"1: 1志、表 1 に示 L た結束ずら、之の

分柏3玄11'轟舟で芝 3範囲であ否。さらに、仕の弗境討剰につりてを、割料中の力)L.
γ匂J..".電工表1 の結果点、 S ‘十台車 Iもで、芝~ t者えSsh.3。
と*-~の結果芝基 l亡、 ミ)1，.1]中の放鮒性ストロ Y+ウムの1t柏5去を件前 LR.oそ
の椅略を図立 に不吉。このち:i、|亡 ζ リ得られた令析結果を、侠末広く~~;bXtて u
否礎控刷酸i去による結果工夫に表2に万二き。之Sに、一定量の官qsト， qo与をミ JL.J)

の民化材料 1::添加した討剰に勺 l) ての結果も併託j~。作~ lた令材i去の回収寺|息
亨均約O.刊であリ、討測値を輔、正す3化学i艮

*"iL<:1志満足でをる値で‘ある。
本令祈5:1えにおけ否 D.F.イ車主、 セγウム，可
ザネγt'J止、，お)L..'/'ウムI 1¥"リウL..J ラシヲ

'j I IL. Tニちム】ヨち東l之フ nて調ぺ1ミ結果
を*らl本企て 10'"J羽、主であっ 1ミ。
討折原化後φ令柑謙作に手き ~a雪間 l志、約

1.5日綻良であり、従来.lfi 手わ~て n る発煙硝

融~， -1オシ><域柏崎法 l之《うぺ~以下で~

:> r-. D 
こ.ft5の結呆1::~三れは:、、 このち虫l志. ミJl-

ワ中町放割，除ストロ γ 今'Ì~め究霊法三 L で

靖R ヲペをものであ~.. 

をlLqR試制(¥03')の3電車
|担体S..l.t l.O靴砂
」ーγL勺酸塩'

!加熱分問
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I ~在ー来拍也
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表2. ミ J~ ワ許制中の8'1 5") 1¥051"'の合柑結果

ち弐 回l扱辛 加支た放射能 合析結累

制S..(pCi.) q t> Sぱ p(~) 曹司5t-<.pc...) 'toSト(pCi)
本分析虫 0.'7羽 生 i をl o. BO士O.'11 1. ~8:!.O.30 

O.官B をt まl 0・叫主O.'l~ 2.15:!.O.31 

礎控硝酸涜 O.可15 ~長 i ま1 臥事宮土O.刊 2. o6!O. 3.2 

本分村涜 o. b竹 1'l.%tlS l-01!6 11'11!33 203士宮

O. 'lbt 11'¥6115 102主(， 12.66主33 l't 21li' 

0.%司 Il'l6!15 2.01!(， 1313主3lf- 1'¥可t8'

際化苧6.引 ¥0・3の民化詞新101"をを*-ぞれの令析に聞い?を.

1) T.K工MURA，K.工WASH工MA，T.工SHIMOR工， and H.HAMAGUCH工， Chem. Lett.， 563 (1977). 
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2803 援私有五十中の 1Sl~ )紗 Nhの分髄定量3ゑ
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常~r (13'"明仇3'16，tJ..36{)) !:. '/.切活 (f"~ ()./6o) IJ P i..-f工争ル f、-，Dl" .?JI rJ !)穿会内 t比手司
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ゑ1"-あき. ~た対象'(. lた拭科r;，久憂え拘>>:
勾掴難3ぞイモ町1f.!tlτ'q込μリ手書ゑ器 l手 V戸よる
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1Fでは I ll'， Nb王手涛性岬厳f'G.thヒl ~ 3dえl十I-=-j女し扮宥イ Zλ持にクン厳這~~，‘
くこ tボー B的?-~告の「・ノク虎F官級毒グナ分併鈴Z 札会よ会($~した . NI'..~ SO!!. (J.>}C. 

和Z也会ため，え 303-* fd: Cl¥..s03 5史般的涛&のため i二府ぃ火。 1きイ才シ受こJ受L5去に
よき lr)ゅの令粧を HCL -Hf-j_， .H2'50，!-承， J-/~ S(J(J.・品02f. r持討した.Jf1μ 氏樹脂
11 f)ow糊 1x:2 l・・1，;7 t.， '"ヲ 32;rJ /帆ダズ 7飢ノ決虚IJ均/"1111.メtト l-~品。涛税局

t県内例も沼 2，~ 干す. 議事告c;t/) 7 ~次・リューム (c.vJ学/iL.， た r舟/)ス/♂イ If I~ n;歩
譲ゑキ E再ふ こ札ら 4訓?t_グ長a，)技法右手ータ()(lOC人jÇ/~1子;J'r!l/f;-r-f'f 'た. 11"， Nb 
の:w丞砂傑fd:9N H C.R__j_ ('"'まぢ"(，.みツ 91o/Hα-d.oINHf()IらZ".Q¥'，又デNHα-()-!NHf~' 
N'b が '1~次?与離する. ~トJír橡 f'f 1J' 2-の生々を!fl"(:いあイ万シ長換令説妓内各ァ
ラ1 }3 ン11.rr 弘 9N HCl ・んr~ 
qマシデII/A寝返 6αir Q ，~.... 60~ 而

"'1 Il HF "''''1 :! 
'( ( tノj(Nbl'd I 11 0.01 N‘」iN11
7ン:::.;.. i!J1~孟ヒ 1 I ¥Zr 1 I ̂  1 :: 

40~ I r・ I ^ 40~ f :Nb 
lて淀殿t-e__.た I I ¥ 1 生 i 

のろい?れ I r ¥ 'i ¥4 Nb . I f ¥ 
10{) c(_ ，. 戒を， 20~ I ¥ J -'¥ 20~: ¥ 
Zr02 I Nムゐの 11 0 i ~ I t ' i 
厳jι扮'c.~引:s " (̂--_._-ふハA/. k lh1  

4乙に砂散しノ月 VO ' 5 10 

1.25NH2S04 
+ 

1仇 H202

扱1x'I-;， rJきょう CY C~ 
品ヲ/グ~ ~ I ~ Fig. 2 SEiparatJ.on OI z.r ana自ooy出山一…a.U ，:!C……-
月象袋持壱ノ放如月む~IJ 良三 fj' ，沢。 2if グスフρー計数:JJ王朝・・先場~，計数初宇 σも
ら 〈ユ0相手) ~. ぇ9%，現世wb，_t与(10t手)?"13.t% τ・・あ〉 ヂ;:D 

ユ宝塑空j 宇5~ r~ より I，I凌封料~ ~1~ Lた，資t司 IJ.巧Z義1{':-手 Lた. :'.J¥.. $ 1.詩
型小，すれ b詞斜持軍e8れ遡ラ t補正 L?'みさ.役九町』々 11トマ辱/可経過殺片 1;1
NhJi.t-内比tJ :<. 1 s' I-=-iJr.ブ・〈 司('"， 急 1 勺 Jま要 k イ号吃 (，7S $.-1~ ヒ -1r折β;'J IA~少。
ぃ η'(-tffr史的z-11小‘円浄水伊矛ft局者rJf~ >~干物 lτ泣い fj fますよJパふ
λ，;fJ島拘で暗 NhJ2r民々がワ') d、~ <.， 平翁 1::.rJいこ t タ吋住宅~l.1}にも え詞・科
Z"い T¥'dA1f，の 2....，N'b 11， ek.仏ゾ吟急務れわ(~劫定~ dfにその!'f空，.:l'域内々
家k色・・ J 写Kt.;j'，し 7てe
Tab1e 1， Zirconium-95 and Niobium-95 in environmenta1 samp1es. 
samp1e (No.of ana1yzed) ao11ected Zr-95 (pCi/kg) Nb-95 (pCi/kg) ratio Nb/Zr 

Hirame (4) '76. 7. 0-15 (av. 5.8) 0-3 (av. 0.95) 0.16 

Karei (5) '76.10.ー・77. 1. 1-16 ( 7.8) 0-8 ( 3.4 ) 0.44 

Hij:j_ki (5) '76.11.ー'77. 3. 2-23 ( 12 ) 0-10( 5.2 ) 0.43 

Hirakai (7) '76.10.ー'77. 1. 2-11 ( 8.1) 0-9 ( 2.8 ) 0.35 

seawater (8) '76.10.ー'77. 6. 0.07-0.16 (0.11) 。司0.53(0.23) 2.06 

pine need1e (2) '77. 2. 959， 712 1600， 1200 1.68 
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2805 援護中』ニ存在すけ欠射位核種別記量 (5)松葉中φ放射位核種濃

度丹時j溺変革。

(名大f望J 古 }IJ li*--弁

1 r保」子力平和利用」の進展占ιど去品乙f霊受中tユ存Aiす 3放針牲枝栓に閉す 3期建

司重要性はますますま宮大 Lて吋 3ように1母、わ，ft_~ .善晴語、室Lニa;'.lては Jタタ3-1f-以

来種 4 司王震境試糾中の放射'性核種の定重品工従事与し f則定結果母一訴は学会に aj，りて

経~l て LJ ~ ?6\'~今閣は主~ l--c: /976坪 /0月以後に株取 Lj:之ヰ災害委長え斜司令民令

â:点て ω~ rtfl{放釣体 b乙づりて報告す~ .松葉中の放射性核種&こつけてはIff::'i，子の主主

身，11.とさ字討論会4こゐりて報令 ι f:，. h\'~ ，，)，主的債やlf.Iによa元、なリ大枝棋な大集弱肉キ史実
識がみ、こなわれ， J正斗"L l= よ U;傘下物才~重J子カ亭主宰片場、ら放出:t'3#-<-.3主文射性技種司機

β;をさら ιニ1須菱重品亡す 3 屯‘J壬ホみ"あ万九。 L力、 L福島局、争力号壱零片付近ぜ略取され失

読料からは以前z. 1&!.Mç._tニコパルト μ 11'"-橡d立されJ 括的混域イヰ専られた拡岩'4-~~対す

3 測定イ皐之ι比i執す 3 主ι ，号を等片イ寸主企 gぅ 3多義~j;明ら J;、るようドみえ~ . 

JZ. :射吏試料ι抗争島局、ふ〆1与を宅対局主主おふ -t}.")/r古屋大学構内にあ、 sて昨年3まかる今

会干司初め品ごかけて椋耳元 Lた・ よcZ>，?方、ら ..fk.:T の試料益三重議長 4-S-0・イ1ヌィιt，ポ

リエナトン単句集ι=つめて1則定試耕2{..L;t..与. .，保スペ 7トロメ+フーは描場製作片

撃の仇(L心主子導体ヰ食品零(Gr LJ -c!. ~..z， 五百乙J相通:)2{... 11二主製作対集の之ð48'

ナヤシネル液帯介ヰケ若ま:gJ脅けてあこ与った .;，gy克采会エ休止乙 ιてゐ.-fT鯨能t主/・33MeV-
γ探に社L て九6ke. V イ詰~ ，) )ピ戸/7橡点約三年は 0.37~ -t"aちヲた。

ー事pの松三長試斜 bこつけて点主叡大学及、ベトカ.誠亮片の 'TIZ工GrA MAR.K 玄型/京.f-
'/.:，去乞1fI りて娘:ßf.i.1<己分株主~;:;.ユな令件。 /VIn) .1V4.) K. に句、、てはJ"~ヤ創意空射J..1:ュ誌

時党ら提重 L) H ， L.o) Z)2.) se.， BY') S'b ~::つりては/8'"持制空前 L!=- .fí'域同与

定量 l-jと。

3. 桧島定量ぜきた核種は Tab2.ι 1.F if、ιた通リイあ昌. 制'1<， て3ε 以外はノ、ェ

放射性接種ぜあリ) ....:>壬の大事F分 tま大急麗内核実験によ令て生h¥Ljと.tの£あ a. L 
/J、よ 4乞。』こつりてはほょιj..:i..・会て 3ゲ'BWR Tab1e 1. Measured nuc1ides， ha1f1ives， 

笠'メ原チ力発害対J争、多款ぷ;士斗'l-J生若のe-7fえ y rays counted and y ray abundances 

らdtLNuclideHalflife EY ElteWAbundance 

2吏4をまぜド縛られた結哀のキカ、多稿島じe-1.44 ll:lー4ー dー 133.4 0.11 
Ce四 141 32.5 d 145.4 0.48 

反tJ子カ発電電片付並て持政 l-T= ，fi;葉 tこ対す~ Sb-125 2.71 Y 427・7 0・31
制定信主 14.b)_ι ，2.fニ;'f.、 L!三。これらめ給 Be-7 53.6 d 477.6 0.10

3 

集 ~.)，をのイ也の ;rj')史低と比最 L て縛られた絹 Ru-103 39.8 d 497.0 0.89 
Cs-137 30.0 Y 661. 6 0.86 

善命:t以下 tご.if;、す。 Zr-95 63.3 d 724.0 0.45 
い以前の測定結巣之はヒ肢 L て僑寿命的核 Nb-95 35.0 d 765.8 1.00 

み誕生成物の護皮はいちど 3ι く増加 L-c Co-58 71. 3 d 810.6 1. 00 

ω .;3 ，これは明会}J'L= /タ76'1f殺の中国iご
Mn-54 312 d 834.8 1. 00 

Co-60 5.26 Y 1173.1 1. 00 

よ 3核実駿Lご由来 Lてレコ;;$， 1332.4 1. 00 

2 )核介塾生成物以外の核反応生1品物4こっ
K-40 1.26x109y 1460.7 0.11

0 
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ωては書官C<>jJ~'檎t長されて L) るこ五分v興味:家 L) ・ーヵイはdeh 司法受がえ永 f忌 ;i: 噌湘

/..jと蹄カrみられず，局、みカ発電片才、るの旅.t!;剖検知ι立雄来通Jo可能なよう izFT‘われ

わが'/'411.&ま以前.kリ主宰v理局(<'=ι 怠フ J 乙の接種.=よ Z発電戸'i--カ、るの放ニ弘司峻矢口はし

ばらくの J事1不写会量 L芳、t れ:il. 

3) 義柑定、2f'若手脳会中母犬像、宇の教射他校種司選?史結果 ι=よ 3主乙，IタグJ金子中 t二砕

rL  弘法射性物種は/.5/生子守将之6 Zヨ町核実践によるをのか大寺介£あるか， /977 

*~=入ヲてから司降下物江は /I )i{l7 l..=!句核実験ιこよ S乏のが?く，特tZ4義主生，t，;乏
の劫1句フザ'け-cど三 ι1..) 0 L均、若長寿命枝唾 bこっ叫てはカ、なリ争叫:塩産を朱 ιてリ 3

.ι たか勺て今後乏松禁中司拭射性核穆句史夜は晶oiの;;1..;;与えら;h;がン扶介殺

さ主局長物以外奇抜射性核種ル主主E:>h.仕草:・多く与‘'ぺ正証~ 3 う e
4)治省ノ愛犬学構内-e'様車 L!正拡挙句妹都イと今特司絡J，fl::勺竹て T.a..bte 3， ，三年 ι

た.こ司す-i.'特L工法 lffすべを急時はマンヲザン司乞重ョザ券、常tニ書7L)二五イあラて p

ちvfnか私嘆のヤカ、ら橡お古れやす L) 町生花司ため-(あ 3 う・維のえ案 L二つけては~

.1h.(事 f郵~fc主崎南はみられなりコド\室会:/fØ.J ;}l'~，護協 -:t.th""ヤす.) a:>ι立ー般的な特ぬてあ

~..!!:.þt える;k~ " 

Tab1e 2. Concentrations of various radionuc1ides .in pine 1eaves (pCi/kg) 

Samp1e 3 5 B 9 10 13 15 
54
Mn 19.4(2.4) 17.4(1.5) 8.1(1.6) 19.工(1.6) 15.6(1.8) 16.3(1.9) 10.1(2.4) 
60
Co 10.5(2.2) 9.5 (1.4) 1.4 (1.4) 2.0(1.2) 7.2(1.7) 0.6(1.7) 2.1 (2.1) 
58
co 42 (6) 54 (4) 24 (3) 90 (5) 54 (6) 74 (6) 54 (5) 
7
Be 2275 (115) 2205 (70) 1060(70) 1665 (115) 2750 (70) 2270 (105) 3060 (105) 

144Ce 525 (11) 629 (10) 298(10) 1050 (10) 648 (10) 836(10) 678(15) 

141Ce 1030(10) 1440(10) 680(10) 2045(工5) 1225(15) 1985 (30) 工845(15)
137
cs 58 (3) 246 (3) 85(3) 31 (3) 602 (4) 43 (3) 42 (3) 
95
zr 1530 (30) 1710(20) 795(20) 3905 (35) 2230(30) 2610 (30) 1815(35) 
103
Ru 236 (23) 302(10) 158(6) 274(14) 245(26) 372 (22) 384 (15) 
40
K 2590(55) 2205(30) 1770("35) 2400(35) 1885(35) 2240 (40) 2645(50) 

* The samp1es were co11ected near Fukushima Atomic Power Station. Errors due 
to counting statistics are shown in the parentheses. 

Tab1e 3. Concentrations of various e1ements in pine 1eaves (ppm) 

Samp1e l 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

Na 8.8 7.2 9.6 27.9 13.8 16.6 20.8 11.6 13.6 7.9 10.9 

K 3340 2180 

Rb 4.6 4.4 3.5 3.4 4.4 4.4 4.2 

Br 0.33 0.42 0.40 1.23 0.53 0.45 0.36 0.32 0.92 0.76 0.92 

Mn 94 140 工16 180 221 349 68 68 113 45 工51

Fe 16 19 22 58 13 47 25 工4

Co 0.37 0.34 0.34 0.43 0.30 0.45 0.28 0.31 

Zn 11 工2 12 19 11 16 12 14 18 34 31 

Se 0.36 0.32 0.3工 0.35 0.34 0.18 0.46 0.51 

、Sb 0.10 0.05 0.09 0.05 0.07 0.14 0.10 0.14 0.19 0.07 

ハぺ
u
q
J
 

1
1
 



2806 伊豆犬島勾漆弟弟、ょが'.:t_壌ヂの 13マCs

(育ム考P主yに理工 e 明?台木ェ・t犬増虞珂)0本村幹・佐藤純・
4左藤利宮p平尾虫丸 ほ宥19呉利:f'荷殊j針

鍾ii
Meierら(1)1事.7}1p の文ぬゴ告をイ含む世界荘地の丈~~量I長吻 I-::~ まれる 23 '1PI.A. i 'P 

lレ7p 線えず7トロメトリー 1'-;.リ定量し、 10- 1勺/~オーダ‘ーの 1i 苫報告 L 、 2 ら
t 之 ζ 句2.~'1r..... tJ¥'放射佳降下物怠場τ・・字ぃユ包 E推論して¥1~. ニ止t1:'対 L、イ左藤ら
ω は亭 fp 司穿斗;犯の~t4噴出均約 60雄 IC つり τlil'TCS 今合蚤左手、め、=ホ 1:::' 降下物
中冊目'1PIL/'刊 s比(三屯らω)! 1車用方ヨと Meieri， "J訓払句通 z同様のト
ダー t立な昌二ヒ E報告 L1し今風 11、地域 E伊豆犬島代 F長定 L、接指ノ ').:.d>，ffi.品、J

μ1議勾試科 1-つ '1 ~ 4~破嬢がンマ，錐スザクトロメトリ- ，"-J リ‘老町中，:告州
'l: ¥¥ J 13守cs 今定量三仔 LU 特 I乏を η 1l' 苧勾ぽ汎 B 胡らが t之す~"

主主主
拭特I~ ~蝕勾材ぁ、山内部勾い新鮮ν 普~;，令，火 Affi'i積層すの怠'*ヒ現時革、
137CS。分-{Ta明らか tミす 3ユヒが τ‘'!i3ょJI~ 選択Lτ 味~.x..t.人洛場告 t事あらく

た・~ 1::' L、 火 Jl..J.ヌ‘主張 11 風乾 L で Z昆入1.-1:\1 3 樋~主除去 ι 、 その 100印 500~ l! 
y 7 1) 1レあ 3、、 I手不Q'J.L.チレ〉酌怠j忌(， I国)1::'入れて放射能測定将棋 ιた。
測定急防、ー事， <:feCLリ半導体検尚君主主淘、、た Aええ昔p1ì'''J試料 l~ フ叶 τI~ トJIAI

(Tl)ーシシ今 ν 『ショ:/段以鼻!1fJnτ がンマ隷えず '1J.. IV:Z砲測したa

盆1.
持られたがシて線スイ7 ト Jレ司 -(~IJ !~ぇ国 1:: 示す.
h工(r..Q.)検ii\~主主用いる時 t章、 L'3'7 Cs め 6{，:Z ~eす

のがシマ繰 (:0_ 7 1::持 Lて 之内8~ からの 60 守れす

のが恥ンマ緑川 '3iJ、 J~‘リ l之注意 L なければなら主九
ニ句ため』ユ 11.、 176斗 )(eVI~ 存;{iす~ 2. 1 斗 B~ のがy ，?

締ピ『フ E柄、lて柑正主行J.!.と 1:::'した.実際r::.I立、
茅L 国同示方 J.jl三補正'dlまとんど婁 L 字u試料〆多
品12 た。

ガ、ンマ枠ぇぺ。 7トlνの静祈結茅。ー昔F玄宰 1;長1:示
す. キJ"k湾指(1マワ8) 舟まノ脅τ.11. I、ox 10 -131!.o! I急以
.l:..句 13守Csh:誌められ 2らパ 9ト艶ょ I事政宏"圏構 L
て 11 a漣建内部 1<:'も、ま暑の 10-20 :r.円相当ザ 3量句
1
3
'7C5 Tぐ，f3.手記す昌三ヒ〆明らかと{j7 た。 ー方、犬<A

Ji:..・主接試料ずは. を司多{， (::' 7 ¥¥τゑノ普代あ、け ZZ色

素勾約 10S告推及今値〆停られた。同ーヰバの噴泊劫τA

も蕗ぬ Lτuト、不ノ脅ず点検災限界吠下町佐乙♀ 5。

まからかん・ざヒうじゅん・さヒうかずる・.y.らお・

，J L dtフ・ JIf~ 、、まリこ・ 3 、、ヒクゆクニ
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事z国 伊E丈島火ム灰唯積J脅
意局主義のがvマ線スイクト Jν
(司普'P)

事3国

伊豆え~火ム噴均拘唯積J告のJ
(ー吾n

穿I;長 伊豆X島火ム噴成物試料中勺 13マCs

試 科 13ケCs (X 10-13α /s) 

f 表肩書f~ト 0""5c汎 =<" &土 0，.3

軌糊 l帥 E同州 。‘斗3之0.08

l吋マ8 表ノ音抱 0.6守土 0.0守

(え称、(2.)中旬値) 0.3.2. 'l:. 0‘05" 

来業1主最主ノ音 3.守之 C，乙l

主義 !軌跡吉泉ヲベ 53土。、守3
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ω) '(. H iya.Ke I Y. S叫3i I'n比ra.I IA.EA.S付叶刊ん.2， 91 (19ワ6). 
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2807 各種:毎藻中のよ線放虫段通の ζι較

(丸太謹・受雑犬エへ九電総研料) 0高島良正・百島員11牢
堤日8ニ・中ム杭輔、車・山下 博、“・中島弘之梓

環境な射能問顛におし3て、近年久型J君主力抱設が、海岸lこ設置ご れるようにfヨフた
王見虻ずうみて、海Fにやj毎主主物杭皇零な環境試料ヒ 1Jフτρる。 ヒ<にわポ固で
は:毎菜室/7食する ζ¥)うこと、また海11王争、のように動創性ボな l)と¥~うニとで、
皇婁かっ有効な環境試料となる。 また核桂内71<.中濃度釘主わめて小主く分折l呂韓

は場合でも、:毎葉由てある樟の放射性核栓t:農縮する性債を利用し‘海薬の分析志、う
7](の枝先千性核樟rJ)しベル推定も可能である。

そこで手研究室では、同一場所lこ主脅する万種類め海蒙を抹取し、それぞれの渇:束

l二7A -ルアヴト核葎ボピ、的手釘支存在するか調べ、放射怯汚来の指示物管ヒ L"1 t' 

の海棄が過する小見出すことを自的ヒし、週11但の!暮易な F線放虫殺穐の迫惚色行な

ヲた 。
[望験] 試科IJ'ワ6年6月2q自に予備的調査のたダヲ株取し， ''77与も bfl 2 q 

に株取E行なフた。 味取場所は福岡わなPタトのえ噴島国民体暇利イヰ近の畠場で行な
山、株取しf二試料IJ.員殻 d、ゐ，砂等 E取')~、芝、ある桂度水切リ E し fこのち童量
芭測定した。 株取量rJ長年内予備的調査によリ、 r線測定のじ三十分な反紙特う
れ奇ような量ヒした. rし〉λ\~ 主童量でケ句 rv;0勾桂度である町、 2)レ lこつけ
てIJt付日量色抹取することはで主 fふかフた。 試料はその後水量7Kで、十分水:Tt¥¥ 
E行TJl )、喝のおよびまた、イヲJもしている砂、自穀宰 E取り貯、王、イ庁ン受換7)(.で之
度:先フたのう 11 0 Ocで、乾‘雄主芭た. 民イヒIJ電気')(f-g借用し、隙々 i三:且度をよlず
な折、う最高温度 4600cで J';へノ 24時間灰イιsnlJコた。 なお灰イι/]¥'不十分l手
都うJIJもう一度灰ィιE行広った。
fまヰえしたf包装1;).'76年rJアアア;rサ、 3レ毛 7等7稽類であ 1)、勺7年1.110穆頼
で&lフた 。
r 香註スペ?卜 lレ :~115定 I J.P .(;r.丁.社製品CLi)手毒保持出器(1<&-11型， 105 C哨¥3
9写2帆 lY凡メ 46、!?r，札 η阿1・Pωらの|、33付aずに対 Ll F w叶M2、1Kiす〉ヒ Tr札ιoγ
NoγT人巴)"~\キ土の了 N -11 . ~ニコシイ守 4oq r; L十 γ ンキル液晶分析君主，および、

O)-te乙社製ue(l-i)半導伸被出器()fool-1:;-21 w型 pEOC刊 3，60らのし33
トイモ，-Vにえ干して FW H N 2、IIくeV)と N比乙i氏r-Dα十仏ネ土の ND2400，I02L¥-

千ャ〉手 lし液晶ゥテポT$s.用l)て行広ヲた。 通常の ;~II史 IJ 200 rrni.ヲクバー 1::氏
イヒ試料室入札 60、000称、行fJ.フた。

〔結果 ζ寿繋] 予備的調査ヒして、 Ig '7 b年6)3に干先取した試料につき現11担した
結果、合有法射性核種れ、海.菜の種類によ?て~しく黒 TJ. ること町わかコた。 天然

放射位核種である40k， 2261<.久ぼすべTの種類lこ持出主此む折、その:農l支1:1:海葉的健

類によ〉て""なる。 7才ー iレアウト核緯/1イ乙ゲ中lこ最もJ9量lζ し力、 t勿縫強含

まれ、それにつけでヨL-=t7，マ 7サなとの含荷量があく、ア Tアオサ，ミル専で、

IJ放射性核種の含右量ボ最もイ色け二乙ボわかった。 しずしこの時の測定日、試料

po 
n
t
U
 

1
E
A
 



の量点、まちまちであったこじゃ試料採取力、う測定までの時間が長すぎた(6サ月)

ことなとのため測定誤差ボ久きく犬侍傾向在不したにす主、な山。

そこで 1<1ワワ年6fl 抹取した試料につき改!t)て止線スペフト jし解祈E行TJヲた。
今回の測定IJ試料の1fi，定L理主卑ι」、かっ試料のー量も十う?とフて行広、たので一般
にm回の試料よ')もタタ種類の7;%-Jしアウトって搬出史量土机k. たた、?毎葉試料IJ
前年度のものと同ーのもの色味取するニじ州できTd.1]' 7たので、一軒まった種類、の
ものにつけ1タ析した。)qワ7年σ1試末寺町種顛)tま取主皇量，乾燥皇量，反ィι三年-
p 線虫定量士れた按種えうを下表l二;亡す。

アナアオワ 官2.q I q S-~l^ I q5'Nb， 103RlA ， I初 C;;
I (れ%)

(t. 0仰fFJ)i| 
ヨしモ 7 ち、ち I !7)"O 玄 Q5Zr，qs Nb I 103，弘 141Ce 

(lo.O'Yo ) (1、 1糾 ce
ヒジ守 10、O 112.今 11S-8r， Q伊Nb，I03J0.，. 

Lも.3ro) ( 1.12%) 

イロロ 1.. 2'5 2司|‘F 5ヰト11')J q!>~ Y' J qS-Nb J 川f<.u.

(2S_I%) (4、 O J.~も) 17ワCi-Ll今1(.己

4シす* S_今宮 1 q 8‘? q!>zY' J qs-Nb， 103 p.u. J 13'7 Cβ 

(2宮、"戸) O-~þ-，. ) 凶 IC巴 I44Ce 
一一

γァてタ毛7 吉、 25' 4-40 &""0、q 司>lr. q~Nb ， 103RLA . If1Ce. r J '-'VD ， KLA I 

(8、4-70)I (1、同メ)
ヤ:トラノ庁 q、q 93) /03、? 74Hn，qFZFJ qENb，14l ce 

(9.、与?も) (1、O!)J，の 103色」『 13ワCβ

乙れによれlぎ、やはり海藻の種類lこよフて放射性核植:農度制若しく事なっ、イ乙ゲ p

イロロ，ウミトラノイ等 l三7庁ールアウト核種IJ¥濃縮主れτける。 ヨしモ 7I ヤ
ッマタ毛?なむポこれに次ぢ，アナアオサノヒジキ寄iこはあま')濃縮主れてけな 1¥ 

こじボ Jわη、も. 広お /qヮh4-の予4為的制定でヒジ守試料につ芝、反Jヒ試料を7ャ
パー lニ入れて;直使する方去ヒ反イヒ試料を 7ρレスして，1、品積にして浬|更する方去を試

計たヒこう、 70 レス試料の揚令逆恨のジ才メトリ一方'\~しく玖著 ~<<t t線スヘづト
lしのヒ17iZボ‘ "̂'2イ昔経度に広 5二ζ持てれかフたので， I 0，ワ?年m拭科につけマ11
初級化試料を 10tjcm止の70しス磯で70レスし五ものにつ 1.)(，:1'1史L，、部内試料

協のt最合の結果とじと車をする予定T、JJ告。

f:. ó-、 l まよ{ま~. ttt1dl 争ゆき ・ づっみ(ょうじ .t3 O、.やまゅうナゲ
~~l(:{トち t - fJ.グ[まが 1ゆ今

137 



2808 3昼、ド片 (2おけd1，0 C"勺化予程

，1< ~イ/)，

o，q 1，づ
， f)j 

か

A
Aけ

炉
、
ぜ

E
l
t
'
t
I
t
'
E
t

=
G
'
 

p
d
 

O
D
 

q
J
 

放置研都耳業主持 0 手野来事~ ， /)、事?年

司守， I 完長三.葉験h印

メμル必#2S仙C白千鴫 IN灼司匂 刈持
0，0/0 。/0

緒言 72iHe (-z_放射性コ f¥ Iし卜が才女品マれ n~令十令豆、、 llf11;] "{;;経企す似除守主:
勺コ i¥Iしト H れ~i 1'-t古T J;うち寺町史易("2悲惨さ小きが放出直後ヲ短暗Jtlマ-t;t
f: ~g 今 t う c{ v.f方、守 7 安う秀幸1).~ 'c_ $ '(芳えGれる。こづ救出直佐7放trr性コ/¥-11.，-
トがどう税号化守棺?存在すまマ-'n j フろ、tすう-i-12ヲ川之稚討すき予防設釘持及
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傷く五tηh遊，)どt1方〉強意=()イフゥ柱匂う{常両手電ヲi'Zけ"hi窄i高今ブ号え‘ ちヲ中
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場ノ告 ιf:1^~eんJ叫す今解析?五平尾司ま手キ'.J I司し L すz毛1"2_%pH i<-ゐけ 31;全/言定
数/弘毛示しII-0 J五渇Irゥ塩分i亀nが 3Eイじし"Ii;%ノ昔 12利|刊すき定的犯 4オン強宮
o，!i 17. 巧げ占/イ仏ヲ値 í~ J;を τ- jf<' め?三 < f'H 守杏イヒ 12ð 会令令~数今雪化ゆほとん
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得手祈ラま1守子容権内位正常f奇F有す 5イ方ニ蒋が

エっ以上存在寸 i場合 12持 i2有勃な方法で高

3が対73走 l主度<;I}t L1年17.(3守値Jfふさり
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2809 2毎米中におけ苔放射性核緩ヒ港存荷礎物噴ヒの相主作用。

コバ jしトヒゲ')己〉ヒの相互作用のも紙電気泳動5去による研現

(近畿犬・王室エ) 。本田嘉脊・木村雄一色F

[緒言 J;蓄米中 l立ち ¥t吾被射，¥生核維のイ乙苦手形ヒその亮名状態も目FI5かにするこヒ

It、海洋環境中における放射‘l生核倦の分布ヒ宝物護嬬 lこと、ても基本的に重委昔ニ

とである。放射，1生コ/， Il，.ト l古動力主?均却水中 r::-o駐する主零な中位予誘導放射位核

後であ')、音色場産生物による壊繍係数ヵγ比較的幕、、こヒかも生自主れている。 キ

iT'水中の致事寸住コパ lレト I"l"， 主ヒしてイオシヰ移で放也古紙 海水中で比較的短崎日

の閉 l古‘なお~ーなカ今オシ k して為 ft するこヒ古，\"~ 5れているか・、一方議存奇機

拘噴ぢd:"I!" n1t毛 4生粧子なとの室主な;可ロや治農水中で、 l宮、神イオン彬の各穂町鋒体

とL て存在し島、、二己対報告さ τれて日る。今回指右 5I;J:、 コパ lレトヒ冷洋海米中 1::

通常え荘 L、かっ為荘量の主乙較的?ヲい 7 ミ j 酸の 1つであるゲ'):;- :-ヒの相互作用

主ZL電圧ろ紙電ゑ;永動去によヲて棟計 L 花。
〔奨験〕 海水 Il"Lyrna.九、 Fle仇 ingの人工有水 τ、pHを8.1(二L、使用前 1::ミリポ7

7 ..j Iし1-HA でろ晶 L 色。ろ紙~長 3永富B華置 lま'3 !型左イ襲用し、おのさ永勧条件 t・3

イ固め試がト主同時に朱勧した。:'Ìf<.重力条件:ろ紙~ ¥古東斧ろ紙 #0.灯、:ZX4DcWl.で、 中 *1::

詰時絢 lら...1ti ;;来、古口した。意偉賀会3設は o.IN，ぬα04-で、 pHιヨ:t0、l。来事力電正 I"J: /200 
Y、 電正勾配 ¥t，!-O杉弘‘亀戎I;):/5"""21肺 4で、 3永富U時間l古2.01:1'とした。永動槽 1::I立国

塩イL提案-a菊花し、それに J令却曹を過して主主主左 (O:tJ.' cヒし1=.0 放射，1生コハ・ lレト

のスポ v トId:オートラ:;'オゲラムによ 1)塊認し、またその帯分の放射能Eオートウ

ヱ Jしがシマ繰測史器で主量し九。 p吏コ(，'ルトのスオfvトl古510成イじナトリウム落
戒を噴霧して確認‘ L花。スオfv トの見かけの電毘泳動方[1まね式によ')求めた。

ルキ長一(川 v-I• .c:'. C.肌) . ここで、ぱ:見かけの電民対首長、 S:スポ''/ J.. (/)ホ
動:FE.~'宣〈肌川、 b :‘亀極間距草色〈乙凧)‘ t :泳動時間〈ル)‘ H:永動電]f. (V)O 

〔特果〕 人工 3着水中 I~5"[0 (仏宇栃 CoC1ぇ、約 50QOOOιp肌ふ.1)とケリる::.- (4，sX 

10-ヨ門)を加え、 15土え.CT'連続通気 uた量孝約 /00帥μ山)し、維持的にSZ;oの電気
永動券動を調べた CFi!J.7)。 叶 <r-O (-1 (ぱ

これによると、 J初め B月五小 Iニ陽イオシ

(cイ、 μ'= 4，'82.土 O‘15)を示 Lた叱。

l古時閉じと毛に事長少し、下炉、性後方t増加

した。また 38 eI ~人後 lこ lま蔭イオ〉纏 占

(A-l， 0;=-/.13士0・01) れ'ili. I~ L、時閉

とと守に増加する傾向前認めされた。

そこで¥この様な電民i永勧挙動の変化

l二対悔して、 コパ jしトのイ巳 1き1彬乏穣討

するため、.rt宮コ/て jしト (C。αz-)とク、

リ乙シの壱/レ比五 1: 700 じし、クo'C

で 1~ .3時間捜持加温し、さラにき3且

百0

←噌 N ({).:=o:tO) 
x....x A -1 (ぱ=(.ワ3土0，01)

災 60

40 

20 

x
 

』

o 2 4 6 8 ID 1<. I'!-
A3eì h.~ ti凧e (days) 

Fig_.1 Rela..tivι aJnO肌t品。fCO ion.ic spe~ies 
i礼 S色直 wa.ter afte'r V弘山u.s~eìn守 tìl1le5
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で、え時間噌詳して、 グ 1リj予ナトユ lパ"/ルしト錯体の住自怯i左検言討寸し花(F;海~.之幻).~ えの壌桝専又オポfvト巷軒F分 (ぱ =αωえβヨM叫 I~恥刷Rea.ctiωt杭同l
左現む4水丈匂で窪弘し乾固の4後表、 怠塩報5恥五むlに土よリ |ドti2;従足l匂
示守トスぺ 7ト/(.，分京T左併ない、 ケ 'J三すト

ユ/てlしト錯体の住民左横説.守るとともにず0

・C3時間、さうに薯5昆え時間でほぼ自量的
(ニ錯イ本合生存主主れる=と泊1・分つ 7三.

2免r::.この様なゲ')=-ナトユパルト錯体の

生日~I三広 l'f、すグリ予〉霜慢の事響左接討す

るため、:fjEコバルト壊程 i芯-~ (タ仇M)

と L，グリシシう農産をそれぞれ:;0，100，
，00札付ヒ Lて‘ 7o'Cぇ時間.さ 5(::'室i且
え B寺閣の fi~・て柄、 ゲリう〉う寝耳(OJ増加ヒと

もに7‘リシナトコ/て lレト錯体的生成量幸増
加す苓こヒ古t'ij; :tれた。さ五にイι争弔長のるを

川一

1
-
Z
一3

同。

Fi~. 2. Pa.reい巴¥ec.t同phoretiCpatternザ
Cobalt in. sea water medi u肌

withョlyciM
(_!;凧門。fcoba.lt a.nd S-oo m.M 
ot守Iye-il'le)

首Iなケ 1)予ナトコパ lレト錯体ヒして令恥し

巨トリスグ 1);，ナトコ/，'/しト(1[ )錯イ卒 1::.フ¥¥て、う毎水中で‘の安定住E調べた。そ

れによるヒ、 トリスゲ 1);.，ナトコ 1'';:Iレト(1l[ )錯体 lま単純な均水中でほ、極めて宰

iで志 1J、約4-0目閣の A'de/.... g.栴問中、その泳動ス;t..'、ット lす原怠に減智し、特にコ
(，" /レトのスホ"':1 トl:l:認め 5れな・かった。しかし、え板員(ムうサキイ〉コ員、平均

体長 3仇)の飼育水槽中に石川て l志、約初日聞の伺育期間中‘ ト'):スゲ')シナトコ

バルト錯体の約10^"何%が・鼻息 l乙措官した Oにそれぞれ泳動援の異なるス~ヨの暢

イオコy種h1:' 1メ"曜イオシ穫が少量 ("'/J%)認めうれた。ニのこど l立、 トりスゲ')

bナトコ 1¥1しト(1IL )錯体刷、海産生物の 1""'C殺す也程l二ヒ主な、 τ費イ乙す吾二ヒを示ロ変
l "l ¥，る毛のヒ足、われる，

また一芳、ゲりうシの存在しなロ海水中 (15 :r.えで、連続1宣告'r.) 1こが nτ11、コ

/可、ルトイオ〉の永富カス，t:¥"')ト〈〆=-5.14-:t 0，ほ )It‘ a<Jei呼ヒヒもに拡散し、 15白
目以後 l乙 l志、泳官官設のより 11、さ~¥ ;農厚なスポットtJ¥'1li*し九。 コ/¥'Iレトの泳動スポ

vトの拡散lτコ/¥'Iレトイオ〉の加水分解による毛のヒ思われる灯、伝説した東l車入

Jr~ 'Yト普分 l古、藩血後の奉外スペクト IL'li'祈か 5杭酪コ 1¥'/レトであることか樟訣さ
3れた.

〔むすlF) 湾7fく中におけるコ/¥'Iしトイオシ lまケ"')三〉か・'-s.在する場合、ゲ IJ:.. 

十トコパルト錯4本語ヤ生Sえされること芝元正予トスペフトル分前によって嘩認し、ま長 l'
1) うン翠最の増加 I~ ょ、てその生~窒壱増加した。一方 l'‘リラシの存在しな u場合

(::.1立、尋問ヒヒ毛にコパ lレトイオてン l't加水分解される前、ま 7三杭酸ユ/¥'ルト的生前

されることか'.建設‘され7と。
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花筒 tl孔イヒ主主義l之別け吾ウヲン壬利技連内よ仏、、ア 7アニ?ム主刻

検速の放高司令制ド守衛i手ヴリ t

2 B 10 

天敵対 i放射鋒It央hft'託子守
車字i2}

1 11. V'わlて 色民放射性検堆の忠告主1-::釘けるノ告/有喧初よい・;(U主柑主主主キ巴推す

る二ヒ l<f，免訴!化学的 I-=-/ 手叱 放射能~;t乞塾Z見す 3 主 I~ 肇虫色待キ 1ぬ τ、ある.

品't~~号i生対ず抹恥えれ 1ミ花筒老反l{t.t...-Þ，主主 !Þ へ 1-0， 20 ι 但ノ保 ι /0〆 60 内 I~ノ

IT()作 f.t:d， /均"-')ot メ'yシ弘''Z.， '}.oo メッシ主札ムの却がリム主義乏立与にT?4ん1()ノ 1-0

〈グ/ ダ~// /三 7ヴンJ比千 l手針 /0i主の耗Jを耗Ilillて今別L-， ニれ'11)試料l三...， t) 
之 γ俳欠八，07卜lレ主制差 Lて幻宮叫勿4玖哩$tRa.， 刻。陀 n各局4量E主をしノ ::11，勺/zzdq

:u()pもの :7-3lrLJ1亡対す 3放射後民ニ11いずれの紘/量乾l菌l亡引け 1も!法上、ザあ 3亡ヒノ時

I~ 230北/ヨ刊の激折哲E比 I'J. 3̂" r-の j島11包主主事こ kノ耳、よ L記、ノ ρ'，ft"'〆1111111 以千の位

像笹凪ず l主主主~4 級車生の戒皮 1 1- 1 )ずれも紘像力、，，"ミ¥)ほど長1け乞ヒ主+首会 1-':すτ‘lτ
軟4をした，，(_J，合， R.) 

今 I~ 11.，私厚乾陪別主託料にづ 11-z.イ℃ぎ冷酷ちイ帯附，."3之とによヲ"Z:;l.}fUノ :1111，:lZ~ 

の史.~色1J ""'-. 'i L 1. A与佐注耗l色町("'-ヴヲシ系列枝震対よい."r 7 J :;.. 7 ム尭 3~ 執
薙nキ字備1"-巧 H て特*1" ~. 
Z 刻主3玄 jら粍!t乾1!)_1リエ考古}芝Jド4に本主敵討よい‘梢微でノ分解し j::;f主ノ rA
J_与の静融エ". 1レ神ゑ対よド?金イ方〉争::'~良φ 陣(-:. J '3;岩見(sィ't.)I手 lr-:::官、，マ之り?ン

~ry，.敵レ， rr-lA型奇e(Ld 被~AIi:'(16市1刷φXに13細川) !:朗、1-z. O' iゑスノマ 7トlレE欄免しノ

四 μ11暗殺滝11:7-玲視のの;3keV， :>.汗μ11yJ， I ke時:13，うJIJ/'1.;，7keV d) ir雄司え鬼ピー
7 令、予刻突~ l.-'ft.， (:7-巧下見 11 10守 Mf1. 231'U包放射ヰ背句作11ヲd.) l3.t'U 11 ft技混の ~31昨

VJ 2>.6 keVのたを ど r ヲが予辛:ri<h tz.， ，7-2.1τえ 11:勺ヲシ Id生イ方シ~設タ蹄す ð 1Mに
今欣司れ 3 トワヲム減少の γ手ス々 7トルが 7~O，() keVのたをピ-7を織り Zえを

刻色臥jt'E .1''1 J:.主寸!:.1 r乙4')(""1<余念計五世!-"ミヴム Z刷刷ノ長繍 Id帆ノ船上州τ"
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しゃへいしノ/，'ッ J'7"ラヲンド事f数キ E
1~ 完封し T-:.. 史-t1-:'際し L11 NBL (3-B)， 
日明1-μ.3I):;t解剖判主 IF¥い下L. ヲn

H -~ 

E 柿呆 今雄主れ k ヤヲンのす匁ミ

?にへ・ 7トiし主下ι1・I1'" / トyうムJ可φの 2 
r悠久々 7トル E問え l三 Zす@私径後 i10
同 't~ 試料 A 放射唱を氏側1: )>1 ゑ 1<: 喝げ'~o U 

別 U向調U，-;:.n可3放射能沈げ|以主ぢ、 3
あるの 11，1..恥ヤラシのうちが存リの;

制~1J\'''~ Jl :lれ下乙勺ヲシ 2".n d. t"-J1Jヒ考
Zちれ 9. ~主制 l~ J:. l;亀1z.便局長τ、之官主す

仰ヤヲンの約 ~O1.ず戎弘之れ F乙平良 ιー Fig. 2 

佐役範111切に弘/~よ弘明Jちu 巧~:a~ラユU2九万TfhJy_-1H. ) 

)T()̂-' U-O i、品 2、宮 1.6 Z‘l 0.70 i、毛 ρ'.Irマ /.t 0.(1.0 O，Z1S 。.021
TOs"-I千 l、3 1-.4 2，ワ ;2，3 。‘ .4 ヱ、。 0.~6 '2.0 fJ.o'f6 0.27 o.o.zl 

20 ，.._ !> i、3 1，~ :3.7 Z色。 0.31 z" /J6 f，7 O.OS'O ().2Z 
一一一一一一

放射能比1主才

孝夫l.-1. ¥) 9ヒ考乏られる . 1-30.叫/，'*μ の放射第七じ l宮本ιf主ず'd'~く~ '3 1亡し弘世相寸 Z

?三主〈ち 3 伸、向も手し t い~. ::;れ!~ト Y ヤムガー定JH.1 t..島く私 f~こが d ， .:l < r.，. d-κL  

r~ :if'" L ~~も iil珠ザr-"l. く為る k あと考え予れる pðぬ/却下氏 l;r I以下であヲ梓径
が，¥， Z. < 1事 3 に l 'V:.ザヴて ~J.:! < r.手 5傾向1:..芳、し乞 11e. 乙kl.I1W払ず多久 L昆く

私fまP"，17:1 1、時ど完全ミIiJj主rλ 主、、 F乙めと珍之られみ "1ヤbはよきて1主主主 1-::.bに々之半
判明骨~"~î\) kd1¥ ~臥乞件 I'j.'手術 1"- あ Z ヒ~1-ラ.1\ '3. . 

向 1式戸山ず jょん2 岬 1色E 言、事(7)(;J: :l31}i九 11";叱搬1-t，¥、ユヒ 1-:'cf. ~とがるられる.
W1r*-11干城相官弘主主〈吃押殺の :22?Acd7平清銅 'b1.7.，0 3f. -z.“あ d k do) z.2IJ.下正 11-Z31pa... 1<.1手l判え
射平衡1"あ 3乞、あろ 3・対1払 11 2.J0 1孔と l司王室度内半ヨ瑚 γ ぁ~ . 宅ユず).2'T-t._/z_:叩ヒ
:l
301.f;. ;..多目 ヒa:.4:主1~ど粒f乏の久主いそ?φ 七、 l干1"1!Z to. f-a. [耳、して 11}..珂"Tt1J金為を
11~~ 嘉 f... 払!t A:志，(ð. J隼乏示ミ I手旬、司 F乙ユヒザ写刀''Po. I?'主塊ゑ itI~"'Þ.)も主れ之\1 1弘 11ι

1奪課され3-. 均三」の231'Ut二押す.h;{j_ Ii仁川 I~ I'l.'j争当L荘l司h いず沢登止うラニヒー数し
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2811 説。Pb2まじよる堆主主民皮の手県H[_

丈隊庁r.n:..玖声H弘十世Alf'託所

定ゑユ
工 (;j: 1)' Jち1"( Jk 1包堆11初の奉~奇f/-::. H什多堆t意思/衰の沃盈 l包/;.KnlaA.仰側仰ぎ
らによヲ1. 1祈祭主れ F己創判 F主ず~庄よ〈嗣 \J ちれ τl) る . :z.loPbの会布告 Id:ノ 」搬l之

β滞納h、川、川小川付金 11.匂ぬもらのけ l三 ;ut>pbf) 4t.!; f:e.v n Q' 1長声、 7~
v) tG..執念湖払'J."̂' 'K I'k '1きず~Jf丈乏れ長診が試料土 1'"'- 1.‘t"(i1ft川 1&11.局ι1J-初') 'i. L-"Z 

宇砕型Cte.CLi)成金糸主朗日て了銑Zヘ。?トル主剰を L到。Ph~全有-tをがれ't1..手九，

1ft魚物If)~ヒ急扇tJ_ノ Ul， 1与/ 州1，w/ Cr， K，1)会 MJ.をも刻危 L杭. を司まも果 Z哨の
金治辛口移譲物内応急 tll~ま 1::1j型空れる乙ヒがわずリノ熔積物列 bヒ急i1l主主ず久主く

ま，{~1 '3~か\:0 1手旦砕 ~IOpj， ?f，らi邑閉1，.1.務手主連

/量五がめ 3 三l::1;危険ずあ y何ち炉内補iE-p' ~故 伊

ゑぢ為 3と琴えられ丸. b 
E 刻是うま 剖D凡の争指号:乾法雪景/8"~ ~ 

の推瑳物 E 3.~酬4- X /.4酬の 70ヲスr'Y 7冬私 31・O
R粍h 今巴(L;:)裁量ぇJ長(/6/)1¥和学X.t/2訓刷)~聞けて同

rs'<'ス"07 ト lし Z 芳~ì. l-ノ割。Pbd) t6.土 keV 肉声~t ~ 

t:;:.O - 1がち壱為号主;t.!JI)九. z' 
・n

陀急ゐ裁:杭味重量之ペ 6品抑制料 l三つ¥) i: tヒ5
2主JiJjま陸許掛金鉱:!(l:..柄、〉て測定 LK. 2 
及ユ犠え今杵:Ko以eらA タゑ If..L衣げヲ7.，粍 0・3
1墨書1:-t'I ~の試枠主免ずI 4-00セガ・ l吟l司後ヲ

rd主ノヰイ仁本来厳ノ 生磁r 靖鍛ノ 1且危害、顧左問、、

之 ljJ 綿し〆 ~， Fe) 凡1，er.， w._ノ KdlJ!.J←椴え
9' TlT t 1"3司下ι. ~4のタ平方 i手陳レ τ I~ _;奇~ち

の主吉久作し丸世帯、マ Z 千事事 yd止のため51'E 1JtJ之氏。-

E 結果 同 l同荷物m芳皮 1-::'対す 3
i3 2l oYb の ~ilHをの主イヒ 1と示L.- "z.. ¥ 1 :g，. 1.且/... o.. 

却Yb の~Jij宰がら :p6臥の年亭主乏し JI II 

も後で・ある. 下己，.1(A) 'f}'庁s可ヒあ‘_9i章式首刑

/-:.. 1"いて 210fも勾会有量 l'f200m  11(芳、の衿 z" ち

あ主ちが l乞噌仰 Lて IIる. 一主ノ 下ι1-/(8) t' 

の又除去につけて IJ.刻。偽の金右号 In!l庖ヒ .1 
とも 1:::'耕すし堆減産展 IJ: ().4 7 Ot1争似ヒぷめ 2 
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にもに毛局表向1k.イじか'!f~f L-て t¥ 'sと老乏予れ九.
l氏 L の持 !f:_がち剖Drb ゑ十 I3'1Cs ;.ゑ I-=-よヲ(.~密主主主主 lをモ剰主3" ~隙 l之浪積物岬比

率面環1)t:イにず久主山域応1'1'椅iE'1:..~守 3 こヒず広きらずと 7￥ヲ仇ヒちえラれ主.

Fig. 3 (A) 

る青 1定ll1主.Ir)? fjくよ Ie.i奇l1i与 i勾鞭3主千ゴけ手し r-.A益2久久手の Pゑ.l:-a:.-イ電え吉Lドを
しt割、特主投イ買 lL千芝¥)宇 l- 氏主車ア 1，考のfJt-， 111 文乙吉'-~乙 h'ð !A" ~古屋久軍内陸n

34佳境L主主l二尽く魚、前説し手干。

-145 



2 B 12 

in工ndianOcean. 

-146 



-147 



他.11ご"J7づ‘、ラ Jフシド労主体シシ今し r シヨシプJ.;フ Lターによる

ラドンの殺J )1:.~玄

L礼欠男n 高島f是正、

2 B 13 

08~則幸，有史格維

[目的] ラドン{まある殺の有機;急時、l三井ド需によく落解巧る推咳乞創的して、魚体

シ:/.)-¥，--ション17ヴシタ -(L.sC)による積分針若文芸ゑで定憂されていみ e
この場令、拍車筏落媒乙してト)1.-エンが糸1J積三れているが、育ぐれ化シシ jトレー7-

3各社菜でめる p-キシレシについては報告がないぶろでめゐ。 そこでまづ初めに p-干シ

レン l~ エるラドン定量の司能}主ヒ主の基礎的事考えについて検討した。

ま ι、究体 tf のヲドシえ重のにめ~持気停をト)レエ/， p-キシレンl二バデ)l..:さ¢る

イ5Jゑについても殺討し化。
l'美敵-1 ] /1霊前し I-:1e.i.，1トソワヮーラ<-;ンド労主体シンイケレ J シヨン力う::..'} -ld:、

ALoko.. L S C -L s 1であゐ。 ラドンの;fjì;~傘喜式科が入今できな?っ í-:ω て・・ウラニ

ヤベト主処躍し f午、ララン落Jえをヲドシヨ待、Eこして1Illlf¥しr-:.
れぞシレン l乞ぶるラドン定量の:;t礎的寄与1頭、の按討の博、lニlま、それぞれーえ量のうウ

ン各党乙p-そシレシ 7己分挽ロ r トです今振と今後勾、、ラスパイ J'}しに初悦.lJl1.リppo，
popo p初日九 f 日免故宮改造，JiS事十数議で殺|免しに。 トキシレン l;J:特純試柔及びイ J

ストマシヲダ、ッフ祉の LSC閉 p-干シレン色、丈、ト)レエシは同じ柔ι号のしsc 
嗣ト)1.-工ン主的い化。

検討し (-:jI雄闘争裁は li)加元る pp 0蚤を支え(-:乙さのラドン豹車券のを刊。

liil拍歩合るヴラシえを朱重乙ラドン軒数券の閥味。 Uii)須l是正r-a]，仇乏を払さ也(-;:ヒさ

の議令官j恨の様ラ。 (iV)クヱ:;.-1--'1' -色加久に喝A訟の釘数券の支比.

〔括栗 -1] F'PO量ヒ針数券の閥依を図 1(乙可ミ 2可. この坊をテ p0 p 0 p量は

1)べ・て Zきo-?lL'J-/乙としに. 相 ~l二附い T二 <J ラン洛来賓ヒ針政省Fの関司丹、は函えに芳三

1可. (f，ωnを変4乙さ七:t1-::， t易令、め、よるごヴヱシ Jトマーを河口主Jf乞埼令は図 3、図41三n'、
している。 ヴ工シ今マ-¥乙して i孟1-1/-)しを使用し、ケヱシ今ャ-(式 'J) -

jレ)1t.I<J.加え1乙蓄え料の伽inz変比三t[f:乙℃さの殺分凶線を図 5に示句。

/(¥ 

I 3 S' mi 

図斗、 ?工y何一量と計数率的関fま

たかしまよしま.. .ももしまのりゆを・あリ乞1ずひうま三
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[烹検-2) 礼久の例~礼童三昭事条項規

開従併坑怖の Z色気持戸五')挿集し T三~体
1.ト}レr../. p-キシレン 1-:::"パプ)¥..さ也エラ

ドシの~重を試み七 e パ、つ、、，)シブ被置

の概略色白 bt二百， (布。

ふなるラドシ壊鬼の気持が挙位持議ず

つ、 I鍬a、'2.段目のトラッ 70 1二入')i客
味℃手術 l乞差し f~~徒主て Lヲくとちれば、

仇 qntの安L梼ザバフールし f::ヒさは l政組

、z段目の多味すのラド〉濃走ι"T，， I 
Ci，2，ヒ白の閥イ創立友の椋になる。

Ci，' ::: KCo r I -(主民下ll' ¥KV-t-I) J 

C日エ Kらiト(新)¥官三円}.....@ 

3

1

 

正
念

図5‘

函l. .パ‘アリン 7・紫墨

kl主分配佐数， V lJ.1吏閉し化落味の体積(叫)で、 1 :段目， 2-民日ヒわ間待積乙布

令。 なお、¥:段目~乙段鼠のトラッフOJニ幹の空間広角為してい広い a

L 絹耳~ -え〕 パブ、')ンゲの粂咋および、箱分針叡訟でf寄られl-:"1;!"f.①， @~l乞付

入して抵のi-.:.ヲドシ嬢鼠色在 1t乙永布。 ラドンの拡射能は採取しに時閉じ浦正し

fc.1?!ので、める. 掲味の枠積lま各'< loomtfであゐ。

表 1• パブ‘リンフ"の条仲ヒ得られ化ラドン業友

3吾首某
吸収受! ;i花賞L 採取'2B /~女 i二斉~'l ~え 採取 2 日後じ芦~Iえ

t帆見) 伊Aんint) 1 i会百 10-{O~ぇ ~綾自 l♂EメメZ l 役目 ¥6'Oc</.e 2段目 IOも/J..

¥01凶ev、e '2 q q 6 ス30 主、l?3:t 0‘/S 3. 1/.~ 土 0、 10 Jう、 1~品 toト 11 占、81，1主0./7

¥01は己v¥.色 5010 zzq ト~{，士 o、 01; I、官1t. 0、o!;" /、8'1-土().OC( /、80iαo守

p --__l<_t! e.V¥. e 3001 I /'79 ヌ‘官6土0、08 ヌ.~.3::t 0、09 2. l，~:t O、 13 ユク2乙土0‘/Lf

L毒事手] 函 lよ，)pーキシレンいよゐラドン史量の慌の PP 0 量は Lj.......l， 紘 fJ~$J_ 当

化、ヒ眠、れれ、以下索、鞍l怠笥ぺて PPO'+争点で符なヲ T二e 又函之よ，)胡らかにヲド

〉議長ヒ針数多hn:乙伊lしており、鴎 3， 5よりクエ:::.-4-，<，-ーの有無にが小わらず、
事実はつに(fQlIy、で;['1~乏してもヰ畳分鈎糸買え l本 O レペ jレでほぽ- Jf<....に集まっていゐ a 凶
斗よリク工〉 iトマー重千戸変比してもー主Zの積分~@.を今えることが、わかる。 以にの

とヒぶリラドン定量i乞闘してト Jレ工〉同様トキシレン;f;十分ネj嗣可能なニヒがわが

?に。 的/の多託料水l二関してト)レ工シヒ Fーキシレ〉で柚~し衆院し f乙とこう同じ

峰引寄iC.. 気持ずのラドン色パプリ〉ゲさt!:捕集し*，J昆し7乙喝念、表 2ょっ l段
目，'2.段目じわき玖産能屈でほぼ同じ値モ不し、刻昆白が哀なっても株取時間に補正

しf乙l¥Il'J.--政していゐ。 しザしロ且~父重乙惇られて二ラド:/ ;，最方支i手;1-1"-t手同じで-

bるザ倍以 f 玖していない。 ニσ〕珠闘については兎払検討tfである。 以 Lは可

ぺて9..0叫パベ 7Jしを位閉し色。f、¥00m&.バベア)レち使間レ了乙場やの利点、ヒ検公役

尽について令制右寄る予をであ ι
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革主lユの汁3立与今干、-; I下手 1k i::是vf，，，， 社恥~t'l"あ 1) ¥計お守かもみ予と lrwA41 
のが!主争、t_t1・ これ怜~)芹'c' k つい之勾/，'- 1.-::..地常今向りつつ、ラユドヒみ1
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2815 ラド'ン義体乙ンイトミ~J史を剰用しf=.1<0:す26のjレ手ン介祈ヘめた;閉

(日本介析セニヲー)0上和正樹佐藤兼童野口iE守

(目的) Ro..辺句定量去は歩数報告さvj\.ていきザ\ィヒ寺分敵去ヵ0・漁雑で萌~患の君
認め由厚長もあき官ピソしー今ン分析に過した才三まず日寺山先々は lしー手ン分杵にi色
した分析才諸をJ横討し威果左得た♂て・報告古る。

(問主望・才主主) f?o_-22b の剥忠之は!(o.-瓜の放射能を直鴇謝定語る才 tまと~，â2lを損崎詰
るす3まとザみ主。前者臥試桝a調製ザ化孝介髄ι色摩の設備忌奪司合点It/;v， リ、後
者 l立イビ営操作事哨単て:\\1~it 案の:;~入イ'す奇い。本或瓜1(1{"222 をト lし工ン邑*媒とした
主体シン今L.-9 1::抽岱レR，c221とその娘核種m放射能を判定しぜ。亡の方去の特長
は;7:の通りでみる。計数効棄は拘 ~OD% (!<A-2zb~安.1)、事'tl宏氏おけ s 檎~息内幸Fの芳来
日無ぃ。ま在、今くの主体らン今しージョン場'1史~置 l"d.白動7試料交換護置イ付属し
て志リ昼夜連税調l定よ可能<.")レ今ン介祈業務の条件 1:よく色合すヨ。対象主税同
末試料目、土試料勾とした。イヒ号収幸t'J.担体として糸加し?と1¥リウムの回収幸村
長め在。介~操作を図-11::: 示草。

(結累・考察) -;¥<品糾tJ'1:) &)弘め三豊締或i芯場作ザ、簡単念硫酸バリウム井三定5去&用
い在。土試料m分時 I"ð.フ v 化~く毒菌室ヒ ylしカツ融向与の才去を検討し在。
o 7ν 化オくま酸介辞去 HJ:司HNOョで介解志宮司時間有会ったゲ『不落手元5査ィ"哉、っ手。

不悉械5査を蛍-tx線毒'1史容により調べL結果パリウムぷ今量合J'れてい色。このニ
とていパリウムず刀 lしシウム等と共1'::.7γ 化物杉土壊の杭酸4オシと誌がついて不落
性塩左勅成レ~t.客収奪他干 m患困
とと与ることず判っ存。

。アルカリ馳儒~~ 2稗娩の誌料
1::対し融寺¥01稽殺を変えて停車角与を

有吾、五結果正義一11:: ff，高。蹴前
向1=差安 1'6認めI;)..j{.令ゲヮ五ず‘、
抗酸塩の先加によリ著し ω回収傘
め位下ザ‘みs¥}¥ t::.。試料Aと bの
イビ争収辛の差 l立試料中&)~酸成介
ず動響しZρ ると思わ<{¥.~ 1]'"、フ
'o/~高づ子高えに比べ事響力、川少合わめで

トJo.20.. -N(.h(03融解迭を間引きこと lニ
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表-1 Nll.zDz献備に主ゆ云 8"，'304t?lイι孝収辛
Samp1e A (陸土)

B 
(海底土)

Decomposition 
Na
2
0
2
-NaOH Na

2
0
2
-Na
2
C0
3 
Na
2
0
2
-NaOH Na

2
0
2
-NaOH Na

2
0
2
-Na
2
C0
3 

一(NH4)2
S04

Yie1d (も) 98.8 98.8 11.3 71. 7 79.5 

訟単}中 q 力lレシウム l"d.{ι写収奪1'::'iEめ誤是を与えきのず、その事響を調べ・~ t è.り~
酪1¥リウ4の三E腔に3昆入古るウ lしふウムを届ラ口)}f去によリ剥史しι。結果是毒-11
に古昔。

表，-TI 回収 lT= Bo..sD4中の C05D4t:>I含有量
added ca

2
tmg) 。 4 10 20 50 100 200 400 2000 

Yei1d (も) 95 100 100 100 101 104 109 109 106 

CaS0
4 
(主) 。 0.9 1.6 1.9 3.0 5.3 8.1 8.7 7.2 

BaS0
4 
(も) 95 99 99 98 98 99 100 100 98 

く儀走)1 Qのオて1='Bcr 200'"3正請、1)日
5臣殿として耕量主いた80..S04中ヘめCふ504の義人l芯防げない。しずし、正味のBc50t
グ)量ゆ lまl語、1000，んを苛、レ!1t般を北弁古色=と lこJリ収幸の正m替差を 10払肉じ芯きこ

ヒザili来色。
B乱SÜ4の介解lまうを 1) ン酸を用凶色。この才去によると記号収幸 \0ゆず針。m~の負酸 J(
リウム~約 IO~ケで本主ヒ古ることず'でき正。
ラにンの桑体乙ニチレータへの抽治日本相と荷積相在撮り三畏ゼ高"に抽台高きと抽油

、奪回700lDで、品リ3昆ぜると IDOゅの抽常幸r得られた。しガレ、ト lレ工ンらニ今しー
タ中に奉銘し之いきラじンtð;色ず又てH みるらめ~散レ》古くバイ 71レヘ税事時日本
来急百け静かにずっ混速に移さ.t)IJ'奇日寺山をこで、こ
め操作を簡単けさ巴め図司瓦V_IT，司容居住はまし止。モレ
Z、気・:>k・右機相陶の平衡をーを包と古 3ため超音表取と
うを符号ヲ止。有機相への抽治霊長lci'800，んてあっ削1"、こ勺

才去を用れるとーを勾抽2松孝治、川得8<tt色今lレ-4-ン今析の
ご手法とし 2~告同ぜ寺~.
~諸によさ株主tp良県 ld:、ヨ d 、調j史的自 [00分ず 0勾(んて‘恥リ
、Ro..C-Ro..ピm叶伊ユイ Lシテ“シス事I¥t遣を用いせ-¥.Ito、o7p氏
きて'下Ifi)yt 1= 0 守京、イビ孝介部 l:: 雫 l 1=iE~未m 件薬局向
日10話料あたリオ〈試料て10的向、土誌料で l宮崎自であ勺在。

ω野口・繭田:1it用物語 45，4日(19'7ω

-153 

図-1I



3801 歯切じ~元不足当量去五用 1\ ~y ンすモンの同位体寿京批ポ了(その5)
-ゆγ03!南¥¥~不足当量去ヒ司王射鶏史ヒのtt:.乾
(欝1:，:彊・志賀)稗車種尚・鈴木義長・吉岡頬江・ 0童話L吉男

Ll〕 :KMdhh♂E酸化剤として用咋喝金円蟻~t霊Z不足当量去を司\\ ~岡弘
侮寺実兄令祈(IDA)去によ3金属霊命中の微量7:-今モユの定量結果時¥ ニこ1.'Zヰ
め聞に報告され王。 τrきつづき，蟻~t前 U て1$r6~を向い 3備の宮鹿児童え樹霜
覧手五，免7f'躍に霊乞不足当聖去を聞い~ IDA去による了〉今壬ンめ~~主 E場討し
E。 この穏寡にもと?ざいて、金属(亜鉛ヌ~\ )中の惚重坊の龍警E書式JtF-昔、
金愚亜鉛市の術量Sbの鴫ι量元不足当量戎を河竹JIDA或(:巨侍量 ~~t芸 E通商1
!こよ 3 琵琶積悪 1母、他のりろいろな右去によ〉 τ侍 b *，-~ 値ヒよく一義し王。

CZ):(I)S¥)TA瓜vし¥d:、吟b(Bwω必d仏、J止，垣~t 糊の Mæ落鬼) 1用い、これE仇心-
Hは完売9ず義姉蓮Z し J弓削〉ヒして痛い王。 SÞω伽l志、 q~\仰のSÞzÛ31.芳首し
Z用い、 kBャ0:， 1) G'他の試象区高ぺτ特報品E雨 1¥~。
(ii)聾街猷料¥d:試華ー執の唖佑粕末E、スつr言え料¥d:花曽市長執のスず物支芝、主れ
をオL，骨折誠薄ヰヒし王。それ与の前思彊濫岩官、 T~l に禾す通りずiPi ~ 0 
(lii)計遺児は、う〉今¥，.-うヨ〉刀勺"/:Jー(¥イi入1(T.心p ヰキ子畦)¥二JI)すすっr-.

t i v) ST(1lf)ヒSt(V)ヒのう7融 i三宮、 o.l?̂" ¥、oNのHcQ渠表時ら BPI-¥A (TaM 11 
4) 

(印c.e;~ 加九)によ3抽虫イb離悲主用い下三。北相にSþ明-，!j'鳴り、有機|豆、粉末，(S和粉末

箱i地耐制され、両者ぼ琵琶的!こ怖される。 1↓6N¥-¥CQ.， (伽 .cJIc1?

〔31 注射希怠迂 i二与~1"/今モンの把量 |↓HzOz 
ti) 原哩:一丸琶のSbrm:)~ヲ~%さ1t l三本SbO!I.)(吋Sb恒)ずうぺ)しし在)1~弥・(¥-Iz.Oz.令解)
H崎元日、各紙のス IJ令聞褐色 1 仁川1) I↓olJ1.. H a 
試験官に入札連続的にゆγ伽融収~A何?鳴い 9 I ~"'，，~~l'( ~~~ 
もおEさ也管繍官 l二加 "Ì.~~ 、和友~'" LI ，j恥 |↓ sOz， ~ 
した胸lこ当警の蜘ぜずり。この Z i "'" Y聖怠 仰い 6o~
老来日Pl-IAず抽fu令離し、両相互計数， L メ'- I↓ 
克己と F匂 I のお\~'d: ~ 0 ねして 11/ 、ωl例作 (sO:z.嬬〉
山 ~SP冊雪 1三河して、過剰警の k\3γO~ V.， ，、ニ4J↓ 6t{1-¥eQ，
ざ fð計数ロー克 1ユ D:~ 。当量点tJ'、 ~b 0 I Z 3 ~ 5 (. 1 8-矢|豆、C<2m.)ふ(1.6 Nllcl 
曹に対応、目。 Xi?-Sl'l kB'向|、o叫l
山基礎縄討ヒモの結果!_j'7MO-1 zo句， 10得，付 l ~ [F~. TI) 蜘 b量
判のst冊量モ部主ttr-.均価)落寵に冨ぃτ、。|設'Si人 も メ十仰
をれらの H c.Q;鶏蔑 ~~t "l.抵射霜w' t 情い、覧室|差 \0卜~~ ~、/?-::J-ー 1?，6
¥::.:liii-1J;臨時閣が川被鴻討し1=:0 ~01%5卜\'もえし~十日
結宰芝、時n:I Taß叫 lこ未事。落葛掛量ず4~vol %と二三竺;十3..1.侍
は干に 1j~ ヒ、完量旬 l二臨む可~r-めに克協な垣1 -51 1 }「tld j 士 ZO~守
賎業主ずも、霞差昔、J::，\三宮 3 こI:~わ台ヲ王。 I C I Z 3 4.IiC色溝鼠W)

(iii)スズ I 1，.-r}'霊街全主主下に苫ける芯豹粛克芳の歳前

1J'ん I言、与ヒ押す主 p 司言、さじゅん1)寸ノよし ~iìτF ろう乙/わ~Tjぺ、よし古

a
q
 

F「
υ
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i
 



~(勝'i;""，cQ."k 耕，嘩Aむ湖 J As冊仰)1相訪量|践イ℃主的塩|時値
包ザ玄仇(~落俸炉彊〉同情~12. J) 1;-ざ也 J I附3叫叫執』時間降荒麗(~)
司革主の苦E射意程~t1っ R 。モの箱号， T~lll 37 >>-3- 1重注勿 1¥、:>"'4.D13b，~崎~ì.5llg
苦手司ような酸~t時間 J l-¥ c止薬嘗ず ~Bγ03 1 \q、 6~ 1数分 11、5""ωIlq，何~附'
\~ J ;.酸品ぜ寸令に行われ3こヒ五わザコ I 9，8呼|数合I:Z，O-vj_O I 1-句"，lo.;u場1
7三。事匠 Jl'.l...工梶討し1=酸作条件ず、金属 !日得寸弘田~ ¥0タ 1¥、0'"1.51 ¥0、¥~号
亜低金属文言却の了〉今モ〉め主意E、| ロ時 I30引Z、;'" 3， 01 折~
¥<.¥3γ03臨むにJ.;;.な射嘉穂悲さすき万台き 1 z、0噂 I90州Z，5̂';>，01 :zJ J，事
部内てい主。 1z川十恥 I~I内側t-~ ;Z，D ̂' 3. 01 :z、¥.A停
凶蹴じ霊ti.不昆当量去五市¥¥~同位停毒事:.. C TctO-lι11 1 
令ポT支によ-;;..-t j主密航可の倣"，1ン今モ〉の定t

{i) 出向によ ~Sbtm) の不足当量支の基環的1;J-1}'聾債投怠下の穐討k積果 ， 

叩射議定芳ず求め在職I¥t朱件(H叫叢麗2洲 p富良化時 c~I[Fl寺町 A伊iy
問90仙川、加)の竹崎恭に3正¥o-5N¥('i3tOa 1.州主柿以'~l -rづ'....r / ・ー・/.... /.-
し、 sb価)jJ'SbMに不足一程量醗~t:~'f.tわれるが毛す E税 | ぷprMl
討しL 絶栗 i f.与Eの蔓縛ぜ末可車協3結果E嬉~. 5~ i/" /A 
。霊場S(ho炉型)!>o噌 E設もさせて商犠E操作を句.，~ 1〆 ノン吟将
ヒころ、曹長お守主前草されF~ m:の点、韓昔、"*苛占うな結果 V~-'" ニ._.-空 -"--~ 
づき嬉られ王。恒通:漕(35.(，-)村10，.，山賎Aじ時間苔く、 k o FfA』 ω 吋

』 す地仰p4rもb冊品川)
lこより、望視ヒ同じ昆協吾結果E需E。 マia[f3.q~-;;;;:é) 
(11)唾4l~蔦下に芯け孟手元号琵琶ゅの不足当量去を用い~ 3)( lòぎNゆρ~ 1、0叫
同也惇事提11荊誌にぶ3 稔重(担停琶を花予~~事予R_') M1. 

官釦量9:>冊〈エ)~包芯 Hæ兎兎巳sb聞の蒋々の量の担持軍 仰を)
(M.t)~11O為、不足ー駕琶の陥Y句により SÞ回l-琵琶践Aじし五管、で
糊の側(帆)峨射能向)~読めれば、両吋意のd「三ニ二-主孟孟亙よギζ-一­
$峨註豹嬬犠活品導しいのばず、右蹴式ぜ制械主わつ. ゎ τ、i日明ー，YYLl? 
担停電MÀ.~おじさ也 その持の~ムモ積雪白1亡すロ l ア t 

、汁し糊の明白山量モ求めれ山、主主L~ ~ 41~"'j-:.~~ 1 / 3)( ¥o-5]'f 
同の亜鉛E持主立、喝の時琶を..jt去三、蜘曹Z憎めþmo ー"~Iプ附 l、o
の~~室E試み1三結果、5"% ~'l.向の誤差能国言、}哉しE億E得E。ー千三:笠
(lib聾範読料の骨折:霊骨髄猷料の¥0t{ fIは事稔古らぐ〉ぜ〉噛♂ |1 2 3 

畠7t-;X¥0-4( c.1''Ii"1) 
により郎船主鳴き、担拝竜廷に惹にまりSTの忠重モ笥.， I三。をの (J:j，"̂ 

籍果、 \q:-c 主 o，g. P?~ルヒいう官主嬉E 。 この温 l志、胞の¥¥?¥¥ろなき去に与;>"z.号忘
れ巨信ヒぶく~抵し1三。~二れ与¥)、注範1干の値重s>のm号去ヒし之、断。3手%当量
酸~t. "t痛い~ lDA支(震拝琶をイヒ惑を也胃)rS 、~開之、高きヒ息われる。

今毛主献:¥) BAt. Jγ34国者雲写生予稿晃1，P4o¥ (Iqて6)

おうfZoel-m:.射"1t零封融全予稿集I P ¥52 (lq76) 
計五穐雅義主;;皇認容量Ifr新走中老I P311 富ム震積1(施和z:Zヰ〉
4)芳19国私射4己啓討論をす稿寒Ip~ ()q75)、!:i)骨折1t曽J 1，5"74 (/960) 
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放射任アンチモ Y の35存tr態とをの且~\(ぎの 5)
一塩酸若戎中色の2寄る酸柔お.x1J".dえ駿-*'加の膨饗
(静岡丈援)神原宿尚・長治川園彦・吉岡顔立・ o回Oj)ザ淀

江帰言:塩殿;s最中の放射任ア〉ナモァ(セ6-凶Sb，1おS6)の原子樹立態は、
占Sb(lIl)場=*Sb(V)のように I(A)自己放射線(s， r)ヒ光による強イむ同と、
(B油酸落球中のC1みにJる還元反え‘じず競合ιてν}るヱヒずのすフているど
無担保放射位アシナモ:/(' 2.5" Sb(lll) )の塩酸溶釆にお目る守定J世の問題は、放射飽

宇j周句祈なぜのJ~ 苧的ト L ーすー利用 Lことフて重専で、ある。前報"では、位塩政濃
度溶液中がちb(w)の守定ノ佳につ v，て、 1門HC.l以下の過敏濃度の影響p放射能痕
度の塁$tf，光の影響を枝討した結果左報告ιたが、ここでは、引き続さ弟、された問
題につ v¥て夜討した。す Qわら、だの問題在校討した。
¥I)煽厳溶液中の時S6(l1l)の守定位に対する第存酸素の影響
(ii) HC l-H2. S04奈での凶Sb(UI)のヤ定位について、ω叶C1ヒH2.SC4.にの混合体積
比を変化主せた時の影響， tb)貯蔵法 u接着色1}'ん，褐~<}、ん j の影響
を接討Lた結果、ごれう港表中のきR樹卒凶SbUII)の守定桂につ vIて有意義な知見を
得たので、報色ずる。

3802 

匹〕要絞:}司いた'2SS6t蝿イむ物のけC1港表)は、pro臼sse.clunitのものである。その放
射能業tの_;，:t史ιue(Li)枚出議(守oooCAωωfprlAに建結〉を同川て日正ア
イツトーデ協会す6求めたωSb標準誠料じの比較計教によ1)行フた。ごの I2SSb
原謝料を濃塩酸芳戒中で2託滞還元して向Sb(¥II)( H c1 Solh・，H Clt H.2S04so1n.)を調製
したo 乙れを通度に埠釈し、 4患者色また同調色のがんに貯え、時間の経過ヒ共に生
損してくる凶Sb(V)を求めた。むお、ヨf.;iJD守る温故瓜、コ?め1"ッ寒iJ"ス処躍によ‘}
脱富良表したるの、酸素汀スを通気したもの、未処理のものにつ v¥てそれぞれ芳香櫨
穏を定量ほ。潜番酸素の定費三五時、何AT出~OH ) M~(OH)2. q必d出島門~O(叫~
寸ex，邸SNct2C2.0，，>ドl~十の反応昔、未反Jミ、の N o.2.C204をK門川04で渇定ずる定量法
色周いた。なお、また、''lSSb(lII)ヒl広 Sb(V)とを定望的にう1離するためにう5節調ヒ
ιて、I3PけA(CHC13soln.)左周ωる抽出方2えによフた。計数回、叶?型トlQI(T1)
シン今しーシヨシカウシヲーによヮた。

日目結果:ラ・1;塩離荒波中の邸SbUIりの宇定位に対司ゐ溶務酸素の影響

種々要与フ走電の洛毒酸柔を告むI'2.SSbい11)のQ.5"NHC7，1.0NHC7の奇塩酸者戒
にフ νIて、その放射能濃度を A 定にし、骨‘看色の試薬1}'"ん中に空過ち貯えた。時間
ヒヒ εLこl主晶 Lてくるl芯SbCν)を定童心、手詰存町s6(111)白好手の対数ヒ敢宮崎間ヒ
の関係を調ペヘた結果、 ωずれも直線関係をネ ι(.I ;女反応)、これずラ溶.~酸ゑ量
ヒ峻兆j速度との闘係を本めた。その話果日、 Fi9.iに示すとおリ香、 0・5NHC聴衆
中にお凶ては、 Æ{j_柔窒ザ 26河内8メt付近きで 1;l ~A比速皮ず穏便に増九て叩き、モれ .L~λ

ずんば?とみいさ・ l立せずのくにf./'こ 'Xιおすがろえ・たぺいけん
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ょせは急教にむる之じを示した。また、‘1.0NH口 (x1~
ラき戒中において凶、酸化速度ず強柔童ι直線的に I {A)O・5附 1山・
比例して逮〈なること左示乙 Z川る。 .1(B)1.0NHC1so1n. 
3・.2.;HC1-H2沿ゑでの時三b(1l1)のを定住の核討ぷ
時 SbUII)のLONHCl;，信義に1.0NH2S仏を添加~ 3~ (BJ 

仏モれラの混合体積民を得々安イじさ也、殺射能主

=泉度-定LこLた16淀正室温で無着色15X1P褐色の""1 
試薬。ん中に貯え、放置時閣とじるに生ボ ιてく
るI2SSb(v)左足量し、強毒l芯剣111)自信奉の対教と U MiiEOf dfJved仏 r…川、

震73df22;:3・722おら2EJeiW{i料品ilurmJ
Jι遂Jìヒ塩峨鮪I!IÎ混信比との関係左京めた*6果は、 Fj~.3(C)に示事ヒおリである。
Fj~ ・ろ(υ以、1.0NHCl械に1.0N H2S0t t苅却するに従川、 125訪(111)Q) f!O)Aじi忠良
OR/↓ヒgリ、 tif定位ずJくむる三とを;f.して νi吾。これ i品、|之5Sb(IIDの酪イヒに対乙
、 C1弘ヒ光との1ß互作用の影響ず大ずあると考えうれる。また、 Fí~.3(D)凶、同採
に褐fEtfんに貯えた場佐の政イG車JIと塩政硫酸須合比ヒの関係左禾す国で、戎合比
を丈にするに従

\すむp ろ、 l字定桂Il兎く古ることずわす争 s ごれ~~、光を Lk"'fJ許した喝官、口み
のjf元カず減')、 l日SbCIII)の勝巳への抑制イ矧ず裁少ιていくためと者えられるJ

(W焔諸:j福西宮溶萩中の同SbUII)のザ定性に対するう自尊厳季の影響ω、O.5NHCl渚兼
ヒI.ONHCl靖戒とでずむり現者フているごとずわずフた。 主た、 HC1-H2S0守奈の
凶Sb (lll) のぜ定位以、議厳~加によリ、靭着色1/んと褐色1}' んとご反対η4頃向在不
す乙ヒグ的地、フた。::1Yl与の争度同、同Sb(111)の，(tI学的ト L ーサ -~J)司に対心て.
有走ij白書示唆を与えて凶ると考える。

-3-..4. 5 ・_l ーか/G)
Time{hour) 唱~I許ー-\ÕI . I 

i25~~::':': ， ̂ "'''M. 0 0.2~ O，~_ 0.75 1.0 
Ffg.2StabfIftyof Sb(IE)tn1.0N(HC1+[SOnz・](N) 
H250412BIn-(stnred fn non-CDIored bott1e.4125  
1.8X70}』Cffm1)'Ffg.30Mdat10nrateof Sb(IE) 

in ト ON{HC1州2S04)SOl~
([H']=1.0N，[C1-]+[S04 "-]峠.ON)

四

D
J

(考考文献)
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3803 ワラワン工一子iしヲ量殺キのR工の吸着誉動

(放医研)0河村正一 y柴田長夫ノ窯?を走己，I1下斧

クテフン工ーデ，L1~びその類殺体l土ノその持!霊的1ょ化'常的佐官 l二よって穫々の分
野てま自主れ， 1/祈化学の4宇野ぜi士寿時I由記長(衣・衣1合出伝誰)にi庄i司主Aてl， 
~ 0 ~賀活らはこれらの化合物による回，衣有離の可能性と放射化学への庇 i百社 E詞
べるfこの，千P般の一連のワラウンエ--=r，しき使l)箱街夜中ぜの EqFE，6to，6EZnたε
咋sr$ミミr，4thrmBaなどのんnber/iteXAD-2への吸着挙動を主と 1て穣討Lt之@モ
の絡事， 1ラヴンエ一千iしとくにDiCjcfohe.刊I-/s-croωηーらをう雪みよ幸せとXAD之
に汁LF4ECa ょ~ t宮SSrがかなd運'tKe';]，こ吸着主成るよとはどが命ずっと。
I台 車会

ヴラワンヱ一千1レ;Dicy州}叫1-1宮-crown-6(CR-Iと略構)， Di cyc/ohexljl-24 
cr-OWYl-8'( CR-2) / Diben3o-18・cr-own-b(仁氏一3)/ Diben30-24--crown-fJ 
CCR-4) ，/8-仁γown-6(CR-$) / /5-crown -，5" (仁R-ι)。
吸着4本: 精製LfニXAD-2在三、;tキサン中に2日間芳Li頭乾寸る。このうちの
4守をとう， 1.2守的ヴラウンエー干 lしをごオキサンにL容がしfこL宅設に力口之て放置
嗣荒 Lて作っt:Lの在主1二位っt:.<> 
今時イ売すま，kcLの刻fE5主: 主として 0.1川西下誠一昨蝦ナト IJウム殺街殺さ l羽lltこ
がj この絢笥煮1二RIてうべιしfこ金属イオン反てよピワdシ酸ナト，)ウムま加えt
L宅寂之O刊2.，'こ対し /D，良巷ィネ200171守を加え一定時向振 1) ま~'遠10.令議したのも J
上澄み戎 10mιの放射能ε刻定LJ.盈常の方去によってにdε葬品Ltと。
結果
困相ノ 3夜j、自身雛正行fょうたG)I二l士/iラウン工一千，Lε本貯て‘主吸着体どめるXAD-
Zにクラヴン工 -1'"しε芳みこませるこどがγ主3iWittf/1じ:苧て;ある o XAD-21才
?/( ì t>i夜中ゼ1安うので〆 7ラウン工ーテ IL~;:容解する%i/t，主よどよくよ~l' る 4 グ7 ゲょ
いと革ぇ，この案件に通寸る議時き将Lf:_o1ラウ〉工一千11.-き容高l二落解寸る本
1Jt，-j::少はく F ギ自主ぜtJ:容耳元11私Tるのでl司l)t.: ~こころ， -客来めpHが若Lくイ底下す
る不{賓が、あつに。』でよゼ7ラウンエ一子 1しのi客員手1・主主主く，この上うな不便のない
デオキサンまl払)た 。鶏告にd:@f蝦緩衝ょ伽l司l¥ ， '1すイオンど l てど 7') ン ε(~っ
てXAD-2.になするにd値εパ、ッチ5まず詞ぺ食。
1.3ち夜t二ワぅウン工一子 lしε完僻し XAD-2i.'目隠喬工 'r!:f::.と主 a 嘉手V，精霊し
と花、l十のXAD一之をそのまま加えて，殺街宗中1二CR-)，-2，-3，一生-5;-ιをそれそ‘z
点出fとpH4/7て、蒋々のれに訂守るの帯保教を言臥校。ぞ竺#零!?FeJ6b，笠n
，附Cel土l王どムどロ段着Lt.よサつt.:.fi〆CR-t-2，-51二討し lグCs，zri士若干吸着
し，宮SSrはかなうロ段着寸る乙とがのがつに。
2._ -~:容ij.~tEÞ虫 i主による椋討 窪'1it-ti由也訟による安藤持作tま上記のく1)1二tLベて
窄号ずある。そこざI C零時防士、i芝、で上えの 13守Cs，PSrY5ZYi二つけて|ぐd<t~南ベ 12.
。すなわち，CR- 1， -2 ， -5 を CHC123 仁志静しそれぜ似の RI の~kd 値ε 矧ベ f之

O
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。その結穿f 宮'Srになするにd値 l士一指l二大王く CR-lぜlす6S-， CR-2ずI土ι0
J CR-sて勺玄 50， 131CSにすオLてl主CP.-Iーで 0.'7， CR-:2で 0.'7， CP.-5ず
lま2.6て、、あつに。オはわち 2τSSrに1d:苛る鳴る・1生ちに最主芸J¥、のl主仁{(-jぜあ1)
f CR-5がこれ 1二続仁ことが、らずつに .XAD-2きl干いる1=iJ・ 5投o龍王、主 l司じ傾向
ぜあるヒまえ!安易生をi皇めrz.. 
3.7ラケン工一千1しを烹Jf-こ主せfこXAD-2にP長吾主t!i二とを
XAD一之εあらかじのど1オキサンに 2日開芳L，l司較Lt二主の!守 I二rすし7ラウシ
工ーテlしが、0.3~トになるようなごオヰサン5客殺 Iこ完[てj百i乾 Lt:もの在i羽いてノ
よ記の安駿て、最t晶、ロ時tト主き示 Lrこ宮古Yrこっ¥)て阿佐ε銅ぺi:.0 は じれに J振
1)まぜ婦同ヒ kd_のl町伎を調べ亡ヒころ，ロ1主巷生l安d:ヵ、tJ.，)卑くロ段着干街 s二i主寸る
にはあま，)長時間 J緑，)まぜる rlp~hf r.よりことが;;:;ゲ勺 (2 ~ 

奈1 ピワリン酪震産とにd~直 つを‘1ニ，汁イオンのピヲリン峨

ピヲリン蹴ナトサウL-\~産高(/0) すトー)りムの最AJ生皮ε訴lベf二
乞2L 163 162 161 i AR 。すなわち r前ふの銭衝戎i三区O
CR-j 之 205 5.6x1ts '.g刈0" 71..10 勺J)ン磁ナト J)r7 A 在加えて
仁1{-5 0 J 0 /.qXI02. Jゐ刈02.. I.+Xldl. (0-3/ 16へ10-'，i，札3刊に
絢脅寂 20ifJQ.O・IHSrO.lm.e. 17ウン'lN霊XAD-之 200m手 LtτJfu1ぜM(の海寂，::/0.1 M 
Sr.'J.t 0 .1111R. (f 170え宮古rεトレーサーと Lてか口えてロ段着平衝lこ生寸るまゼ振1)まぜノ
Kd.i.直き草出Lt::..。その結要き豪iに示可。ピマdン西員十トサウb.め葉庵が !σ'刊
のと主， k' CJ.債が長主事がった 。そこで、この亭iJ5fヒ勺 1)ニ磁ナト 1)ウム ε加え J
持都町i誌のpHによる Kc.U，直の妻イヒε詞べ位。
その続壕/pH 2.Sから5'.ι 主ゼ17/pl-l ε 衰えて主|ぐd~車 Iまほど人正藷わらな
ずつ(2.0 Sr，二討するにd値 t士ノ XAD-えに芳井こ主す Sr量が事わるとおヒ
寸るヒ子容さ tttる. けま，諸事件を一定ヒ Lltじ約に O./MSro.lmR. ε加え
表2. Sr警と iぐdイ直
Sr董()( 1 0-乍1刊) / S- 10 30 古O

Kd. S:らXI03 5:6xf，♂ 1・7X 103 も.5ぜ10 3.5XIO 

この5l長か、ら :;Oi告までの Sr壱trJbO1:汀長寸る 1ぐd値の素化ε詞ベ任。ぞの$:;罪
t 5f~ て‘はほと λ ピÆわらずぞ州以上 Sv膏ε増坊とにd使{士会葬 lニー減少するごと
が;令ゲった。

表3 7ラウふ工一子，L..量とled佐
胤DI炉 OcdJf)030.6α守，.'d 
kdι6X(03 3.'i?刈d 'í? XIO~ Sx(d' 

XAD-21ごロ段着Zせるヴラ
ウユ工ーデ 1し1'1'I 上古乙のw
媛ずlま XAD-21司乾童菅!

CjI:t-tLτCR-Iが‘Q.3c;f1: t，よるよう Iこ加えれがノ CR-Iの宣εt留守ヒウ、えって
にcU1f.，1減少LIz 0 

1) T.Kimura， K. Iwashima， T.Ishimori， H. Hamaguchi ，" Separation of strontium ion 
from a 1arg~_amount of ca1cium ion by the use of a macrocyc1ic ether "， Chemistry 
Letters， 1977， No. 5， pp. 563-564. 

-159 --



3804 巨大手問状換比~H~ø :4;え射Jι学的手IJ 同(オ 11 被)
8-tド肘シ守/リンイー又ル不Y隊等のお在下にお'}るlしずニアム干象。

(都民珂)0.々者言者十 ?及季1]-夫 イt~尺正文

盆i
(江犬掠耐えLZト1i寸?

とれ寺で・に E大l網1X11'也(パル仇0-Ke五ωfaA，門R/:.fD.各りを1するイヰン全検
樹陥あるい It~子氏ロ及元樹 ij~1同u、て淑射性核稚の吸着者三勧0)，1:鰐t:n隼めて♂た。
f: 't..乙 l工 Iエロ予/1ンイLユッ 7ルヤ '1ン弱者ガ IVシクムαJう1i安局極左網1H先

進内に主臥;~也た門 R~J会イ才ン支持樹Hìl (ぷ古略。仇ι芯乙IR.A-9oヂtlど，)Il放射f!.
核種の吸着有'Jtして対呆があゐことを見ιした。1)
また 万有γ、/'.)ウジチ、fンのよJtf 7有機訴柔~-*存立ぜゐ:とによ~)， 1支釘'ri抜
稗"1iUJJ!J v: 門 R型の合臥(D尚樹踊口氏兎で'ぎることき報告し r~o山J
保持i亭じしT聞いたイ Aン支務樹陥や合同!J/A着樹脂IH可れも宅付岡ijA'1事i主将IJ回
すらヰのであリ 両君の特長 E 主がして同 u らこ ~1:JIJ ， がた米中 9 が射性格縫
の物~ J怖 Lく調ぺられゐこと に苧ゐので、 とれれ刻々 句シリース・・ ιLl造
的てきれ安易世主.冷1~ jj:J，且み冷也て行1jうことにしr"， ¥11。したがヮてネ報告11，工
れ寺ての報告をまヒめて片 I1争反止すること 1:'した.

さき1':，司有シン美作干で・ jレ1~ ヴムヵて14111 ι R.J).t'たXAD-2にP焔きれる現象必
1: uAらがにし川，，' ;f葉稔1:'1手さられ持討を仰えT-:.• 
方キシン φ誇導i亭ヒしてえ守三/ンの特'r主主主ザ lf:ものがいくつが矢口られていゐ.
，f事殺で・l手キら性であ '1 欽豆釘伊起の分析討委主して有用fj8-じドロキ汁/
'1ン-t-:Z Iレ不ン戯(ば後可 Tシ /~tース IL 河、ン医院ヒする 0) ~主'(_ lτ 用ν¥ 去稗
門 R型保持停へ m艮ft苧動古しらべらとろを lここれ 4 有J安静~葬 ιlレ千二ウムヒの 1Ãfu・
口づいてもしらべ1三。

安買を と ~_l 
@p，及10実駿:前報と同移務tHa0， 2 ~ t '0(，丸事合む試科事長7k.5-0 Jnf!. のバッチ~~で'
竹下苦ヴ h。

-19j 't.して {'H4.sj::'島寸ゐ胤!?U-7oP/:. /o6Rut.fO-ニト Q1tfo'物<lJpf}.角今持主暗記
する。
i) 両H.学穏とも方そシンif.s日ιJ'1合威P民j自街路ぷ悦，p-e-'i>tたXイ0-2への吸元キ
i手増丈干る。加五レkのちP及7白菜駿吉行写乙lヂ'さらに語い域j毛主計qれれゐ。芋た
万有シγ汗知機P政免震芦1[-&行可う手での B奇 Mp~'ffi く写るにし f三官，，'UI、 P及免対呆If?骨
文すう。

一芳、/有機稿集ヒして万有γンイース Jレ不ン説委主用凶 Tτ時κl手 両1t.手線リズ

宍ヱ/ンで‘存られT':Jう下手p.&免零埼界句初完j;t:i;急められ.r.Fvl 0 
i;) P初司 γ 女格巷t杭 A制ノb~}J. trM:XN (00チW(No.前)にす1して l;t， R，r7ロロ，R.NO 
-ニトロともに 市平続可孝の骨骨‘κがかわらず:根元されまl手'>10%で 市桜訊手
の対来j:t~!められ町山
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iii) 稔イスソ支持取saAmOiωιtQ_IRA -904 (α部)j亡対日は、 Ru‘ 700句場令
古宍シγが存在しても吸fiキIt均丈lfjl-¥が 式宍 γγイー又 iレ江、γ椴抗予知!こよ
1111;弘元キIf埠示。ぬ向左手可。 RuNO-ニトロ句場令lτ1J:ii有機柄、毒が存在し♀くても‘
IRA-904に11. I手法量的に嚇するが.スわが((r闘い悦キ/r~島、灼

1lí員向~ Lめず。
0lkJfルテユウt.J"E同凶て才苛γンイー又101、、/員長以)反kl'!.フいてしoぺf三。
ル守三一勺ムヒして 11-. 1?ur13'}HzOの極秘うお誌艮 lf':Na之 [~NO (tJOz)4OH}ZH;_Q 

α オく洛3rz~ 聞い T亡。
一足量令官u(約/OO/>-Z S--ti N )を令も:-!<u-l D D， RL/NO-ニ上口のうえト)kに 通奪11<i) ;11' 

シγーよース iレネ γ級洛.;k "'i!. 加乙面下面~-頑同五 T ト J) ワムで fH μι すら。~官よて刊
汲量モ /O""W世J..~L 知逸後定会(之f.O'm1!.)1亡して吸収λ々 7トiレはJj乞LTと。
丸の Z傷者-i0え有 γンイ-;( /ぱ、ン議包如之 800Cで29喜f副知3晶し1乞時引制又
スヘ~ 7トlレち図にしめず。
記r7D口め場企.1苛γメトス/レ
本 γ宙皇落魚iニ時計らいT手ω!;.oo

句片ιI~ 吸収極大が侍られ‘じの
て司有 γγーダー又Jレit-ン扱併停が1
向、してい bこどをしめ Lていゐ。

一言官'uNO句ニトロの場やじl村 00
悦ft0 tO-7 I喜すられす f仏P
句μ付.iir.Jτ吸収耳皇太をるつゆゐ 告ら

守旬、T手責一7"が偽られT亡。 崎

文.'Ru-7 DロI'!約201る争与量的
ヌ~ ~/、/ートス}レ九ン頑最も抑記 f亡

場企 2時閉め月日埠(80oe-)で・11
l吾、ーえめ P及丸jれ青、守ようにr"，1:二。

。
千00

ーー-- Rt.dロロ
一回一 R"NO-ユトロ
ー - :t~γ:/-)-7.)叫二〉語感叫

-

，00 
Z皮長(制fゐ〉

『 、

700 

一五大 γγ-tース lν不/脇ヒ}レ7ユ守 LへのT7../I:;v-'7ゆて.戸・加すh.安(J-，fiン句
完31響符ピ・についても校討Lf-:. 
手葉景食休古来危稗門R型J封~~への jレテユケム9)\1及j右手助 IJ イ L学修 l 二 ι フ 1 1:

ならこ k ド~~ ~ t、iてきれT二が吃れ吃れo!D~Jドス々?ト lレ 1: も?にき f[獲し\(7)あるこ
k がしめ 3 れf三。 ι く1':.ズ寺ソンイース jレ江、ン厳存在下で• 7<u-1口口tιNO-ニ
トロ i乞つーτ宅れ吃]れ者長問i，iD例文ス匂7~ Jレが特られT-:.こヒIf.す各売jし7ユマム
の介手~1t;予約11 面で':f， 利用で'きゐと恩われる。

文献

n 7，足利: 日手鼻争力手会主忌 /Z， 11S (/970) 
2). k. I判 aA.I k. WaJ:aJi1.ノ H.lz品川 : ゴ.Ra.c{，.:dil.'凡al.仏ι仲1・36，μf(!177) 
3) 主義利 今ザ ; 化学と工業 2Q. 向。 (/?7り

4). 今1f ~通利 仔う丈 : 片乙0回京射イじ写言寸?市宮(1976)
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3805 経世止法えにおける投射性司也元』意のよ雲存;Ij(~主・の珂界
(lX) ホウケ{俄fヲス久面 lコお 1)る鉄司 D人着 F 脱者ぎ幼
〈毛主研t) 0 イ左藤記 官111電ま久

1. /t~ ç':. 
rラス表面 iご対するお客来が 4の拡声1・iま物境内 ob.._追同月晃 iユ敬愛抑貨の

本.[F広;怠色銅父るた的 1:t.. <.イすはわれている一才 放射'1宝物質のずラス表面での也

抗看守動から jJ"7入の表面ば?と邑J色えする訴力も行なれれ 7いゐ，倣室内鉄が・.ttオ
ヤロ/¥イレ yクスゲラ入寺町折、E子容器ヤiJ'1~~具など η 星白，::獄<， v8._)島す争ことが'

抜告されミおり‘ B瓦着を防ぐための括イじ制内イえ吊‘成j自の少な、、材頃の逮扶Uどの

珂;えが‘~~:なわれて..， Q. 母~ ;z '.J才 18出政府 '1じ手討論会iこわい之 宮担体 plりj:;・よかJ

Jーメ /0-1門 1/川 Aj b'\'?H~良氏にわ、、 t ラジ4 コロイド?と形淑亡す 又寿詰えのfねまがや

はの自著 Jt.ワナ 4面支がラ入表白 i::肱<.&及追 2れ.との坂浩された喜良l;r長j:l.淵陵、ク
ロh 酸堤攻守によヲても寸分 Jミ IJ除去久永な、、ことを 1R.;;l T==-.パイレック人fフ
入lこtJ&_造 lT:ご奴の1え渚 1J¥'・厨離なと七 J;rH a和五icrヰ/;;:よ P とも報与され之、、る p¥"， 
彼等'.:1銀イ;ji/炉、J¥イレッ。人虫、、 7入可ト '1ツタス十=拡扶守るため k忍えて u る. 

.f-f，ιちて、、 1;1it'ゥイイ画えず 7入己、ーズ'Aぇι=故毛 tた銭司担之の立与;1L1ミJ
七月え者モ i/O)i'¥.A止Eトレーす-. t レ 1 剥えレノとの異常 iゴ述、、~，'ラスゑ函かうの鉱今

町え遺骨2携の幌唱を試みた.

乙.矢吹
1，ワ )1献す、7入弘ピーだ J¥イレつヲ人がヲ人粉末主パ、 -t -'f戸思と

じ乙がれ~h，、型\1:2ピ r ス;、色，i\ 晶、市 '1 lて/PO"-'/Z.JJ メッレ:L.-l~i J人fても勾在感

入 l代，こ吟ビーズを乙M嵯献で 24H1 血~史 L とか 7'玄官 Jl人て tt;:足手した.エ
ァ-A-i v中で l4.tJ. c 1. d ~守 l白乾 j:九 l Z:II¥う凡下句史、攻lコ侠車 l r-:::.. • トレーサーソ'0 創
Adのス L、y?名実ほ前回 ι 附:~"に掛笈 l 1と，恨の~~現 1 ;1 J >( //)-/:であヲ 7ミa

~6 ‘れに f凡 X/6 't1't f ポりヱナレ ν 15争~lr:ピ ν1-:: トレーサキ北川内f) 玄積水
ら」ぷ p/-I ~ t夙却するための仏OH又ぽトif./03 ~与えを ~tl 7v全量を向ft=μ ，歓田
教と:>l to:. 父、 ~J剣え~~・ピ I J のがう入ビ戸支~ ~tl .1v J:-<; ~広色 7l~fJ' ち之r-:t t，Jと
め，1丑三えIj，摺，-::入札ゐ.ヰ持品i後ぃポ 1)工チレレ捧4丈e'V守内Z忌或 E拾z' '1i百1)(で‘
』凪 1r ¥， ('、布、 5 Wι 11 主レν7 レ-V~ U オ匂レターでR病院も三里'¥足 ν 加乙た社対
従，::.対 r~ 割島を P及五キ ιE る. .&__造キも剥史 t正佼 娃 4 の帆追~s汎t t， ir:;1工
今レ ν待状ビレ I~ }J日(. ，1王zE拝中 l三保有レー定時雨後会乳Eは村三五ミポP在宅 内フ
て¥¥?杖対策リ1¥えLT-::・jj"7入ビーズ巾111三市フト、る5与え1'"扶射能の母子庁
はしd¥、、時 TMaれ扶射能 1-::汁Iるす1)れ h 削山 1)6 目先若手とれ・
t r~ 脱蓄え fll! b_ ねえ i司干~\")~ゑ叩をくりiL l rfi丸着珪Jt左京めた，
j 純系

捜 4 の PH の茶話ló、~ 1J、、?人ピーだ工に吸着した銀ヲオ丈 I~ Jる』丈君 /J 弘

治11ηTHj:::汁れ弟、、依存、i土ボあリ 政党、)'，レ 71 1¥也事、)"'Z着した鉄IJ、，)くlとよ
) ittかに1え箔zふ?~r 争バ争、、君川性近辻かう淑j L 7モ鉄司丈~r}t /1氷山よヲ Z

。〆M
p
h
u
 

司
自

E
A



Il~t造ミれにえい e 中世故.JL，Ir\川ラス、急西 lζ 払j島 L た銀っ温故，~よる月え道 u 塩
酸321震とみt} 'i主があ~ ;.桑~政i ご J る段着 b\ゑも主主〈、三互設議文_~./[1ヮヰ， ~え毛主L;i ，z
iJ__いむ とふよりも菰茂_Fl'.ì'‘い弄 ~':'hJ-3j_えJJ J!L_<乃る・明二三よと ~ï.三E 千
本叫高えによ忌伏れ:最古史怖が .nえ遺速度~~'ì衣唱えい川城/支;JlvN位及とみる・
/〆旬以、rq~及Jj__州政銀広えによリ 1t '7 λ忍色に ~U i.尺~~;J. 件 pえです戸
n.l!:z ，j¥ t川閥均以3丸刈吹;::り故f支;これほれれ i三、くな 3 夫存れ
"W~動支ø'í白山 IJ と脱者ミれにく山， y._ / ，r.2'J'1 /çij 脱穀ャゑ可両党zおた，~ J 11 s，え者て、
荷 7 た銀JJ 再ゴ ;v-2.門 JçN.朕銭?~えl' Jえ'9¥と/'-川大坪余円えれれ占・

比重主主度JJ:3J .f見rt毅科大気、仏。コザイ件丸げるZー.-~h.é: -ß丸も i ミィVÉ1/\~

うごとが事し長才れぞ by、%慌時との服着速度_17d項J;}、肉の括払五J敬え戸徒7
4艮めかラス/-:.対する吸浩司JL反古¥'、%ら L<..1L.(、又十rt");.~政銀悲戎に

よる耽清州ド市 lτ遠山こと』、け良IJJj" -:;入ゑ面 Jミイ才 V丈吠fi_た1"よク吠着主点 b
と J巴われ~.

政/，ぷ占コロージ呈 iゾモタLずたず7ス表面になイ Xレ今jf_fJ:. ~'~ ~.籾ま iごれ
ル1);lJ h ケ居合V生向レとの骨 !J北EobL札して王寺、、心 1¥n r' 1レじ l~存在可るミ t
ぷ献われてぺ，われ 3孝弘れ本.~_ _u~守宅主勺~とつルリ申ゲ .v~ 11 ，1うCめ
L てゐ.9~落札~';?，告ま.J\.~銀イ;f (_J JJ Vリ並ゲ Ivt~時まと、，1，t. f.えし<.&._者立小ト枕
着屯が西t'l生であると、ミ 4シ') '1 Ir' Iレ帝 IJ吹錯して肉害11:!存在す Zイ才レィ拡萩E
需品 L(i!-<.qる.門知呆IJ畝or;:議、、 11どM く、又率直失q杯な銭包げ砕吾{れ
;書、攻zいある止シ1) V ゲ、ん/帝瓜t'~ c" A~ c 1 ，ーの t~η 久 Z な抗イ才 ν J\"t.女 L i"棋勺か祇
IJ -母if._<.ケム「元 ~p~込:4t_骨，\V P Iし2リ性つ寸IJシ 111ノγjレノil J: i事く.戸乙~..%_

晶 1J~目先育生し Zいるを 1埋::"47晶、 ミトメ‘ JlIしザリ制 Z‘ヲ多Ii"P&' J ，f¥"少。 "4、民IeI巴め水令
/0寸門のほ1C"のが 7スザーえ‘官、 $q Iえ，着'1"11 欧;署長依存~玄 /J ‘ 1予 FJ・1 銀 t

同じて、均タが淳、守主体 IUE弘司Rえ*lJ'とれ k六、、 lコ更な') !tJ-z./1 --V /!>n勺frn献によ
P ヰ居場 I~速みやか l丈脱着才れる.

10 L--.-z調 仰笥a抑伽は〉

. 
10 

lol 

国-zトICII之日報の脱着

-，'._吋こ(に

..._，_____，__二jf門
.:l.Pb 4Pt 6議~ fPTo.TLl的
え自に

[0' 

F.K.We.st， P.W.We..~t; AMI.Ch.i乱.Ac.tltノiJ7} (167)/.ιι-v/.J/ 

l5(_ h. öllteld 7/~. Nev.孔4九j 門九.ne宵t.)li上I U7t苧)7)1もJ.，l.r

同-3A，仰3十卜IN'03/:H/It通

4PP ~ d}P d'Pd(lour，s) 
時血

1Ji. n手"も，事/1¥官主え}ず 14'.@放射ぞ苦討椅去 f~#'7 (171戸)/61.v/oS-
F. Ich_i ka.w孔，R.el..d:ot:.hi汎.Acta.) 2.2._)ι191 t-)り
P. B. AJa7J.，sj UIもrctTu.r:ty(ed. 11. Zlef，記.speijlttOP.312ノ Te/<.I<.eη Ne'VYO r k) (ヴヂ乙〉
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(緒古) 1K.~控竣やで‘内幸1"ツ P ウ A のイι 単仰ぎ動量研究す品際 Iι1孟、 ぜ勾原手循
~k態の分布を初 3 ための迅速がづ佑頼のあ 11 J夜良三五 !J¥"失芽でJi~ .常重の諜車内
海3~ に対L. 1.は‘ Jff 費~~定去がとの目的をかなえてくれ 3 ゲ、トレ r ザー讃7l I~ 志、
山1.I志、-ーヰ自分画ひまのよみなと nt乙ほ到の方泌が必耳f_1"あ吾。そとで‘本研夜 I!‘

冷，)生足ぺの吸着手動内主!p..を利朗 ιt、トレ戸サ F 量の Np(V)ιNp仰)を弁別する
ガ3去を確ゴ弘寸ょために行司走。モの結具、 1け前後の蹴悼舟液中 1ヘNp(V) r. Np(V!) 
を事嘉に4f射しう主主とがIIsらか ιな勺千三。
( l1Z.験) 2~ Npトレーサー 1証、 Sis.R01 分或 f) に~勺1. .2+3 A"，語、今 ξlレキシグfcよリ得
色。活 3除措i ヘ拘置正請 ~I在、点の占う会手吸で4tめた。す宮わち .i通話な醗ィι護る和1
屯加え t 望す身、子 j}~f_ 憶の 2拘 Np;事務ち調整し、とれに酸S 主 l .;t ~金静7義者加え、量|♀
J攻、t-に点、 u‘て~存品等の月益法制日えた像、選本の会書左 S m.止とした。とのよ怠~"ã:
ガ‘ラス管中で‘ 100吋内治拡Jf..と#触さι2ゅの扱乙うの婚し進、b‘舟離色 ιτ 、」ニ
;畳表色 1m.[とれ その γ故対能を謝卑 L、耳~~自前の濯戒中の放射俊号車 it 乙内幸Lh' ら
陥れ第出した。 ptr残'}のみタサツ剃l鬼しl品。
(結果)ωpHビ '一1. メア ' 
吸着ヲキ A聞係; 8oh. 
Nr(V) t: Npι:-/1) &') 

議，他産へ町吸着

手fな、pH'"明教と
ιて痢鬼した。

生7・ッーウムほ、

塩4じじドラジム

ワム (2+)または

ミ車電〉ずシ磁力

1) tうAU1年さ

3806 造惟援をもぢ仏語ト¥， -サ d 量のネアヅ Fーウ A 内

原子イ白状態、の検定

(車兆九・エ・) -#-弘義・栃ω 街・ o~長原枠失

R及

着60

幸40
( 

~ l二。 2 

第1鴎

2 
1: Np(V) 
(4.'0.'"， N，H，Cf，l 

2: Np(VI) 
{中1()'11)(t1.(4) 

。
1: Np(V) 
(2.IO"M N，Hぬ}
2: Np(VI) 
【2'16'"，KI1.U4-l 

10 12 

係閣制

B

H

内

P

キ

6

必
積d
 
vhV 

4

H

 
R
v
t
 

I 2 3 4 5 

(HN03J M 
~2 函硝酸;票権d善寺、調依
.t件;やは危 100ヴ/5..&
20分間蓄えめ

J，ti守;込惟A.f∞"'3/lo...Q
ち.o間振ιうE時鶴波書E

-¥!:;3こと 1::'，rリ

網整し~且〉。審議司 pHぽ、酢酸ー酢酸ず〉毛ふウ μ(0・2 門)後衛河~"t tちの T銅愛
レ在。 1hl凶I己示 Lf:... .tうに、指先 1;¥" pH 8 1')..)二で I~ 、 Np(V) 事‘ょが， Np (Vf) lel求

I乙治拡危に史差的 1:: o.v._着する。本え 1;\・・酸悦にな~ Iこっれて向通例考古事崎重~I喜太~<
なう‘ Np(.¥1) (乃方が4看しやすの。

(2.)，硝E権法定 ι4着牢の憩 I~\ ， さらに西空位宜主語1 くす~ ~， Np(v)正NpCVI)例啄看
寺内差がさらに丈きくなるとヒが瑚侍され 3α で¥ 0.1 <'v 4 門の均酸タ程表からの Np(V~

Npく，VI)の局員急誉動色調ぺ、、("0 その結果を第 2国iζ示可。 Np(V)I在、 O.5'rv1，ち M 時靖

戯場来よリ主量的 lι 吸着 L 、 J 方、 N~(v，) Ie{、 0・U門外長の硝酸舟表で企〈財し
-q山。
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明治，隊長量お Jが掠 Eう時間 t吸看奈の闇(糸 ;海域を約 1M局磁場或ιl1. I 
F首位え盈 ι振 t う崎闘を変えて吸語家主謝長 L 花。とP)~議去を宮島 1 表 iζ 赤了。 òõi1生
是愛L橘ヒう時間偽物c7t~ t ~・ F昨JかfeαV)を定昼的 tこι看さ¢ωよと ι勃がt、τ.さ占。戸ベ分カ
N叫Pαωωlυ)Iぽ証、千を針し友金tキ1=合。マ IJ殆んとι造L小、"は下 a良駿τ"は、執判洛2え
5 n& 1二村 Lて主主'1生成f主主 100押‘抜乙う崎闘を20}i1こ設促 L'7.有ぅ?と。
併}屋皮肉穆萄 t ユ cr~ 豪i 智 ;捻イ;fふの馬番lこっ叫てを稜ι7三続呆乞第ユ表に示す.

画室内穆鶏 lム d~ 差薬ぽ大さえなく‘ φ 千オ1の醗5をうな中むtNrcv)ι Np(V1) C')-?}号。1は
可能ι走えられ 3が".. ij畿が長t温L-z ~、;;s ~ t. jJ¥"あが3。
(ぢ)酸化護ぇ前内積頬 ι吸着手電η閉保 ;手主主偽有妙棋を唯かめ Jk均 Iζ、 いくつ
かの.Jt表的令酸化出(;{..制m脅fi"'F7.旬、キ 7'ヅ;;-ウ向的嘉手偽証態色調べ、叩。と勾係
卑を}品2.~長 l乙系1 す.語足先制州控帆場A芝、亦よひ“場dヒ ι ドラダF ウ Aα.+) J 1ミl喜晶化

じド 0，"，".3-Iレl').-

毛ユ内bt.の存在下

でl革、明らかた本

アツムウムが1"5街
iこ r~ ヲて凶 3 とと

がわず ~D -夕、
稚宅内面安d時可(I¥V

Zむのネ1"''1?-ウ
以l在、殆んl'."叫る

-t!.T"‘ 6価 t乙むラ
之 IAJ主 tj;t'わゲ

よ。

五1ゑ 己主位農輩、年忌 ιぅ的同乙必着寺}.P)闇{糸
可立る辛 (.'}'o) 

拡包う Np(V) NI'(.VI) 

日奇問(合) 法也足長 (. m8 ) 
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10 83 qg q~ <¥8 。 6 3 11) 
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Np(V): Nl.Hι ~lC4)(/O-2.M) ， Npl..VI); kM，， 04-(4l<IO-lt-f) 
全什;H N03 ζi門)

瀦Z哀 画定Aぴ酸，(~苦量五朝伺韓親 I己よ品鼎替

可A 急キく0/0) 

重雄ιf監ゐ相 1刊 HN03 1州 HωC弘 1M H，c;Cl4 1M 吋(且

hOne. qq 'dq qo % 
N.2I.hα:2 (4 刈õ~吋) ~q <13 QI 8q 
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3807 7メリシウムの化学(9 ) フッJヒ伺落浪にお11るArn(す)あ'J.
1〆 A例 (γ1) の ~tf惟
(東北犬金所) oh宗 兆滞・舎を木造

ア井リシウムほ通常の政惟毒殺咋てや 31i!iJ， 5{岳〆ゐるい 1"1.b ~;Í\7の政J\::.. )jj(誌で拝~
するが_のうち A叫(耳)1立客足であるのに対して /A叫(マ〉ゐ'，:1" ~.. A仲dvr)lt不守主で、

有紙仰マ透え池汲λ朔 l二」‘づく遣えで料易 ν、。アメリシウ仏が、ミ?0乏の埼φ，二
rしらの椛Aじ状態の雄認、のため l二 1 叩品開J7ゐい\;):リン政掻丘明、、吉夫 7t~去が i直前

.; f1.-'る・ こ札らの夫:;'/i.込l'l， A札(-rJi 1デよぴ'A叫 CVI) 丘す ßt~ p~ リ安定 l二保つため J イ久
温(0 叫主Oc)で・安武~ .jI¥. ~ 11"') jO C )メょニのJ呈/更ではぬslの宇丘地 II悠下 f{1 :じ
が乎~手札告.孝夫，リン依埠i事;え lこお 11 ;;> A臥 (v)あ‘ Jぴμ(百)の守主性民・ねえ

の故惟皮，通皮あゐい I~ リン政埠認定川良1ヰずるこど五従来の祈克で搾記・した。本
材交で‘ I'J? I ~売きブ、フ lヒ籾志良 1 ~あ， I}匂A'M.(V)あ'J"仏，"A凧 Cv工)の字足性 ι主として 7ッ
4ヒトリウム t 用、、 b 実 57U:ム I~ ょって点全討し 1-:. • 

美総

(1) アメリシウ Lへの1%良:州A，..._(JJL)の0，I門閥政品花王銅製 L，こ孔に /0"'3j"A 

のピスマス続γトリウ仏の妙木ε如 t，をf鼻で Io寺ptln::r半し r-:...0'(" 1:' ìを幻~t，が
ヲス滅、推~I'称 í 1割いて 5r~乏し， A叫(17!)のf幕投u尋た. --'才/ HDEHl'主 4着ざ'<!:花色
ライト外5t. ~トむ作ヲム 1二 A以w.)ηf怠氏ε 着点し，。、 l門梢政令l名高体レて A叫す)の
l色決μ尋た.

くふ) 茨?だヂスト:アメリシウムWよもパートリウfA( Ji:， ~いはヲン 7γ) ~令c 井氏
lこブ"/~\:.，.アシ Z乙壬マムう~徒主仰えて/足。者団主主祥レ化。与をEビが鱗4l ， .lこう愛みi友すの
J.'I-/A...... 列ず古文射R~ 沼IJえしてノ盆挙のす I主で衣デfL，苧 a ヰ広レ伝.兵比キ，~付すも失

3吃争イキ，す G十7ちl事iえの説Y盟諸1...I トリウム(あ勺 ν¥ 1まラ γ7γ)5尋問。重/~芝時時前
ムl;;IVI ¥-;):)もたの?見小111裂なと伺SHlJ事色銅べ'た.
く3) A恥(マ〉あ‘よいA胤 Lマ工)ηlFt芝Yえ: くI) 句すf毛で特kアメ')シウムのJ怠;え I~ l瓦
当~ i忌;えと禾nr:Jして何t主のf号訴え組択の A';""白川、よ w A ，，^-(-ql.)i与 i夜主計~現ょした. 毛れら

五r え造成 l二冊、ヮてあ、:5/ ~者r;: a奇Ml経iむたl二互の -%'Pi.!，J入恥して-え告(守的夫
予九千スト三青色した。?井沢内世章特 t~'1 己表札キヒの ffl1~~ と，;号i良の öit性皮，ブ可罪イ
スン誠意'-'あう ν¥¥1. )昼食を緯't.'長えて殺到レた.

fZえら‘よぴ芳県
(1) フ、'/1，にヲンデ γ あ七ぃ I~ 1、γlじ卜')ウム色剤、1ゐヲモ5t法 1'.1.I 徒系， ~萱成政虫

色やむ 7メリシウ仏の[怠l夜 1:対して品前ざ kもに.本手守矢て“ 11 t;:'叉てス~~r卜')ウ人
日ねじれとしてぽ刑したため，ゐゑF記念にお，)るアよリラウム伺手E比苧動主 Zえめて

波利レr，- ， 句、 I1:結束の J イテj五赤平 p'"I ì忌決矧弘元仰ぐ裏~' )，)じ，ブヮ 1じヲン?ン

あ七 ν、11:'1 '7 1， t.トリウム，:r-tすむアよリ γウムのti'fLJ争動lまかなり要音寺が・ J i Vし
11p ① i塁~t~~J孟 l. r柄、寸均台に 1'1， A""、(-v)釘占 1パA川名)切「55lえl亡，1;乏争|の鋭化身lζ

屯 η 小併穿tx:刈(札版企)が:f íをするノ①じスマス~~ナ卜 1) ウ以 í I有川 b場令に lま

ばらみつお・すず5すすむ
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b)忌浪中 l二換を』じゃj1'1令ま rlていないが， ん(行)"1 i名流l亡118;(1[[.)却ぐ多少夫毎ずる，
Lいう夫件朔棋の遣い師、手困乙汚 tウylゐ。
ω)  Aw....lマ〉釘よい'A帆 fす1.)仰向fZi従1:対して r え条件の変地ヂスト主徒し J 得ら料

作夫~~孝~ ì事成主的現~~t 仰をi車両t.n tη 副1~ l校討して，だの忠義t結束t特た。
φ肋ミ絹数日号(~ヌ γγ l.i矧千~~た A帆(マ) ~.ょがル CVI)何?手iえ(:J.，'いて 1;1:ブ
?系イバ γの有をによらずい芝町孝 11"変化しない。す立れち， 汗γγ止令L‘フッ化均

l事~I亡紛いてはふ(-v)あ‘ょが μ(匁)r.r~えてふる. ニの北九 I~i幸氏rT¥f立n:志が 0，02
押川門 I i皐在#ぐ /0〆 30・乙 η乾固で向1，fてある。
@究 γγ となまない A帆伊)岳、ょが A帆L刊のる背骨史書 iたて 11 ， fj子 i長銅製伐の同十.y"fJ/)，-.~

i草するに縫って茨氾争は工ヰマるが、， F..:.，‘:z， 1 ~示すようにフ γ 系イズンと兵存ヴ仕
るじ，夫?吃穿の LヰMt 100「 ，二
マ目、t:.'J:リ， 。‘F門の 1/' 
4じ矧ifLlえで 1;;1表光寺 11;史

~t.し~ ，，¥， こ札今何 ilt')む

ほi号i札η紙nj主治'与ぴ認

定1-:'1まく伶f干する。 与を ì~

~;rt' ì定事1":: }脅刊o1 ~こ乙

11，究ぅtキのあい A心耳〉
骨、 j忌夜ヤに J主当記 Lてくる

こ乙，す~t7ち， A胤(ず)
々恥L叫が.~余そ 1: A"，(1[) 

まで‘金えさ札ることと7き
叫する.fえって，ブ、γ来
イプTγ t1"ヲミ持すると A--

(マ〉あるいは A""，lVI)の孟

えたたが。見#↓l1'.t.抑制さ

れ砲。こ作は A"，(マ)ある

いはA帆匂"1.)n'" フ v 宗寺者~;í.ト

とまあく?るごと，~起画す

る正めと考えみれる.

(cj-組長、の A""tマ)3i‘よ

水‘A帆 Cvr.)5%-iたt同-ih叶
てイ金すすレ 1三持見(':.ついて

はf ア、ylむ物保戒にあ， '1 
るA刷(マ)釘J:t人，"A同 (v工)句

旬 ~ht，え~í.l:: 1: Nl1 ~ ~ 

乳を待 1ar二約，iI定論的

1:前約し，芳壊する.

、民
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3808 溶媒抽出法lこよる Crn(111)の加水分解lこ閑亨る研究

(東北大・金研) 0深沢哲生・川筋{宇佐務・鈴木道

1.緒言

アワ今 jイド‘元素のうち U，Np) PU ， Atn.， および、Cmむど‘σ1元来lま比較的
容易1こ入手でき，それうの溶池内に京、Itる挙動毛かな 1)よく知られてきている。し

かしながら，上記元素中ざcm.以外の元素l去数温類の価数亙時勺ているため洛斑イむ

学の研究の吋魯として興味深く，比較的数らく研宍ざれているが>Cm.の場合， 3
イ面(Cm  "31-) 1J~、準安定な電子配置 E 十 q 左とり.ぎわ的て安定であるた的それほど

盛ん!こは研究されていない。今回は水洛液として過塩素酸溶液左用い》主|こ他酸性

皮洛液iこ広、ける Cm.の加水分解を溶蝶抽也法lこよリ研究するこヒを試みた。
2.実験
トしーサ量O)CmlまJ".門.T.R.で2.41Am を参~中'性手J!~射し之生戚した2.42.. 2.43. 

之.44Cm左イオソ交干臭法て、、Am，Pv.なピ、の 7?今 Jイド‘元素，ぉ、よぴ核分裂生成
物かう単雑精製したりものを用いた。

j魯蝶抽出系lま有機事目として HDEHPのト lし工ソまたは〈キサツ溶液， 71'<.相とし

之過塩素酸i在来五用いた。 HDEH P la銅I且を経由守る方浩21，こよ、て精製し，中

和滴定ヒ量量測定か告 lまlぎ約料でみるとと左確かめた。

実験はまず加水分解の起こらない畠酸性患領域lこおい之 CmとHDEHPがどの

ような抽出反応、を行うかを見し決lこ位酸性度傾戚lこ示、 ItるCm.の加水分解挙動を

調ぺた。抽出lま有機相， 71¥相とも 10m.e_ずフ s0 rn.，Q.の介~ロート iこ取リシェー
力一、て、平1射lこなるまで‘干辰とう，し Tこ後，両年目から 2m!ずコ試験管 Iこ分取し> No..工

シンナレーショソカウンタ lとよヲて2.43Cm の r線主十数測定を行~¥ >分~eJにを決定

した。この値から Ctnの如水令解挙主力主検釘した。

3.結果
高鹸性問1911こ示、 1)るう魯樹由忠実験，すなわち Crn.の分回以叫辰とう時間イ縮性，

卜)し工ン溶浪中のHDEHP>農度依存性》志、よぴ pH依存性をき簡ぺ~ t三結果， Cm lま
干辰とう時間約10介で、抽出平衡lこ到達し，介配比l主予得どうり HDE H P.>農産決よ
び pH0) 2> 乗 l こ比f~'j しているこヒポ判、た。 HDEHPIま高機溶媒中で一鮫l こZ量
イ本の怖で‘存在するので¥これより抽出平衡のまId:決めように書くことがで、ぎる。

Cm.a+ca.】+ 3くHA)，2.(叫戸== Crn H<l A~ (0) + 3 H+ (0-.) 

HDEHPIとよるCm.の溶媒抽出機構を確認、したの之¥〉欠|こ加水令僻の起とリ得
る条件下て‘の抽出史験を行勺九。ト )L工ン溶液中の HDEHP濃度"d:S x I 0 -3M 

と一定!こしてお、久木相の pH をヨから 4 まで、 ~'4 にで t て令配比の変化左調べ、たヒ

ころ y この曲線(.Q。多 D vs. p H)のJt噴き lま約2.4の直線となり y またカ矧H~

収支が合わなくなるという現象がみられた。すなわち米相の pHが高1くなるにつれ

ふかさわてつ示、.かわすじ‘いさむ・ efずき<t苛む

O
D
 

p
h
U
 



て溶液中の全放射能量が、減少して号た。この王見象l志Cm.の生成錯イ本のうち日及毒性の
毛のがずき，号~ 1l'¥..1lて容器壁 I::DA着レていること!と起因守るものと考えるとじがて、き

る。この口艮善樺の挙動を検討した結果，以下のにとが判日目した。自主性度がイ生く(p 

Hが畠く)なる lまぜCrn.のぬ着量lま増加する。日及着の起こヲ<:~，る際の分配比DI立
最初振とう時間ヒ共に増n日する問f.mK値|こ差したほliF徐々に:風少する。被射能渇Ij1t_
用のポリエニトレン製試験官lニも目見善いこめ場合}!<lg之、、は位酸性j主(;邑 PH) J~~Iま

ど時差しやすくむる.以

上の結果p 時代 pHが畠1

くなるほピ防毒量 1l~'、増加

することから， とのH民基

漣ItCm0)加71く伶僻生成

糧 3 Ch(OH):ーペ lミ
イせなら芯~，ヒ考えられる。

とのような糸t牛下ずは

加Jk介解定数五求めると

とはで、きとまいので》目見着

互極力抑えるよう 1d:糸件 口
をみつけるととを言式みた。

漣n検討した結果 J 一旦
Cm~正抽出した手当機相
左用いて予備平衡左ほど

とし医水溶液て、逆抽弘主

オ苛うと日九善がかなり彩pえJ

Sオ1.，放射能収支L約8
0%以内で一致するとと
が判、た。との条件で分

配凡DのpH依存性を調
べ、た結果が図1ずまえる。

図よリ曲線l剖t~斜が次第
!こ/トさくなヲてゆくb口水
分解の傾向が、王貝われてい

る乙とか判る。この曲線

より加水分解定妻文左京め

た。またイ吃の方法との工に

較検討も行、た。

3 /6 

/ 

2 

。
。
o -1 

ー2

内

J

-4 

2 3 6 4 5 
pH 

Fig.1 Varia七ionof 10g D for Crn(lIl) as a func七ion

of pH 

Aqueous phase : HC10q + LiC10q ， r = 0.01 
Organic phase : 2)( 10-判 M HDEHP in hexane 

文脈
1) 金守木， "1跡， E黒沢，第 20回 放射仇挙制論会， 1A11(1976) 

2) D.F.Peppard， J.R.Ferraro， G.W.Mason， J.工norg.Nuc1.Chern.，1 ，231(1958) 
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3809 通柚出う去によるトレーサー瀧度のピスマズの蒋存~天態の府克

(静岡大君) 0戒多予エーノ¥部・池上 尚・菅沼英夫

〔緒言〕 これま?にポロニウムの落存村俸についマノ主として過塩素酸港茨系

ならびlこ局服落ヨ長寿 tこづいマ舟究してきたカら前回 l二報告したようにジチゾ、ン回塩

化農売先来主用(.，¥~!i:生抽出悲 Lこよ勺マか令リ尋現在の主いす母乙平衡の結果~\・4尋らむ
それいよリ木。ロエウムの落存北陸についての知見が得られたb 角島蝦i事実莱 lとが II

る落存拭態はがふリ権雑な tのであるごピが予起き札るのでンこれにさき区、ち天民
放射性核維としてポロコユウムと窟捧な関呈 tt 勺ピスマズに勺υτ 同様の~験主誠
み， トレーサー濃涯の.2.10sl主用いマi晶塩素面支悲液茶ドポ 'l品克容材態 Lニつい τ't-j}，o 

ロユウムとほぼ同株の結果が~られたの吉報」害する。

〔実験〕 一定量が10Bl.(31-1 Ht.J03溶来)主一定業走のタナゾ、ンm塩化史う暴落茨(似
司C叫)T抽出 L，ピズマスの有機標手3本来主主用製した。 その 1~し主権々の pHii!
tつ 10mLの過塩景離系水落来とす来ロ-~中で‘一定F寺市ふり昆ぜた。 最初易、よ
びすikt平衡段、土佐の有機粗から SOO)A1.i分取してその扶財能主測定し J す院比(D)

左;f<めた。 水草H ó) イオン強度はく挙 iニ一定となきように調裂し l す恥平街成、立 1~勾
水胡比勺いてpHt測定した。 なあ、安隷以聞い長?に・訊穿・悲具J革tel:才べ 7桔z才ネ

沌助主合主字いよう，NlllV'の5主主主払ヲて手備した。 主たビスマズの比放射陀主主

花させてその効果レこついて t調べた。

〔持呆と寿案] ピヌマズの加水分解平衛 BF+骨tHaO#Bl(OHt;71+悦 H+
れび、ジナゾンどの錯的域疋応、 B臥i.(州o州H広f吃+ル叫R-<=芦会Bi.ほR凡+骨悦叫LψO倒H-(侭R-tぽ苫万玉升チWゾ山ン姥基劃j 

が糾ら y 抽忠帥分恥平街の何E帥t比じω伽{は止 Dド=凡叫弘 (ここて叫K丸丸いe劃』
と手リ1)I 両i氾旦の汁数をど勺マ L凶H←hん 〔邸B臥t(削0州H江明~以[卯H則み
QoすD=s.勺W町 +n，Q匂(H則吋+仇ー悦}pH t ~与品。 こニ τ“pHさ一定 lニ佐ぢ試薬の
濃走主事イじさせれli"，~[HRJ.守[::.吋れム仰の 70 口、ソトから傾き%がギめら対t幼

虫化序維BiR比の姐訴が、わかさ. 主主言論;f裁定主ー定L工保ちフドネ自のpH! ¥基イbきt
>/t. rf， 1時 Lこして pH と~j) ~ <1)由イ菜料(1t.-一利川めら花ピスマヌわ仲じ号車童

BHOH)一司 の的が己主められる。
?専られた主を結果 1;1:>'t.下めどホ、リで・あ~. TABLE 1 

(り す陀平j骨髄 lこ零すほとう則一柑め菌室刷、 1d正1:川口::
強い場合(例トIC.L04) Lニiよ5分以肉で引をJlこきす主がノ弱磁世 帥剛γOF(AlIRIER

(1トイ(I1，Na)CL04，pH=3.)i'O) でlt♀0分非i)主主零すし 以下す 川市SOLlJT剛 山

ベ、ての安轄の振ιぅ持向Uけどした。 なっ:} if 
(2) ピヌマ又培走の分配比 K討する-!3~ -一正ヌマズ4 1;: 
セリアーの来J主主斐之て分配比さ剥定しι特集， (ま lぞその影 0.92 X 10.

9 

害l主見られ手かった。 ごれi土少くと色守較さ吉、こをつた温
O，92xlO-7 

l.LID 
1.22 
1.31 
1.22 

{立た 3と いつは-sろう. ~llrがみひき L .すが、ぬまひで‘あ。
Aqu~ous Pb“':¥11附".
【H，D%l ・15~ 10.4 H、
2 匂'.

nu 
nt -
ょ



面支?生法定r7‘、{まピヌマヌ'イ寸シのt合lj;ご殉ど且らJit_手いごと左示才色めと幸之ら
れる。 (TABLE1今民)

(3) ジチゾン落度のタ恥比l"対

する影響一一 τ|仕 1志、よぴ、2lと

見られるようにJ 水浦が弦ぃ蹴!主

(1 H H CL04) 百~ tl'~~酸性 (1M (H，陥)

CL04) pH= 3.ð'O)の併の~(HRJ吋
の!ofDt乙対本る 70ロット 11:イ刊 t
f噴き3め達雄砲保にあることがわ
かる。 ニめこどかう抽出化学経

はイすiIt.-の場令tピヌマス屍寺とジ
サーゾ、ンヲ安基とが、1:3の池尉比さ t

づ屯ので、;Jj~ :.とを示l.."?いき。

(4) 水音イオン'濃度の今此比Lこ対すち事場f一一下l今.3

lニ緯たの DH也左色づ 1M CH，Na)Cl04・港飛で‘一定義定のビス
マトジ、今ゾ、ン完J殺 L二ついて~抽出主ポこ手った場合の~D
m抗日した。 縦lmLこ~D-~(til<J:r~) 主どフ t~ d)叱
すべての pHにお、¥jきず院比!1捷のジチソ吋ン?程度 Kナて1剃

定するめは.if守能なためである。 図から昆られる t う~:ノ pH<之の略性の5'!l1.-1鎖

域イ1;1:イ頃き 5のプ口、ソト τ‘あることから/ ピヌマズが 31i!!70) p事イナン Bi.3+として完
存1..('いき ζ とがわがる. 一方 pH> 3. .5の中性 lこいた ~1~域ず I~傾きが、 O ど在リ

ピヌマス l主主 Iユ守也めイじ守雄 (BUDH)J) l3WωH) 1:ど)として存在しJ これら司中肉

錆域、で1;):与と L(' 1禍の鳴ィオシ 13LO十ヒ

手ヲマいるニとがめがった。 2{t!Þの P~ ィ

フ『ンの存在(::勺1.，.， ( rt，今回め~草案の鋒果

かも l主判定できないが，イすれ 1:'しマ t栓め

てその存在韓回l主tまい tl1¥ヒ忠われa.

(ヲ) 過本売醍イオン魂ヌまのづ河ι比 lユ対オ

争事il-一号)1佐川多少あ』〆， ョドす耗τ‘
l主奇に一定主義走 lこ為、同て百二号フ ιの7毒
ノ重しなえて t ょいと芳三乙~ . 
以ムめ、特」震から決めようを抽出格、構主夫

えt:.
5患い腕他企画域τ(1:.
s( 3.. + J Hl.. Dz ;::さI3L(自Dz)3+ 3H+ 

LOG[1l2Dz] or9 

THE DEPEHDENCE Of THE DISTRIBUTlON RAγ10 

ON THE CONCE唱τRATIONOF nlTHIZONE IN THE 

ORGANIC PHASE 
aq. phase: lH(H.N・)Cl04・pH-3.80 
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持腕性全面持者τは
sW+ + 3凡Dz.宇土 sL(ト1OZ).I+ H+十卜1..0

pH .>3.$的中性ま γの鵠域ずぽ

B~O (OH)吋凡Dz-;;:::= e，(HDz)J + 2H..O 
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